
京都府遺跡 調査概報

第 1冊

1. 国道 9号線バイパス関係遺跡

(1）千代川遺跡

(2）南金岐遺跡

2. 篠窯跡群

3. 近畿自動車道舞鶴線関係遺跡

(1）大内 城 跡

(2）後青寺 跡

(3）宮遺跡

4. 豊富谷 丘 陵遺 跡

1 9 8 2 

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター



序

昭和56年4月iζ財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ ーが発足しました。その設立の

臼的は，京都府内の埋蔵文化財の調査，保存， 活用及び研究を行い，その保護を図るととも

に，先人の遺した文化財を大切にする考え方の普及育成に努め，地域の文化の発展lζ寄与す

ることにあります。

当調査研究センターの直面する事業は，京都府内の各地における埋蔵文化財の発掘調査で

あり，昭和56年度は34件の調査を受託しました。ζれらの発掘調査は，いずれも道路建設，

学校建設，宅地造成などの開発事業に伴う事前説，j査であり，調査によって発見された遺跡の

多くは，調査終了後破壊され，消滅する運命にあります。しかし，発掘調査したすべての追

跡が開発事業により破壊されていいはずはあり ません。 一つでも多く の遺跡がその重要性を

理解され，現状のまま保存されることが望ましいのは言うまでもありません。

当調査研究センタ ーでは，遺跡の保存のためあらゆる努力をするとともに，たとえ保存が困

難な迫一跡についても正確な記録を作成し，その活用に努めていく所存であります。乙の「京

都府遺跡調査概報」は，正式の調査報告としてまとめる前に年度ごとに調査結果の概要を報

告するために刊行するものであります。既に刊行している「京都府埋蔵文化財情報」とあわ

せて御活用いただければ幸甚であります。

乙の報告書をまとめるまでの現地調査では，開発事業関係省はもちろんのこと京都府教育

委員会，各市町教育委員会をはじめ関係機関の御協力を受け，さらに，炎天の下，厳寒の中

で熱心に作業l乙従事していただいた多くの方々があります。この報告書を刊行するにあたっ

て，これらの多くの関係者に厚くお礼を申しヒげます。

昭和 57年 3 月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事 長 福 山 敏 男



凡 例

1. 本間に収めた概要は，

l. 国道9号線ノfイパス関係遺跡 2. 篠窯跡群 3.近畿自動車道舞鶴線関係遺跡

4. 豊富谷正陵遺跡 を対象としたものである。

2. 各遺跡の所在地，調査期間，経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。
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3 本間の編集には，調査諜企画資料担当が当った。
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国道9号バイパス関係遺跡、

1. 国道9号ノてイ パ ス関係遺跡

昭和 56年度発掘調査概要

はじめに

国道9号バイパスに伴う発掘調査は，昭和47年8月，建設省京都国道工事事務所より京都

府教育委員会に国道建設予定帯内における遺跡の分布状況の調査が依頼され，その結果，瓜

生野古墳（園部町） ・善願寺遺跡（園部町）・小谷古墳群 （八木町） ・拝回古境詳（亀岡市） ・

小企岐古噴Jff（亀岡市） ・千代川遺跡（亀岡市） ・条里治権（亀岡市） ・篠窯跡群（亀岡市）の

以上8追跡が調査の対象となった。昭和49年 2月， 建設省京都国道工事事務所より「一般国

道9号改築事業の整備計画Jが発表され，京都市右京区大枝沓掛町から京都府船井郡丹波町

須知に至る延長 32kmlζ亘る整備計画が進められることとなり，建設省の委託を受けて京都

附教育委員会が調査主体となって， 昭和50年度より本絡的な調査が実施されることになっ
Utl) C注1)

た。昨年度までに実施された調査は，善願寺遺跡試掘調査，小谷 2号墳発掘調査，作El:l8号・
（注2〕〔lt2) （注3〕

9号・10号墳発掘調査，小金岐古墳群発掘調査，千代川遺跡発掘調査，篠黒岩 ・1Ji1山・小，tylJ・
〔注1.2.3)

芦原窯跡等の発掘調査及び篠町の予定路線内の全域lζ亘る試鋸調査である。また昭和55年度

には，園部町で新たに見つかった曽我谷遺跡の発掘調査も行われた。なお昭和55年度より，

篠窯跡併の位16＇する老 ノ坂峠から曽我部風ノロlζ至る延長約 lOkmの区聞をとl本近路公問が

施行することとなり，この年度より円本道路公団と京都府教育委員会の協議のうえで調査が

進められる乙とになった。

さて，今年度より国道9守バイ パス lと伴う発掘調査を京都府教育委員会より 引き継いで当

調査研究センタ ーが実施する乙ととなり，再三iζ亘る引き継ぎ業務を行ったのち木年度の調

査に入った。

本年度の調査は，昨年度調査に引き続き，弥生式土器片が広範囲に散布し，丹波国府跡の

西南部に推定される亀岡市千代川町北ノ庄に所在する千代川遺跡の発鋸調査である。文化財

保設法第98条第 2項の規定に基づき「埋蔵文化財発掘調査届出書」を昭和56年4月30日付け

で文化庁長官あて提出し，周年5月14日より現地調査を開始した。現地調査は後述する調査

成果を得て，同年7月28日に現地説明会を開催し，7月31日に一時調査を終了 した。また本

年度一貫して実施する予定であった千代川遺跡の発掘調査は，建設省京都国道工事事務所の

事情により急救11条里迫ー構の発掘調査に変更され，「埋蔵文化財発掘調査届出書」を昭和56年

9月 8日付けで文化庁長官あて提出し，周年9月17日から12月10日までと， 昭和］57年 2月 2日
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から 3月27日までの二期に分けて現地調査を行った。発掘調査にあたっては，当調査研究セ

ンター調査員水谷寿克 ・村尾政人 ・引原茂治 ・久保田健士が担当して行った。

調査協力者 京都府教育庁指導部文化財保護課 ・京都府南丹教育局・亀岡市教育委員会・

亀岡市大型プロジェク卜対策室 ・亀岡市青少年センタ ー・ 建設省近畿地方

建設局 ・金下組

調査補助員 岡崎研一 小仲敏之 由良 実 山口文吾 才本好孝

平本 哲 広川徹也 山本喜昭 上畑右一 jrj1 洋介

足立 正 平本浩樹 松元達也 斉藤雅彦 小早川泰立

中沢 勝 河原昭夫 榎 康夫 浦芝久照 沢 裕俊

松村俊成 巾井秀樹 小仲幹夫 田中暢ー

調査整期員 岡崎法子 山本弥生 日下部博美 田宮 ｜佳子 兵頭其千

加藤百合子 末広春美 物部留美子 中野あけみ 斉田英子

酒井信子 吉岡みよ子 石原俊子

調査作業員 中西 宏 八木初治 八木小太郎 八木敏夫 松井喜代治

井上久雄 佐野和夫 田中格一 谷沢種市 中西 力松

真継幸太郎 山田 貞次 八木感ー 岩本蔵一 湯浅隆太郎

柿田秀雄 山内茂市 佐野利器

なお．乙の概報の作成にあたっては，上述の調査補助員 ・調査整理員 ・調査作業員として

だけではなく 調査事務員としても協力をいただいたLjコ西宏氏等の方々のもとに， 「はじめ

に」を水谷が，出土遺物の須店、器の項を引原が，仙の各項を村尾が執筆した。

（水谷五克）
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( 1) 千代川 遺 跡

1. 位置と環境

国道9号パイパス関係遺跡

亀岡盆地は，口丹波地方の最南部lζ位置し，盆地中央を大堰川が南東方向へ流れ，盆地東

端の北西から南東lζ続く 山地と平地の境界には亀岡断層が明瞭に残っている。調査地が位置

する盆地西端部ではこの亀岡断層があまり見られなし、。また，大堰川両岸平野郎には条里制

地割が11る水団地帯，が！Itl~tJ しており ， 水旧の陛筋にはハゼやハンノ キなどのはさ木がみられ，

亀岡盆地特有の景観を呈している。

調査地は，南北約80m，東西約 lOOmの広がりをもち西から東へ向かつて緩やかに傾斜す

る舌状台地上にあり，北京に開ける盆地を一望する乙とができる。

周辺の歴；）：的環境は，もっとも古いもので縄文時代後期の三日市追跡があり，他に小金岐
〈注2)

古lJ'f'lff下j函と墳丘より踏製石斧3点， 拝田 8号墳の墳丘から打製石鍬1点， 石錘 l点， 踏
Ci13) 

製石斧1点が出土している。また今回の調査で縄文式土器片と石器類が数点、出土している。
（注17)

弥生時代の追跡は，現在の亀岡市内に25か所確認されている。そのほとんどが弥生時代後期
（住4)

と考えられ，千代川！HJ周辺の大将軍遺跡 ・湯井遺跡 ・高官遺跡 ・馬ケ崎追跡 ・千代川遺跡 ・

｜羽金岐追跡も弥生H与代後期から古墳時代にかけての追跡である。今回の発掘調査においては

弥生時代後期から古J即時代にかけての住居跡が確認できたが，これに類するものは当地方で
（注5)

は／1在認されておらず，御上人林廃寺第3・4次調査により体生H与代後期の竪穴式住居跡 1棟 ・

古墳H寺代後期の竪穴式住居跡4械が検出されただけである。住居跡以外では， H討利52年度lと

（目4〕

防火水地建設に伴って立合調査を行った馬場ケ｜崎遺跡で体生時代後期の満状追怖が検出され

た。また，9 ~－ノ文イパス南金l岐遺跡発掘調査において， 弥生時代中期の方形周満墓 3基や弥

生時代後期の満から多量の土器が出土している。さら にこの南金l技遺跡の西山に位置する蘇

凶野町雌谷京谷山］良から最近，4年生時代後期の査が1点完形で出土している。出土地点が標

高340mの高所で，約 2.5mの恒石を2個と約 lmの石を数個組んである下位より出土して

いることから，おそらく馬場ケ崎追跡や南金岐遺跡だけでなく ，亀岡貧地を一望した祭紀的

な追跡と考えられる。

古蹟l時代になると，千代川巡跡よりi挑むと ころにある鮮出古境群や，大堰川＊岸平町の千

歳lとある全長80mの前方後円墳である千歳車塚古墳や聖子条古墳，方墳の旭町天神塚古墳 ・

馬路町坊主塚古墳 ・篠町滝ノ花塚古墳 ・王子三ツ塚古墳 ・桝塚古墳 ・浄法寺古出 ・大井町馬

場ケ崎 1・2弓境，湯；I!：の平地にある丸塚 ・西丸塚古境などがある。乙れらの古j員では一辺

約30m，市Jさ 3～ 6mの方墳が2基並んで平地iζ築かれていることが特徴的である。

古墳時代後期になると亀岡盆地の丘陵上に多い所で 100基近くの群集境が築かれる。千代

- 3 -
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第 1図千代川遺跡と周辺の遺跡

川町周辺では八木町の小谷古墳群 ・内山古境群 ・大法寺古墳群 ・上川除l古墳群 ・小金岐古境

J詳・拝田古墳群 ・北ノ庄古墳群などがあり，特に著名なものに拝田 9号墳，10号墳，16号墳

がある。乙れらの古墳は昭和52年度国道9号バイパス関係遺跡発掘調査により次のようなこ

とが明らかになっている。9号墳は石障の施設を持つ横穴式石室の円墳であり， 8号墳と10

号墳に隣接している。 10号墳は径 20mの円墳で割竹形木棺を主体とし，内行花文鋭 ・勾玉・

臼玉 ・ガラス製小玉 ・直万 ・鉄剣 ・万子 ・鉄鉱などが出土している。 16号墳は，当地方では

特殊な石室構造の石棚を持つ千代川町付近唯一の前方後円墳である。今回の調査地lζ最も近

い古墳君tとしては北ノ圧古墳群がある。乙の古境群は調査地の西山麓（250m)！ζ近接してお

り，14基を数える円境である。
（注8) (lt9) 

奈良時代になると河原林間Jにある丹波国分寺や御上人林廃寺 ・篠田J観音芝廃寺 ・曽我部町

寺村与能廃寺 ・千代川町桑寺廃寺がある。また亀岡盆地一帯の平野lζ律令国家の基礎になっ

- 4 -
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第 2図千代 川遺 跡地区図

(lt!Ol （凸l1) 

たと考えられる条里制が及ぼされ， 条型地割に一致する方6UIJの丹波国府推定地がある。対

波国府推定地は他lζ屋賀説（船井郡八木町大字北屋賀），篠説（亀岡市篠町），案察使説（亀

岡市保津｜町案察使），保津説（亀岡市保津町），三宅説（亀岡市三宅町），曽我部説（亀岡市曽

我音lllllJ）， 宇津板説（亀岡市宇津似町）， 国分説（亀岡市国分間）， 千歳説（亀岡市千歳町）

などがある。中でも現在もっとも有力と考えられるのは千代川説と崖賀;¥JI,である。またこの
Cl上12)

奈良 ・平安時代には篠町の丘陵一帯lζ須恵器や瓦などを大量生産した窯跡が多数分布してい

る。口丹波地方は，平安時代以後、平安京lζ接する国として重要な位置を占めていたととか

ら中世 ・近世村落や山城に関しでも注目すべきところである。

5 
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第 3 図 A 4, B-7 ト レンチ断面図

1.耕作土 2.茶褐色土層 3.陪青灰色砂層 4.暗茶灰色砂層 4.暗茶褐色土層

5.黒褐色粘質土層 6.黄褐色粗砂層（地山）

2.調査経過

千代川遺跡の発掘調査は，亀岡市千代川町北ノ庄地区を対象として，昭和56年 5月6日か

ら同年 7月31日まで実施した。今回の調査は昨年度に引き継いで実施した第 2次調査である。

昨年度の調査は国道9号バイパス予定路線内にあたる丹波国府跡推定地西南部のー画で，千

々川が西から東方向に流れ南方向lζ直角に屈折している両側の水田面の調査であった。調査

地が千々川の氾濫原であったため，妙、i深層が多く，遺構の検出はできなかった。 トレンチを

約 2mまで掘削した結果，耕作土 ・茶褐色土 ・灰褐色土 ・黒褐色土層があり，中でも灰色砂

j深層がもっとも厚く堆積していた。出土造物は黒灰色粘質土層内より奈良時代前期の須恵器

片 ・土自Hi器片 ・格子目タタ キを施した平瓦片が出土している他は，古墳時代から鎌倉時代頃

までの造物が出土している。

今回の第 2次調査は，千代川国府推定地外の南側丘陵に位置する水田地帯，より弥生式土器

片や土師器片 ・須恵器片が散布する事から，住居跡等の遺構の確認を主たる目的として総延

長 300m I幅約 70mの道路予定路線内を約 100m2の試掘溝を設け調査を行った。地区割は，

75m四方を大地区としてAからMの 13地区に分け，さらに小地区として 3m四方の方限に

区画し，南西隅の杭を基準に南北を小文字アルファベットで（a～ yの25），東西を数字（道

路予定路線中央が30ライン〉で地区名を付けた。

調査は 1/200地形測量を実施する乙とから開始した。次いで大地区の A・B・D地区に幅

- 6 
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第 5 図千 代 川 遺跡遺 構 実視lj 図（2)

v 

u 

T 

s 

25mの トレ ンチを数本設定し， 掘削にかかった。まずA地区では，南の谷筋から北側へ3本

の トレ ンチ（Ab37～42・Af36～An36・Ae37～Ae46）を設定した。A地区は東方へ緩傾斜す

る平坦面の少ない谷筋であるため，散布する弥生式土器片は摩滅した小破片が多い。また 卜

レンチを 1.2m程掘り下げたと乙ろでは，厚さ約 5cm程度の弥生時代の遺物包含層を検出

したが，遺構は検出されなかった。

B地区については東側に延び出た舌状台地に位置するため頂部の平坦地に十字（Bg25～

Bg41・Bc31～Bn31）と他lζ2本（Bcl38～Bn38, Bm33～Bm41）のトレンチを設定し遺跡

の範囲を確認することから開始した。両側の トレンチ Bg25～Bg36,Bc31～Bn31では平均

3cm掘削したと乙ろで黄褐色土層 （地山）を検出し，すでに遺構は削平されているζ とが

判明した。また東側の（B cl38～Bn38, Bm38～Bm41）の トレンチでは，地山函を切り込ん

だピッ ト群や土旗，黒褐色土層の造物包含腐を検出した。その結果，当該地は縄文時代晩期

8 
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から鎌倉時代lζ及ぶ複合遺跡、であることが判明したので 卜レ ンチを拡張した。平坦部の

Bh38～Bn38地区で奈良・平安時代の溝状遺稿・列石状追構・掴立柱建物跡などと北東の Bs43,

それに伴うと思われる溝状遺構 SD0208・土竣状遺構Bt43地区にて竪穴式住居跡 SB0201,

SK0207，他lζ掘立柱建物跡 SB0205を検出した。また西側の Bo38地区と BI36,Bh38地区

lζ各1基の竪穴式住居跡などと ともに招立柱建物跡 ・構状遺構 ・土i康状遺構を検出した。

以下，各迭ー構について概要を述べる。

4蕎遺3. 

竪穴式住居跡 （SB0201) 

9個の柱穴を数えるが，東辺が 4.4mの方形住居跡で住居内においては，南北辺が4.5m,

まとまりをもつものは確定できなかった。周溝はもたず床面は平坦であり貼床の痕跡も認め

られなかった。残存する壁が深さ15cm～lOcmたらずであるのは地形的に舌状台地の緩や

9 
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S B0206竪 穴式住 居跡 実測図SB 0202, 第 7 図

かな位置にあるため，段状l乙区画された水固により削平されたものと考えられる。

住居内の土層は黒褐色土層の単一層である。住居内からの出土造物は布留式土器が多く須

比較的短い時このことから時期的には古墳時代前 ・中期lζ位置するが，
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聞に使用された住居であると推測した。

思器片を含まない。
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竪穴式位居跡（S B0202) 

調査地北東の標高 130m lと位置し隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の大きさ

は東西 4m，南北 5m, 残存する壁の深さ 40cmを測る。 周溝は北西壁と西南壁に沿って

一部に巡らせてあり，幅約 lOcm，深さ約 5cm を測る。また南東壁では周満がないが北丙

~周溝よりやや深い床面となっている。 住居内の床面は北側で約 lOcm 高い床面となってお

り，いわゆるベッド状遺構である。床面iは厚さ約 6cm を測る黄褐色粘土のJI占床を行ってい

る。住居跡内では柱穴湖、と考えられるピットを18伺検出したが，主柱と考えられる対角線上

lζ4個ある形式的なものは確認できない。また， かまど跡，炉跡は確実なものがないが， 、主

居跡中央lζ2か所と西側よりに lか所，焼土と多量の炭を検出した。

貯政穴は南西壁の住居外lこ1か所あり，径 50cm，深さ 70cm を測る円形を呈するもので

ある。HI土造物は住居跡内から多量の土r:市器を検出した。時期は SB020lより若干古いも

11 
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第 9図 S B0204 竪穴式住居跡実測関

ので庄内期～布団式併行期であると考えられる。

竪穴式住居跡 （SB0203) 

。
φc 
@ 

。
~ 。

S B0202住居跡と 3m の間隔をおいて近接し， 住居跡の主軸を同方向にふる方形の竪穴

式住居跡である。住居跡の大きさは東西5.2m，南北 5m を測り，住居跡内には周溝はなく，

残存する壁は約 30crnを測る。住居跡内の土層は黒褐色土層の単一層であり，住居床面は貼

床の痕跡も認められなかった。柱穴は，等間隔に配置をもたない住居跡と考えられる。住居

跡内のピットは21個検出している。出土造物は古墳時代中期の布留式土器，古墳時代後期の

須恵器である。

竪穴式住居跡（SB0204) 

調査地の南東端に位置し，本遺跡内ではもっとも小型に属する方形の竪穴式住居跡である。

作居跡の大きさは東西 4rn，南北 4.5m，残存する壁の深さが約35crnを測る。

- 12 -
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周溝は壁の下lと沿って巡らされており，l幅約 Scm，深さ lOcm～20cmを測る。住居跡床

面の貼床は平坦な地山上に約 5cmの厚さで黄禍色粘質土を貼っている。柱穴跡と考えられ

るピッ トは住居跡内に14個検出したが，乙れもまた対角線上に4個の柱穴をもつものでなL、。

炉跡は検出されなかったが，北辺の束寄りにカ 7 ドを検出した。カマドは，粘土で構築さ

れており，住居外に煙出しがある。焚口幅は約30cm，奥行約50cmを測る。またカマド付

近では土師器の整片と甑片が多数散乱した状態で検出された。他の出土造物としては住居床

面より多数の土師器片 ・須恵器杯身 ・杯蓋等を検出した。また住居近辺からは滑石製紡錘車

が出土している。 時期は， 出土遺物から古Jj~ll.'f代後期と考えられる。

掘立柱建物跡（SB0205) 

＊調査地では，多数の柱穴状のピット を検出したが，建物としてまとまるものは少なかっ

た。建物としてまとまったのは，（SB0205,SB0207, SB0210, SB0211, SB0212, SB0217) 

の6棟である。その中で SB0205は最も大きく， 3間× 2間で，主軌を南北方向からわず

か西側へふる。柱間距離は約 l.Smであるが，桁行の北側 1間分が約3mとなる。広縁付の

建物であろうか。柱穴はほぼ方形の平面形を，もつものが多く，一辺約50～55cm・深さ約20

～50cm を測る。 なお，北側 2個の柱穴には礎板状の石が底部lζ残存していた。 また柱穴内

から土師器片の出土するものがあった。

竪穴式住居跡（SB0206) 

S B0202より一回り大きなプランをもっ隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。住居湖、

の大きさは東西 6.3m，南北 6.3mで北側と南側lζl幅約 5cm，深さ 4cmの周溝をもつもの

である。 床面は平坦で貼床をもたず，全休的lζわずかであるが東側が低L、。住居内は黒禍色

土屈の単一屈である。 出土遺物は庄内～布留併行期であると考えられるが， S B0202と切

り合い関係にあるため詳細は将来の検討を必要とする。

掘立柱建物跡（SB0207) 

2間×2聞の総柱建物跡と推定される。柱間距離は長いもので約 2m，短いもので約 1.6m 

を測る。北側の柱穴は SD0218のために／削減している様子である。中央の柱穴から土師探

r，・がUl:Iこしている。

制立柱建物跡 （S B0210) 

桁行約6m・梁間約2.4mの規模をもっ，3間×2聞の建物跡と推定される。柱間距離は

一定していない。主！陥は南北方向から若干東側へふる。

倒立柱建物跡（SB0211) 

南北方向から若干北側にふって柱穴が4例党ぶ。東側部分が不明であるが，3間×2問の

- 14 -
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建物跡かと推定される。柱問距離は約 l.8mを測る。 S B0205と軸方向がほぼそろってお

り，同一計画性をもつものと考えられる。

掘：，＇L柱建物跡（S B 0212) 

2間×2聞もしくは 1間×1聞の．ほぼ正方形の平面形をもっ建物跡と推定される。一辺

約3.lmを測る。四隅の柱穴は直径約70～90cmの大きいものとなる。この建物も SB0205 

とほぼ軸方向をそろえている様子であり，同一計画性をもつものと考えられる。倉庫のよう

な建物であろう。

掘立柱建物跡（SB0217) 

3間×2聞の建物跡と推定される。南側 4個の柱穴は東西方向から若干北側へふり気味に

並ぶ。柱間距離は約 l.2mを測る。 3間× 2閣の建物とすれば，乙の桁行の方向線と SB0205 

の妻側の方向線がほぼ平行になり，同一計菌性をもつものと考えられる。なお．村J穴内から

土師器片，須恵器片を出二｜ーするものがあった。

土墳状遺構（SK0206) 

幅l.8m，長さ 3.4m，深さ約 3lcmを測り，地形lと沿う方向で楕円形を呈し，南西方向に

若干続くものである。土擦内は3か所の深部があり，堆積土は黒褐色土層の単一層である。

残存する深さは，3lcmを測るが，かなり削平されているため地山面を切り込んだ深さより

確認できない。出土；；；物は古墳時代前 ・中期の土師器片である。

土墳状遺構（SK0207)

BV 42地区の トレンチに一部を検出している東西 1.4m，南北 1.7m，深さ約 30cmの方

形を呈する土墳である。また方形竪穴式住居跡の一部でもある可能性もあり，今後，北 ・東

方向lζ広がる部分を検出して，全容を明らかにする必要がある。堆積土は黒褐色土層の単一

層である。出土造物は古墳時代前期の土師器片である。

土域状遺構（SK0208) 

RV 40・41地区に位置し，北側の一部がまだ確認されていないが，東西幅 l.7m，南北l隔

3.2m残存，深さ lOcm，南部分の深いところで 36cm を測る不定形の土壊である。表土下

約 30cmで． 黄梅色砂層 Ct也山）を掘り込んでいる部分だけが検出されたもので，上層はか

なり削平されているものと考えられる。土境内は黒褐色土層が堆積しており，上層より古墳

時代前期の土師器類（第20図）が出十．していることから SB0201と同時期に機能を失って

埠．没したものと考えられる。

土t!J.t状遺構（S K0214) 

南北 2.7m，東西 1.4m，深さ 40cmの南北に長い不定形の土壌である。南側が一段深く

- 18 -
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第 14図 SK0208 遺構 実 測凶

55cmを測る。また，北側は SB0205のピッ トにより切られている。lit積上は黒褐色上のi'.ji

－）凶である。出土造物には古墳時代前期の土師器小片がある。

土域状遺構（S K0215) 

市北3.lm，東西40cm，深さ 40cmを測る楕円形状を呈する土抜で， 地形の傾斜に沿う；｝－J

向lζ良く検出した。堆積土は黒褐色土の単一層である。

土城状追燐（S K0216) 

南北 l.lm，東西0.5m，深さ 0.2m を測る橋円形を忌する土~JI(で S K0215と同様で，地

形の傾斜lζi0 う ）J"fflj に jえく検出した。 土~j~の北側はピットによ り 切られている。

土滅状i立構（S K0219) 

Bg39地区lζ位置し，SB0204の貯蔵穴と考え られる径 l.lrn，深さ 0.6m の円形土墳であ

る。表土下0.63mで，黄尚色紗届（地山） を掘り込んで造られており，ピット201・202によ

り切られている。堆積土は黒燭色土の単一層である。造物は，古墳時代の土自rli器片が出土し

ている。

- 19 -
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第 15図 B 地 区 包 含 層出土遺物（1)（石器〉

土域状遺構（SK0220)

Bj 37地区に位置し，径 l.2m，深さ 0.65mを測る円形の土墳である。 また焼土と高杯を

転用したカマ ド跡を検出している ζ とから竪穴式住居跡が Bj37・38地区に考えられ， そ

れに伴う南側の貯蔵穴と推測した。堆積土は黒褐色土の単一層である。遺物は古墳時代と恩

われる土師器小片が出土している。

土城状追構（S K0221) 

Bk 37地区に位置し， SK0220と同様の住居跡に伴う貯蔵穴と考えられる。径 1.4m，深さ

0. 68mを測り，位置的lζ SK0220が住居跡の南側と考えられる乙とから，西側の若干南に

- 20 -



国道9号ノミイノfス関係遺跡、

イ、l表 1 石 器 b百三i 表

番号 種類及び形態 l石 材 出土地区 迫出構土及層び I I I I ｜備考
l現存長幅 厚み重量 ｜

第＼5図 石鎌（平基無茎鍍）
π1π1 町lffi ロlml

0. 6g3 サヌカイト B h45 表 採 17 16.5 2. 5, 

2 // チャート B m38 H古茶褐色土 20. 5 18 3.5 1. 27 

3 庁 （11!1茎Jnt茎鉱） サヌカイト B n37 1 11；｝~褐色土 l 19 16 3.5 0.8 

4 // サヌカイト B j 35 茶褐色土 ！20.5 17 3 0.72 

「" 
// サヌカイト B h45 表採 17.5 20.5 4 1. 1 

6 庁 （凸基有茎鎌） サヌカイ卜 B j 39 l暗茶禍色土 32 13 6 1. 7 

7 不定形掻 t,,'1 サヌカイト B k36 H音茶褐色土 101 I 20 I 188 
第27図踏

;j' I 粘 板 岩 S B0202 I II開色土4 50. 5 41. 5 11. 51 

付設していたものであろう。堆積土は黒褐色土の単一層である。

土域状遺構（S K0222) 

Bn 36地区に位置し，SB0206のl羽酉に付設する貯蔵穴と考えられ，径 0.75m，深さ 0.6m

を測り円形を呈する。堆積土は黒褐色土の単一層で，古墳時代前期の土師器小片が出土した。

土域状遺構（S K0223) 

Bo 34・Bp34地区に位置 し，径0.8m，深さ 0.55m を測る。この土擦も， S K0220・0221

と問機で，住居跡は検出されなかったが，規模から貯蔵穴と考えられる。堆積土は上届が黒

褐色土，下屈が民色粘土である。出土造物は，土師器片が少量合まれていた。

構状追構（S D0209) 

Bg35・Bg36地区から北方向に緩傾斜し，Bo35地区で蛇行し，Bp37地区では直角に

屈折した溝状追構である。 Bh36地区で，若干幅広く l.lm，深さ 0.4111あるが，全体的

にl幅0.4m，深さ 0.2m である。堆積土は暗茶掲色土層で，土flrp器片 ・須恵、器片が少量と土

錘 1点（第19図 2）が出土している。茶褐色土層 ・黄褐色土居を掘り込んだ南西から北京へ

流れる小さな講である。

満状追檎（S D0213) 

Bn, Bp 33 ・34 ・ 35 地I~ ， 東凶 4 条，｜判北 3 条の滋である。 Bo33 地区から東方向の Bo35

地区で直角に屈折し，北方向の Bp35地区へ延びる幅 1111，深さ 0.4111の幅広い講を中心

lζ同様の形体で北側に2条の満がある。 ζの3条の溝は南から北lζ移行し，浅くなっている。

黄褐色砂層（地山）を掘り込んで造られた溝で，堆積土は階灰色土層である。溝内には須恵、

器片 ・土問器片を若干含んでいた。

- 21 
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B地区包合層出土逃物（2)（縄文式土器 ・弥生式土器〉第 16図

i~'f状遺構（S D0218) 

Bp37地区l乙流Bk 33地区からやや弧を摘いて北東方向へ蛇行しながら流れる講である。

Bj 35地区で幅2.8m，深さ 0.35m, れ，SD0209と方向が 一致し合流すると考えられる。

Bi 34・35地区で方形に近い広がりを呈し，B
 

深さ 0.5mを測る。Bj 36地区で幅 1.5m, 

溝底lζ径約0.2mの花商岩を敷いている。黄褐色砂層 （地山）を掘り込んで造られた溝で，

土師器片 ・須恵器片が堆積土は上層が暗茶褐色土，下層が黒褐色土層である。出土遺物は，

少量出土している。

出土遺物4. 

今回の千代川遺跡は， 弥生時代末期の住居跡から平安時代の溝状遺構にいたるまでの複合

遺跡である。 出土遺物は多種多様であるが，大き く3つに分けると次のようになる。第3・

第4包含層出土の古墳時代から鎌倉時代のi毒物，第 5・第6層下位の黄褐色砂層（地山）を切

第 5・第6包含層り込んだ竪穴式住居跡 ・満状遺構 ・土域状遺構 ・列石状遺構出土の造物，
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p~道 9 号バイパス関係遺跡

出土の縄文 ・弥生時代の造物。以下，各遺構別に順次，形態分類し記述した。形態は壷が

AB  Cの3形態，斐が A・AI～Iの10形態，高杯が A～Jの10形態，小型丸底査が A～

Gの 7形態，鉢が A～D の4形態，台付鉢が A～D の4形態とした。

B 地区包含届出土造物（1) （ゐ器） （第15図）

第5・6届内，表採及び弥生式土器 ・縄文式土器片とともに山土した石器類である。石室長

(1）はサヌカイ 卜の薄い剥片の両側を調整した小型石鍬である。（ 2）は暗赤色のチャー卜質

で，全面の両端を細かい剥離で調整している石鉱である。石銀中央は自然面を残し l端の脚

部を欠く 。（3）は両面を粗く剥離し片面に自然面を残す。先端部を欠く 。（4）は（ 3）と同

様で，組く剥離している。（4）は大きく脚部が開く ，えぐりが深いサヌカイト質の石銀であ

る。両面を粗く剥離した肉厚の凹基無茎鉱である。Bh45地区表採である。（6）は，断面が

菱形を呈する肉厚の組く剥離した凸基有茎鉱である。

不定形掻器（ 7）は不定形劇l片刃器のような厚味があり，打面の調整がないまま際面を丁度

輪切りにするように加撃された背面や側面に自然面を残す。 .ffeij片の薄い 2側面を剥離調整し

刃音I~を形成する不定形掻器である。 材質はサヌカイト質である。

B 地区包合層出土造物（2)（縄文式土器 ・弥生式土器） （第16図）

第5・6層より出土した縄文式土器 (1～7）弥生式土器（8）である。

(1～3）は，磨消縄文系の土器で，沈線を幾可学的lζ施し，沈線聞に貝の回転による擬

縄文を施している。 (1）は，太日の出線を波状に施し，片方lζ擬縄文，もう片方は無文とな

っている胴部である。（ 2）は「く」の字状の細目の沈線を施し，沈線下方に擬縄文を施して

いる薄手の胴部である。（ 3）は 2本の平行な細い沈線をほぼ水平に施し，沈線聞に縦縄文を

施すもので，！阿部であろう。

(4・5）は条痕文系土器である。（ 4）は器壁が厚く ，色調が黒褐色を呈 し，細い条痕文

を左から右下の一定方向lζ施している胴部である。（ 5）はほぼ直立した口縁部で，内面上部

に口縁に従って一本の太い沈線が走る。外面はほぼ水平に何条もの条痕文が胞されている。

胎土は石英が多く含まれた組製のもので，色調は，黒色である。

(6・7）は無文系の口縁部である。縄文時代後期から弥生時代前期と考えられる。（6）は

ほぼ直立した口縁端部に突帯をもつものである。突帯には太い刻目を施す。全体的lと器Eきが

厚く ，胎土にはチャート ・金主母等が多く混入されており，密である。（ 7）は若干，／｝日し、た

口縁部lζ鋭い突帯をもっている。突帯のすぐ下には，口縁部lζ従った状態で ヨコナデされて

いる。胎土は石英粒が多く混入された粗製のものである。色調は茶褐色である。（ 8）は類部

に1帯の貼付突帯を施すものである。突帯は，へラ状の刻目を斜めに施している。また突帯
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国道9号バイパス関係遺跡

lとは縦方向のハケ目を施している。畿内第皿様式であろう。

B地区包含届出土遺物（3) （弥生時代以降の土器類） （第17図）

小型丸底壷 小型丸底壷は A～G の7形態に分類した。（ 9）は口縁部が大きく聞き，休

部が球形を呈するD類で，器面調整の細かいへ ラミガキを施す。 (10・11）は短めの広〈聞

いた口縁部をもっ小型丸底土器E類である。 (11）はくびれ部内面に指圧痕を践す。

主主 婆は A・AI～ I類の 10形態に分類した c (12）は口縁部がゆるくくびれて外反する。

内面に横ハケを残す。（13）は口縁部が「く」の字状に外反する。 (14）は全体に厚く，短く

たちあがり外反し，端部は丸くおさめる。（15）は外反する口縁部で端部は若干肥厚し， 中央

を外方へ突出させ， 端部は丸くおさめる。（18・19・22）は外野気味に短く立ち上がる口縁部

をもち，端部内面を肥厚させ丸くおさめる「布留式」聾 Iである。（23）は「く」の宇状の口

縁部をもち，端部を上方へつまみ上げる「庄内式」婆Eである。

壷 壷は3形態lζ分類した。（16・17）は二重口縁で，（16）が 2段目で大きく外反して短く

上方に伸びるものである。(17）は 2段目が，わずかに内傾して垂直に立ち上がるものと考え

られる。布留 1式である。（20・21）は外方へまっすぐ伸びる口縁部で端部はうすくおさめる

壷Aである。

器台 (24）はゆるやかに外反する休部に 3条と下方に 1条の沈線を施している。

高杯 (25～29）は A～Jの10種類に分けられる。A (25）は筒状の柱状部をもつもので，

細かいへラミガキの器面調整を行っている。B (26）は中実の短い柱状部をもち，直線的に

聞く脚部をもっ。外面は丁寧なへラミガキを，内面はハケを施す。 c(27～29）は裾部で大き

く開く脚部をもち，柱部外面へラ ミガキ，内面へラミガキを施し杯部は鉢状を呈する。（28)

は杯部が形態不明である。

把っ手 (30）釜，あるいは甑の把っ子である。断面は楕円形を呈する。

土師鍋 (31）口縁部が外傾し，端部はまっすぐ立ち上がる。基部から，ほぼ真下に体部

はのびる。体部外面は縦ハケ，口縁部内面は不定方向ハケ目，口縁基音［）付近lこ8条の凹線が

走る。1[r世の土師鍋であろう。 （村尾政人）

B地区包含層出土造物（ 4) （須恵器）（第18凶）

包含層からは占墳時代からヰ1世までの須恵器が出土している。そのうちでも，奈良時代末

から平安時代にかけての須恵器には，亀岡市篠窯跡群から出土している須恵器と共通するも

のが多くみうけられる。

・古墳時代の須恵器

杯蓋（32・34）は，丸い天井部をもつものとみられ，仁｜縁端部は丸味を帯びる。外国上半
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第 18図 B 地区包含屑出 土 造物（4)（須恵器）
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部にていねいなへ ラ削りが施される。杯蓋 （33）は，;ILい天井部をもち，口縁は内傾し端部

を丸くおさめる。杯兼（39）は外而 七部にへラ削りがみられ，肩平なつまみが付く。

杯身（35～37）は，立ち上がりが短く内傾するものである。~可杯！日11部（64）は ， 端部を上

下につまみ出す。高杯脚部（66）は浅く細い比線が数条施されている。
Ul'l4) 

これらの須恵掠は，いずれも陶巴編年第E期後半に並行し， 6111:紀末から 7111：紀初頭に比

定されるものであろう。

・奈良U,'J代以降の須恵器

蓋（38）は扇平な宝珠形つまみをもっ。蓋（40）は茶室形の査の蓋とみられ，口縁は内傾

気味l乙直立する。議（41～47）は，口縁端部を折り曲げており，メLくおさめるものと断面が

三角形を呈するものがある。いずれも宝珠形のつまみがついていたものとみられる。以上の

誌は，いずれも篠窯跡群芦原窯出土のものに類似し， 8 j!J：紀末に比定されよう。

杯（49～52）は平底で，8世紀後半頃のものとみられる。杯（55）は張り出した高台をも

ち，篠窯跡1t手団長尾奥 1号窯出土のものに類似する。 8世紀仁11葉に比定される。が（53・54)
（注13〕

は，篠窯跡群西長尾C地区出土のものに類似する。 9世紀巾葉以後に比定される。椀（56)

は，高台底部が回転へラ削りされ，蛇ノ目状l乙沈線がめぐる。篠窯跡群前山 2・3号窯出土

のものに類似し， lO!lt紀後半の年代が与えられよ う。椀（59～61）は，ロクロ目が明瞭に成

るもので，篠実跡群黒岩 l号窯出土のものに類似する。 10世紀後半に位置付けられよう。 境

(57）は，大振りなll占付高台をもち，見込みには市ね焼き痕を残す。境（58）は若干ij次質で

n,1，イ、］－！，五台をもっ。いずれも東海地方系に属するものであろう。

皿（48）は篠窯跡群芦原窯出土のものに類似する。 Jill(63）は，段皿状で高い高台をもっ。

緑勅が剥落したものかもしれない。鉢（68）は口縁部がS字状に府1f8し，端部が肥／＇？ーする。
（注2)

篠窯跡群小柳 1号窯山土のものに類似し， 9刊：紀前半に｛点目イJけられよう。

瓶（65）は高台底部に糸切り痕を残す小型！日である。瓶（70）はロクロ目を明瞭に残して

いる。いずれも篠窯跡群出土のものに類似し， 9-jll:紀代に位置付けられよう。

斐（69）は円縁端部を上下につまみ出している。 8llt紀末頃lζ比定されよう。斐（67）は

瓦質に近いもので，内外而ともにタタ キ目が残る。

B地区包合居出土造物（5) （奈良時代以降の土器類）（第19図71～92)

緑和l境 σ1）は，器胎が須耳、器であり，暗緑色の粕がかかる。内面見込みと立ち上りの境

は明僚に屈曲し司沈線がめぐる。口縁端部は外反する。緑紬肌（72）は{,°o:胎が土師質であり，

淡緑色の刺がかかる。内面にはみがきの痕がみとめられる。高台は貼付の後，へラ 削りして

いる。 緑利l田l(73）は， 器胎が須恵質であり， 二次焼成損度が高すぎたためか， 制調lζむ
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らがある。器形は篠窯跡群前山2・3号窯出t主おものに類似するが，高台底部には蛇ノ白状の

沈線を施さず，ヘラで一文字fC:51し、た窯印とみられる沈線をもっ。10世紀頃に比定されよう。

灰紬皿（74）は，内外面上半部のみに施和1し，見込みには重ね焼き痕を残す。高台内には

「福口jの墨書が残る。

土師皿（75～81）は，口縁部が強く外反し端部を内側へ折り返 して肥厚させているもので

E三三ヨ ① ι三三芳

こ乏三つニ ① 芝ヲ
4 

$8', 
R二入 7,, 
三五ま！？

てミ三玉 ー，／

②~~~ 戸
① ミ三~

91 

Lて → ZJ 
92 

① ~ ①6 5 

。 10cm 

モ三圭二~

＼「重苦／

三子－~薗二：劃＼－ ｜ イ

第 19図 Bt也l天包含層内lごと造物（5)（奈良時代以降の土器類）
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「注19)

ある。これは司平安京跡左京内膳町 SD41A・sE288下層出土のものに類似し司平安京E
（注20〕

期新段階に並行するものとみられ，11世紀後半に比定されよう。土師皿（82）は剥落のため

詳細11は不明であるが，外面lとへラで沈線を引いている。

黒色土器境（84～89）はA類lζ属するもので，内面および外面白縁端部に炭素を吸着させ

ている。外面の調撃は剥落のため不明であるが，内面はていねいにみがきを行っている。内

回口縁端部に沈線をめぐらすものもある。高台は低く ，断面三角形を呈する。黒 色 土 器 椀

(83）は，B類に属する。炭素のl段着が不充分なためか，色調は褐色である。内面はていね

いにみがかれ，外面も一部にみがきがみとめられる。内面口縁端部lと沈線をめぐらす。器胎

は厚手である。

1、L器境（90）は剥落のため調整は不明である。器胎は厚手であるが，特lこ口縁部が肥厚し

ており，いわゆる丹波の瓦器とよばれるものであろ う。内面口縁端部には沈線を施さない。

高台は低く ，断面三角形である。

白磁碗（91・92）は，中国末時代のもので，口縁部は外側lこ折り返され，太い玉縁状を呈す

る。11世紀後半頃に位置付けられよう。 （引原茂治）

土鍾（第19図1～7）は， 断面が球形で棒状を呈 し， 中央l乙径 0.2～0.4 cmの円孔を

穿つ。長さ3.4～4.2cm，径0.8～1.6cm。(1～ 6）は，同一形態であるが，（7）は， 長さ

6. lcm，径 3.0cmで，中央に径 0.4cmの円孔を穿つ。胎土は石英を含み粗い。色調は黄福

色を呈する。竪穴式住居跡 SB0202から出土している。

A地区包含届 ・SB0201・SB0203・SK0208出土遺物（第20図）

(93～95）は，A地区包含層出土遺物である。（93）は手つくね土器で，（95）の小型丸底

Aと同線の胎土と黒褐色の色調である。高杯（94）は杯部と口縁部の接合部lζ段を有する高

杯Eである。

(97・98）は，竪穴式住居跡 SB0201出土i古物である。この住居跡からの出土遺物は極

めて少ないが，住居跡床面lζ張り付いた状態で検出した。壷（98）は口縁部がゆるく外反し

ながら立ち上がる奄Aである。斐（97）は口縁部が内轡気味に，外反し，口縁端部の内側へ

肥厚させた布留式斐 Iである。

(101～104）は竪穴式位居跡 SB0203出土遺物である。聾 (101）は口縁端部を内面lζ肥

厚させた布留式主主 Iである。小型丸底壷（102）は胎土が粗く，黒褐色の色調を呈する底部の

み残存するもので小型丸底壷Bである。斐（103）は短く外上方へ立ち上がる口縁部をもっ査

である。高杯（104）は SB0203の柱穴3から出一仁した高杯である。SB0203と関係のな

い古j責時代以降のものであろ う。
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第 20関 A地区包含屑 ・SB0201・Sno203・5K0208 Iii土造物

(96・99・100）は土域状遺構 SK0208 出土の一括土誌である。小型丸底壷（96）は頚音［~

から上方へ立ち上がり口縁端部を尖がり気味にした二重口縁の小型丸底Aである。小型丸底

定（99）は口頭部が長く立ち上がる小型丸底Fである。而料、（100）は杯部の整形はハケId

を施し，底 ・胸部はへラケズリ を施す高杯Dである。S K0208内より出土した造物は布問

2式lζ併行するものであろう。

須恵器拓影（j:j'J21図）

(105）は須忠；器で内面lζ同心円，外面lこ平行タタ キを施している斐片である。 S B0203 

出土である。 (106・107）はSD0218出土の須恵探墾片である。（106）は外而絡子状，内面

は同心円のタ タキを施している。(107）は頚部で，(106）と同個体であろう。

S B0202・SB0206出土遺物（第22～25図）

蓋 （108～110）は天井部のつまみが平坦である (108° llO) と中央がくぼんでいる (107) 

の二種類ある。弥生式土器であるが，当地方では，庄内期まで続くのであろうか。 3点とも
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(109）は内面端部，外面一部lと煤が付着している。(l11）は畿内第完形品で出土しており，

皿機式の査である。II音茶禍色を呈し，胎土は密である。（112）は休部がほぼまっすぐ立ち上

S B0202上層出土で，住居跡とは関係のない造物と考えられる。がる器壁の厚い斐である。

鉢(l13）はS字状lと屈曲しながら立ち上がる口縁部を有する鉢Aである。（114）も同様の鉢A

口縁部付近の外面lζタタキである。日杯 (115）は底部の端がやや尖がり気味で小さく低い。

I＝！が成っている。（116）はワイングラス形を起する台イ、J-椀である。脱出！れとは四孔を穿って

口縁部外面lζ 竹管文いる。議（117）は休部から口縁にかけて「5」字状に屈曲しており，

を施す盗Cである。 （118）は弥生式土誌の肩｜に付設していたと考えられる環状把手である。

要 (119）は口縁が外反し，端部近くで一度外折し，わずかに立ち上がる聾Aである。聾

ゆるやかに屈曲し，端部はまるくおさめる。底部は突出する(120）は口縁部が頭部より，

分厚い平底である。喪B類である。安（121）は口縁部が 「く」の字に外折し，端部は外反し

ている。体部は球形をなしており，底部は突出する分厚い平底である。者AIである。

要（122）は口縁部外面に鋭い稜が走るもので，Ji,］！凹線文をナデ消している斐C類である。

詑（123）は 「S」字状口縁を呈し，休部にハケ目を胞す京海系の斐D類である。(122・124・

- 31 
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喪（124）は外反する口縁部の端部をやや拡張し，外面lこ稜をもち，上方へつまみ上げてい

る。斐（126・129・130・132• 119）は「く」 の字状に屈Elliして立ち上がり，口縁端部はつま

み上げて尖りぎみにおさめる斐Eである。 整（126）は口縁端部の外面に擬山線文が若干あ

る。斐（127）は整G知で，口縁端部外国lこ2条の凹線文を持つもので，畿内第IV様式以降の

凹線文が盛行する時期のものである。 (128）は斐F類のもので斐（127）と同様，口縁部断

面が三角形状を旦するが口縁部外而！と凹線を持たない。 ，~·~ (129）はをA2で， 在（131）と

同形に近いが，(131）は口縁端部が「く」の字状のまま直線で尖りぎみにおさめるをAであ

る。器壁はlilH、。
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小型丸底査は（A・B・C・D・E・F・G）と 6形態に分類されるが，住居跡 SB 0206か

らは (133）のB類と（134）のC類， (135〕のG類が出ゴしている。（133）は肩球形を呈し，

口縁部が直線的に外上方に聞く。口縁部は若干器壁が厚くなっている。(134）は口縁部が長

く直線的に外上方に聞くものと考えられる。外面に細かいへラミガキを施している。（135)

は丸い器体にゆるやかに屈曲し，口縁部が上方に向いた複合口縁を呈し口縁部外面に童心、擬

凹線文を施している。休部外面は細かいへラミガキを丁寧に施している。

高杯は SB 0206住居跡内の中央上層から（B・C・E・F・G・H.J）の 8形態が出土し

ている。B類は（142・143）の2個体がある。（第17図26）の様な中実の短い柱状部をもち，

直線的に聞く脚部を呈するものであろう。C類は (147・148）で裾部で大きく聞く脚部をも

っと思われる鉢状の杯部である。E煩は杯当J）と口縁音J）の接合部lζ段を有する高杯である。

(F）は口縁部外面に鈍L、擬凹線を施す杯部のみである。（G）は中空円筒の中ふくらみの

柱部を呈する高折、である。（H）も中空の円筒状柱部を呈する高杯であるが，杯の内面底が

厚く平坦になっている。CJ）は裾部で大きく聞き端部外面に主唱し、擬凹線文の後ナデ消して

いる。

鉢は（A・B・C・D）に分類されるが， SB 0206からは C類の（137）と D類の（150・

153）の 3点が出土している。(137）は「S」字状に体部から口縁部にかけて屈曲しており，

口縁端部は外反ぎみに上方に向いている。(150）は内管ぎみの体部に指圧痕がある小さな脚

台が付く全体に薄手のものである。(153）は（150）とほぼ同形を呈するが，若干厚手であ

る。脚部は（150）よりも短心底部に一本の沈線を施している。

壷は B・C類が SB 0206から出土している。B類は（138・139), c類は（151）があるO

B類は二重口縁の者である。（138）は頭部が欠しているため不明であるが，大きく轡l泊し休

部が球形に近い形態をとるものであろう。二次口縁端部はまるくおさめて，一次口縁部がほ

ぼ水平に小さく張り出している。 (139）は頭部，休部は (138）と同様であるが， 二次口縁

端部がつまみ上げる庄内式の特徴を残している。一次口縁部はほぼ水平となり小さく張り出

している。外面に細かいハケ日，内面lζヘラケズリを施す布悶式査である。

C類は小型品の宣言で，器高 lOcm前後のものと考えられる。底部は中央の凹んだ平民であ

る。外面は右上がりのタタキ。内面は左上がりのハケ白を施している。

婆H類の (140）は口縁が一度短く外反し，さらに屈曲して外傾する二重口縁である。屈曲

するところには稜をつくり，口縁端部は若干のはみだす稜をもっ平坦而である。(152・154)

は平底の底部のみであるが，主主と考えられる。（152）は外面がハケ目 (154）は外面が左とが

りのタタキで内面は細かいクモノ巣状のハケ目を施す。
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31~ 口縁端部内面を肥岸；させた主主 I制ばかりである。設は全体的iζ内面がへラケズリで外

出が組｜かい横）j向のハケ』iで.(,ii肉が焼く j求形の体部を呈している。仁l縁部は 「く」の手：状に

外反するが，内野ぎみに仲びるもの（168）がある。口縁端部が巻き込むかんじでIJ巴厚させた

(160・164・165）と端部を小さくさせた（155・156・157・158・159・161・162・163・166・

167・168）がある。中でも肥厚部が平坦面をもっ断面三角形状を斗し尖りぎみに終らせる

(158・162・163・165・166・168）がある。悲 I類の1j1でさ らに分類し，仁l径が 12cm前後

の小型をA類， 15cm前後を B類，16cm以上を C類と分類した。 A類は (159）の口径の

割に口縁高が長く伸びている。他lζ （161・162）がある。（161）は若干厚子で口縁端部はあ

まり肥厚していない。B類は（155・156・158・160・163・164・168）があり，もっとも多い。

C類は（157・165・166・167）がある。

S B 0204 出土迫物（Sf~26凶）

竪穴式住居跡 SB0204からの出土遺物は須恵器の料、身 ・初、蓋 ・査や土r:11i器の斐 ・壷 ・小

型丸底土器 ・甑が出土している。布WI式土器が須恵器の「lI lζ伴出している乙とから古墳時代

中期jから後期にかけての心居跡と考えられる。須，む器の初、身 ・柄、蓋は住居跡北西 ・北京床面

lζ貼りついて検出している。また，（177）はカマ ドの一部に転用されていた。（178）甑はカ

マド付近に散乱した状態で検出した。

須忠器 （料、蓋 ・4ィ、身 ・：d:!:)

杯叢は天jj：音IIがやや丸i床をもち円鋭部はまっすぐ｜係りる。口総端部は）Lし、。ノdi自IIはへラ

削りを施し，その他はヨコナデ調整である。 （171-180）は天井部が他に比べて若干平坦で浅

l 、。 (169・171）は焼成軟である。

杯身（174）は立ち上がりの低いものである。外面へラケスリ ，内面ヨコナデ調整である。

第18図B地区包合j凶山：l・.ii:k物（ 4) （須店、掠〉の（32～37）料、長 ・料、身は SB0204の佐j吾跡

外の包含庖から出土したものであるが，SB0204 R：伴う造物と考えられる。

査 （175）は肩音IIはややはり，頭部はほぼ上方lζ向かう，また肩白ll1ζ4本の沈線と 2段の

きざみμ文様をh!!iしているO 内外Wiヨコナデ調整である。

整（176・177・180・181）の 4点が山上している。（176・177・181）は休部が内管気味lζ

のび頭部で「く 」の手：状に屈折する。内外面ともハヶ LJ＇澗整である O (177・181）は若干しl

縁部が長く ，胸部が張りだしている。 （177）は大型の斐で休部に巻き上げの粘土紐の痕を残

す。(180）は口縁端部内面をJJ巴厚させた斐I剣である。口MY;！，；音llのJJ巴厚は他に比べて厚く大

きい。外面タタ キ，内面へラケズリである。

無聖目、査（179）は体制iからゆるやかに内野しながらまっすぐ立ち上がり口縁部が同形を単す
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第 26図 S B0204 出土造物 実測図
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る。口縁部付近にー孔を穿って

いる。外面ハケ日，内面ナデ調

整，指圧痕を残す。

甑（178）は休部から口縁部に

かけまっすぐにのび，口縁部は

直口して，端部近く でヨコナデ

している。両側面lζ把手をもっ。

外商，内面上半はハケ日，内面

下半はへラ削りである。

小型丸！長老(182）はB類であ

る。 体部は丸く球形を呈するも
4 

ので頚部で 「く」の字状に屈折

3 

している。口縁部は若干内在すぎ

みに外上方に聞く。

S B0202・SB0204付近出土

遺物（第27図）

紡錘単 (l）は SB0204の東南約 2mより出土している。厚手の円錘台形を呈している。

く二〉

＠ 

‘。

0 8cm 
トー~－ T一一「一一「一一一一一一一一一一斗

第 27図 S B0202・0204付近出土造物実測図

紡錘車（1)，ガラス製管玉（2），鉄器（3）， 踏石（4)

滑石製で外面iζ細かいノミ痕，鋸歯文書写を施している。大きさは径3.Scm，厚さ1.5cm，孔

径0.9cmを測る。

管玉 （2）は SB 0206内の中層から出土したガ‘ラス製管玉である。H音青色を呈し小さな

気泡がみられる。全体的に丸く角をもたない断面が長方形である。大きさは長さ 1.9cm，後

0.6cm，孔後0.2cm を測る。

不定形鉄器（3）は細長くゆる く轡曲した欽認で，断面は台形を♀する。峰山した内側lζ

刃部を形成している。大きさは長さ 4.6cm，幅 1.4cm，厚さ0.6cmを測る。

磨石 （4）は SB0202出土である。平面形が楕円形を呈する薄い箆状のものである。似

紋岩を使用 し全面を磨いている。 上縁端部を打ち欠いている。 大きさは長さ 5.lcm，幅4.2cm, 

厚さ1.2cmを測る。 （村尾政人）

5. まとめ

千代川遺跡は2次に亘る調査が終了し，第 1次調査では千々川の氾濫原であることが判明

しただけであったが，第2次調査において多数の遺構 ・遺物を縫認した。

当調査地は，亀岡市の西南部丘陵の東側に延び出た舌状台地lζ位置し，千代川平野をー裂

できる良好な土地であるためか，縄文時代後期から鎌倉時代に及ぶ長期の複合追跡であるこ
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とが判明した。検出した遺構及び遺物は地区や時期によって質 ・量に差はあるが，おおむね

弥生時代末期から鎌倉時代に及ぶ住居跡 ・建物跡 ・土城 ・潜 ・柱穴等である。当地方の明白

を埋める初めての遺構 ・造物であり司長期lζ亘る人間の営みが窺われることから非常に重要

な遺跡である。

以下，追構について時代！阪に述べていく 。

今回の調査では縄文H寺代の遺構は確認できなかったが，縄文H寺代後期 ・晩期 ・弥生時代の

土器が少量出土した。遺跡の立地条件からみて，当時は自然堤防背後の丘陵上に小規模な集

溶が築かれていたと考えられる。また千代川遺跡の周辺には湯井遺跡が近接し，同様の段丘

上にあり，同じ集団による弥生時代から中世にかけての集落が広がっていたと考えられる。

他に弥生時代の遺構としては，千々川より北側微高地に大将軍遺跡がある。これらのことか

ら，千代川遺跡は湯井遺跡を母体とする一集落と考えられる。

今回の調査では竪穴式住居跡を5棟検出しているが，中でももっとも古いものに弥生時代

末期の隅丸方形を呈する SB0202がある。弥生時代末期の住居は，丘陵上や台地上に立地

している場合が多く ，当遺跡も例にもれず類していることが言える。また，SB 0202以外に

は弥生H寺代の遺構を検出していないが，同丘陵上には他に数棟の竪穴式住居があったと考え

られる。その後，SB 0206が古墳時代前期まで続くものと考え られ，他に SB0201・SI3 

0203も同時期から始まる。SB0201は短い時間で生活機能を失ったと考えられ，SK0208 

も同時期で終了していることや，位置的に考えて，SB0201で使用されていた遺物が放楽

されたものと考えられる。SB 0202からは畿内第V様式の「タタキ」を持つものから庄内

期を主体としたー詳が出土し，それに続く SB 0206では布留式裂を主体とした多数の資料

を得た。乙れらの時期に近い丹波地方の出土例は，他lこ｜副部町曽我谷追跡から出上した，庄

内期併行のものがあるだけで数少ない貴重な資料である。 SB 0206に続くものとしてはSB 

0203・SB0204が布情式盛行期から古境時代後期まで続いたと考えられるが，中でも SB 

0204はも っと も遅く ii墳時代末期まで続いたものであろう。

1-L居跡の主｝納は西側へ若干ふるものと， 真北方向に向けるものに分けられるが，前者が古

墳H告代前・中期の{t居跡で，後者が古墳時代後期と考えられる。また後者に属する SB0204 

は，唯一の馬蹄形を呈するカマドを北壁にもつ。古墳時代後期のものと しては他に満 SD 

0218が地形の傾斜に沿って南西から北京へ流れていたものと考えられる。議は3ヱト；を縫認

しており，古噴時代後期lζ属する SD0218以外は奈良 ・平 安 時 代 の小流である。また，

SD02Bは中 ・近世の畑地に伴う 溝と考えられる。奈良 ・平安時代の掘立柱建物跡と考え

られるものが6棟ある。SB0203竪穴式住居が機能を失った後から SD0213が出現するま

での聞に建っていたと思われるものに SB0210がある。また SB0212も同時期と考えられ
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るが，短期間iζ建て直したものであろう。 SB0217・sB0207も同級と考えるが，SD0209・

S D0218があることから次の織な変越が考えられる。SB0203→S B0210→S B0212とな

り，このI時期lζ SD0218が機能を失い SD0209となる。 また Sno212は S B0217→ 

S B0207へと雨に移動する。出土遺物は，掘立柱建物跡の柱穴から土Hr!i器 ・須恵器の小片

が若干出上している。同時期の遺物は包含届内から検出しており，同時代の数少ない日；常生

活を知る t.t重な資料である。また， 乙の期の土器類lζ 凶常生活にあまり関係のない灰~tll ・ 総

和l陶器や愉入依器が合まれているこ とは，寺院 ・官術などや千代川国府推定地と強い関係が

あるものと考えられる。奈良末から平安時代の須忠器l乙は器形 ・製作子法の画一的なものが

多いが，特lζ篠窯と考えられる製品が数多く合まれている。篠窯では，集中生産した製品を

平安京中心lζ供給していたと考えられるが，各地から出上する乙とから，ム｜乙安京以外にも供

給されたのであろう。灰刺陶器（第74図）は東海系（猿投）と忠lわれるが，緑利陶{f.iC第19

図73）などは篠窯であろう。また， 平安期の施糊陶器を模して作った上師器皿や！医~［）がやや

小さ し 薄子の黒色土器も合まれている。黒色処理は，内面と口縁部外面の一部で，内面は

へラ磨きされ黒色の光沢をもっている。黒色土器はやがて1l.器椀に変化していくのであろう。

以上，今回の調査により得られた各時期の成巣は当地方の文化を解明する上に資重な資料

を提供するものと言えよう。 （村尾 政人）

( 2 ) 桑田郡条里制遺構 （南金岐）

1. 位置と環境

亀岡は京都府を二分割する二大河川の由良川，大堰川により切り聞かれたなだらかにつづ

く丹波山地の最南端に位置する。盆地中央を大堰川が雨流し，平野鋸には正陵が長いIHJの泣

蝕作用によりできた河岸段丘を形成している。

今回の調査地は，亀岡盆地のほほrjJ央に位置する棋前 tl3lmの行者山南東の平野郎にjムが

る良好な水田地帯である。亀岡余地内は全域に碁盤目状の方格地割が整然、とjよがる条里制跡

が見られ，調査地である大井町南金岐では半折型が多く認められる。乙のような半折型が認

められるのは，行者山からの緩やかに張り出す丘陵のため， titい地形を利用 したものと考え

られる。また南金岐周辺には弥生時代の馬場ケ崎遺跡， 古境時代の方墳である馬場ケ崎古噴

1・2号墳，古墳時代後期の群集墳である小金l岐古墳群 ・北金岐古墳群 ・鹿谷古墳詳などが

ある。馬場ケ崎遺跡は昭和52年に宅地開発に伴い亀岡市教育委員会の発姻調金が行われた給

会長，弥生時代後期の土器類と幅 1.2m，深さ 0.8mの泌が検出された。構は地形の傾斜に沿

った南北方向のもので，確認されているのは6mであるが，おそ らく近接に予惣される住
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居跡から続くものであろう。また遺跡内lζは，一辺 12m高さ 3mの1号墳と一辺 2lm高さ

3mの2号墳が間隔 140mをおいて並ぶ。その西側丘陵上には約 100基の横穴式石室を有す

る小金｜岐古境群がある。H百和45年に国道9号バイパスに伴う分布調査が行われ，昭和51年度

lζ発担調査が実施されている。行者山周辺には鹿谷古墳群 ・北金l技古墳群などがあり，特に

注目すべきものに小金｜妓76・77号墳や鹿谷古墳など石棚を有するものがある。また小金岐古

墳の墳丘から縄文時代に属する磨製石斧が3点出土している。行者山の最南端（太田）には

千ケ畑城，犬削川の北側には野寺民寺などもある。

2. 調査結果

桑田郡条里制（南金l岐地区）の謝金は昭和56年9月17日から同年12月10日まで現地調査を

行った。調査地は東西南北方向に条里制区画の道路や』出l半・溝などが整然と並ぶ水田地；出で

第 28図南金岐遺跡調査位置図
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貨当 29図 南金 l岐遺跡地区図
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あるが，南金岐地区の北限では

行者山より延びた丘陵l乙若干向

い畑地がある。区間iされた U!IJ

間（約109m）単位の水田が4枚

あり，各 1町に小手：名が付しで

ある。北から小字又ケ「LI・llJJ田・

重Yi・丁田とあり，その 1~IJ 内

には地形に沿った水路がノ主って

いる。亀岡盆地大井川右岸の条

虫制については竹岡林氏の研

究があり，「，， ・近世の文献や地

籍図によって条現地名，条理制

の復元，主HJ方法などが行われ

ている。

条里制lζ関連すると考えられ

る小字名は町田 ・丁旧である。

町田 ・丁田は千代川町大字湯引

の30坪にあたる所が丁の坪で

あることが知られていることか

ら， lllJ 山 ・ 1 旧も丁のl•jとから変

化した可能性が高L、。また丁旧

には lの坪 ・2の呼 ・五反田が

ある。

今回の読rnは，今までの地籍

図，文献や測量等による調査と

迩い，現在も耕作されている水

山であったため困難を版めたが，

発制調査に入ることとなった。

まず，調査地区害rjを千代川j邑跡

と同級に75m凹方の大地区を設

定することからはじめた。75m
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四方の大地区は道路予定中心部を基準に北からA～Glと割付け，さらに小地区として 3m四

方の方限に区画した。また小地区は南西隅の杭を基準に南北を小文字アルファベッ トで（a

～yの25），東西を数字（道路予定路線中央が30ライン）で地区名を付けた。

調査はAからH地区にいたる21ラインと38ライ ンの 3mrp肩ト レンチを，灰備色土（第2層）

まで重機により掘削した。その結果，Bx21地区で幅 2m深さ l.7mの地山面を切り込んだ

d/f. S D0101, Ba～Bc121地区で溝 SD0102・sD0103・sD0104・SD0105・SD0106, 

c r～Bf21地区で方形周溝墓3基，Bv21地区で諮 SD0107を検出した。とれらの 21ラ

インの 卜レンチでは弥生時代から中世に及ぶ講を検出したが，38ラインの 卜レンチでは地形

が低湿地であったためか，遺構は検出しなかった。また現在の地表面に残っている畦畔，j品

山道などの条里制地害rJlOか所（A～Jトレンチ） の断ち害rjりを表土下約 1～2mまで行った。

しかし，現在の畦目、ιfふ農道の下位からは古代 ・中世の遺構は検出されなかった。

3. 検 出 遺 構

今回の調査で検出したill構は，弥生時代後期の構 SDOlOl，弥生時代巾期から圧内j閉ま

での構 SD0102・SD0103・SD0104・SD0105，弥生時代中期の方形周溝墓3基であり，

中でも最も多量の弥生式土器が出土した溝 SD0103・SD0104は注目すべきものである。

以下，各区の層位と主な検出遺構について簡単に説明する。

弥生時代中 ・後期の遺構

S DOlOlはBx 21 地区からBw38地区の丘陵が西から束へ傾斜する方向に掘られた泌状

追構である。By24地区では大きく蛇行しており，満幅 2m，深さ l.7mを測る。Bx 21 

地区では， 黄禍色粘土（地山）をU字状に切り込んでいるが， B y24地区やそれより東側

ではV字状lζ切り込まれた満lζ泉禍色粘土層 ・茶＃；.＼色粘土居 ・黄禍色砂層が堆積している。

また大きく蛇行しているところから，講は人為的なものではなく，自然、の流路と考えがちで

あるが，構内lζは少なくとも 3次にわたる造り替えがあったことが構内の堆積層から嵐うと

とができる。溝は Bw38地区で浅く小さな白然流のようになっていた。乙れらのととから

機は検出した 長さだけで55mを測り，j誌の規模から 測定して，標高 llOm付近にあると与

えられる札居跡から流れるものであろ う。構内からの1-H－／二造物は弥生時代後J~Jの聾片が10数

片山土している。

S D0102はBd 21地区で SD0103・sDOl04 Iζ合流していたl隔0.4m，深さ 0.2mを

測る小流で，地形の傾斜に沿って西から東方向へ流れていたと考えられる。また，乙の潟は

S D0103 Iζ流れていたものが短期間で機能を失ったものであろう。 前の断面はU字形を呈

し，茶褐色土居lと侃り下げている。 構内にはH音茶褐色十円 ・県松j色土屈が堆積していた。ま

出 －
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第 30図 A・B・C ト レン チ 断面図

1.耕作土 2.表土 3道路 4.1渚灰色土 5.灰樋色土 6.淡灰褐色土 7.fl音灰制色土 8.茶灰色土

9.暗茶灰色土 10.茶褐色土 11.淡茶掲色土 12.階茶褐色土 13.黄灰色土 14.黄褐色土 15.淡黄

褐色土 16.青灰色土 17.明青灰色土 18.暗青灰色土 19.黒色士 20.黒偶色土 21.黒ボク

22.シノレト 23.黄偶色砂層 24.明黄褐色砂屑 25.暗黄褐色砂層 26.灰褐色砂層 27 . ~柄色

砂層 28.茶灰色砂j脅 29.茶褐色砂質土 30.灰褐色砂質土 31.黄褐色砂質土 32.黒褐色砂質土

33.階茶褐色粘質土 34.黄褐色レキまじり 35. fl音黄栂色レキまじり 36.地山 37.暗渠 38.コン

クリー ト
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第 31図 J・H・F・E ト レンチ断面図

1.耕作土 2.表土 3.道路 4.暗灰色土 5.灰褐色二l二 6.淡灰褐色土 7.暗灰褐色土 8.茶灰色土

9.暗茶灰色土 10.茶褐色土 11.淡茶褐色土 12.H音茶褐色土 13.黄灰色土 14.黄禍色土 15.淡黄

褐色土 16.青灰色土 17.明青灰色土 18.陪青灰色土 19.黒色土 20.黒褐色土 21.黒ボク

22.シルト 23.黄褐色砂層 24.明黄縄色砂層 25.暗黄褐色砂層 26.灰柄色砂層 27.茶福色

砂層 28.茶灰色砂層 29.茶禍色砂質土 30.灰褐色砂質土 31.黄褐色砂質土 32.黒褐色砂質土

33.11音茶偶色粘質七 34.黄福色レキまじり 35.暗黄褐色レキまじり 36.地山 37.11音渠 38.コン

クリ ー 卜
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m 32図 G・I・D 卜レ ンチ断面図

1.耕作土 2.表土 3.道路 4.暗灰色土 5.灰褐色土 6.淡灰褐色土 7.n音灰褐色土 8茶灰色土
9.11音茶灰色土 10.茶褐色土 11.淡茶禍色土 12.階茶褐色土 13.黄灰色土 14.黄褐色土 15.淡黄
褐色土 16.青灰色土 17.明青灰色土 18.暗青灰色土 19.黒色土 20.黒褐色土 21.黒ボク
22.シノレト 23.黄褐色砂屑 24.明黄褐色砂層 25.11音：黄褐色砂層 26.灰褐色砂層 27.茶褐色

砂居 28.茶灰色砂層 29.茶褐色砂質土 30.灰褐色砂質土 31.黄偶色砂質土 32.黒褐色砂質土
33. i倍茶禍色粘質土 34.黄褐色レキまじり 35.暗黄禍色レキまじり 36.地山 37.11背渠 38.コン

クリ ー ト

47 



京都府遺跡調査概報第1冊

た，乙の滋はほぼ直線的lζ東西方向に走っている。構内からの出土遺物には，弥生時代後期

の土器片が少量あった。

S D0103はBg 21～B d 25地区を東西方向にほぼ直線で走り，SD0104と交差し， 若干

北側へ轡曲して Bd 26地区で広く，浅くなって絶える。 潜の 規 模 は Bg 21地区で，i隔

3.5m 深さ 1m, B d 25地区ではl隔5m，深さ 0.4mを測る。満 は東に延び Bd 26地区

で絶えるが，西端は SDOlOlと同様，標高 llOm付近の集落跡が予怨される地点からほぼ

直線で続くものと考えられる。検出した全長は約15mである。SD0102の小流と一時期で

あるが合流して陪茶褐色土層 ・時茶褐色砂層が南北方向に堆積し絶えた後に黒褐色土居が＊

西lと堆積している。また SD0103は SD0104とはほぼ直角に交差し同時期lと黒縞色士屈

が堆積して絶えたと考えられる。構の断面はU字形を呈し，満内lζは黒色粘土！霞・泉純色二｜：庖・

暗茶褐色土層 ・H音茶色砂層 ・茶棺J色砂層など各種の粘ゴと砂層が交互に堆積をしている。ま

た溝内からは，弥生時代後期から末期にかけての多量の，自然流木 ・植物が包まれており，

i善が交差する上層及び溝肩から弥生時代末期の完形に近い土探類が出土している乙とから，

比較的に短い時間の中で堆積し，機能を失って政棄されたものであろう。

S D0104はBb 21～B i 25地区を南北方向iζ直線状に走り，SD0103と交差する。溝の

規棋は地形の傾斜がない南北方向に直線に走り回ほぼ幅1.3m深さ0.5mを測る。またBh 

24地区でl隔1.2m，深さ 0.3m を測る。満の全長は検出 しているとζろで23mを測るが，ほ

ぼ直線で市北lζ続き．若干，北側で浅くなっていく傾向がある。またSD0103と交差して同

時期に埋没したと考えられるが，潟北限では，黒褐色土の単一層であることから北限は最後

の短期間に埋没したものと考えられる。溝の断面はU字形を込 し，南側溝内では足柄色土 ・

黒色十 ・H音茶例色二L・茶褐色砂質 ・黄褐色砂層が交互に堆積をしている。出オ遺物は．SD 

0103とは比較にならないほど少量で，自然流木等も含まない。しかし，SD0103と交差する

付近の特に西肩 ・東肩からは弥生時代末期の完形に近い土器を検出 している。これらのこと

から SDOl03が主流であったことが窺われる。

S D0105はCy 21～B a 21地区を東西方向に走る溝で， 規枚は SD010'1と追って小さ

いが，それに直角に合流すると思われる。満幅0.5m，深さ 0.2m を測り講の断面は U'f：形

を呈する。また，溝内は SDOlO!Jの北限と同様で，黒偶色ニトーの単一層である。溝の全長は

検出している部分で 3mを測るが，丘陵上へ直線状に続く ものであろう。また，東方向は

浅くなっているところからあとわずかで絶えると考えられる。出土遺物には，弥生式土足j十

が少量あった。乙の滑についても短期間で埋没したことが窺われる。
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1号方形周溝墓（SD0106) L= 
100.600m一一

Cjkl21～Cjkl 25地区で，南北方 c勿~~微妙物物物静物c

向に沿った方形周溝墓を検出し

た。南北lζ若手長い長方形を呈し3

規模は，南北隔6.4m，東西l幅5.5

mを6¥IJる。北辺満幅 1.5～2m, 

深さ 0.4m，東辺溝幅 1～2Ill, 

深さ 0.32rn，南辺溝幅 1～1.5m, 

深さ 0.25m，西辺溝幅0.8～1.7 

m，深さ0.22m を測るV字形を

呈しており，南西角に陸橋部を形

成している。 また，満内は，黒褐

色土層が堆積する単一層である。

西辺j誌の南側一部が，後世の削平

によって特lζ浅く なっている。北

辺溝の北西角，’北東角がやや突出

気味である。東辺満の南側が一部

外側へ広くなっているのは，i溝が

現存する段階で崩れたものと考え

られる。方形周溝墓上層からは，

弥生時代後期の土器片 ・中世の土

師器片 ・瓦器片が出土 しており，

古代から中世にかなり削平された

と考えられるため主体部は確認で

きなかった。また，北側で東西方

向の満SD0114 (C，東辺の南側で

南北方向の溝SD0112に，西辺北

側で東西方向の溝 SD0111 iζよ

り切られている。いずれも中世の

溝と考えられる。西辺の構北側lと

平行に南北へ走る満 S00109が

ト マ ( , T一一一工一一ー一一一ヱ

50010~／ 

。 5m 

第 34 ~ミ！ 万形周 i品本
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ある。これは，他の S00111・S00112・s00113と同方向へ走り構内の堆積土 ・出土造

物から 1j1世の泌でなく ，方形周泌込lζ｜刻係のある泌と考えられる。出土冶物は，」七辺溝の1!.!d

側，「｜」火の満底より畿内第凹様式の整片 ・査片が少量，東側Lp央溝底部からほぼ完形lζ近い

畿内第四様式の高杯（第35図 8）が出土した。北辺溝より出土した土器類は散乱状態で出土

しているが，東辺満底の高杯は張り付いた状態で出j」 している。 また， ，：~：j杯については小片

が多く，破れ口が抜雑である乙とから一故意lζ1放ったのではないかと考えられる。

2号方jf:周1持基 cs00107) 

ch 21・22～Cj 21・22地区で 1号 ・3号方形周溝墓の中聞に位置し， 北軸に沿っている。

規模は南北幅4.7m，東西幅4.5mを測り，ほぼ正方形を呈すると考えられる。 東西幅は西

:iQが{ij(i;l必できなかったが，l号方形周溝基の西辺， 陸続音J）を参考とし，ほほ平行と考えた。

南-illi持は 3 号北辺泌が東~l仁とり 2号方形周溝墓と区画し共有している。点辺溌は，幅0.7m, 

深さ0.37mを測り，北東角に｜法橋音J）を有する。満内は， 黒褐色土層の単一層で，断面はV字

形をよ止する。出土辿物は，東辺の構内から弥生式土器片が若干出土している。

3~方形j有機基（s 00108) 

c c 21・22～Cg 21・22地区で， 1 サ ・2号去の南端lこ位置し同線の北軸に沿っている。

規模は，西側半分が不明であるが，南北幅6.4mを出tlる。おそらく ，J:Rr']5. 5m で1号墓と

同形の南北lζ若干長い長方形を話するものであろう。北辺満幅0.8～1.2m，深さ 0.4m，東

j」」泌師0.6～0.9m，深さ 0.2m, 1>/j辺泌幅0.6～0.8rn，深さ 0.23mを測る。潟断面は V字

形を羊しており，北米角から 2サ去の来辺海へ張り出し共省する ものと， もうーノUの北東方

向へ杭いていく潜に分かれている。また，j湾内は黒偶色土の単一層である。方形周溝主主l下I央

は，iNts D0115により切られている。おそらく中世の大きく削平された同時期のものであ

ろう。出土造物は，北辺講 ・京辺tllt・南辺機内より弥生式土器片が若干出土している。

奈良時代～鎌倉H寺代の辿構

f品 SDOllO 

Cx ・ y 21地区 ・B巴22・23・21¥・25～Bh22・23・24・25地区拡張 ｜レンチのJ再編色土居l白ー

で検山された1待状追桃である。現在伐っている条型地主rjのllllJ聞に合う畦筋に平行している。

｜半J北方向にほぼ直線で走り， 現在の畦筋より西側へ約 lmずれた状態で検出されたのは，

おそらく現在の位が西側から掘り出した丘陵により低地の東側へ平行移動したと考えられる。

位邑 ・方向など共lこ条盟制の満と一致するものである。規模は，j持幅約0.2 m，深さ O.lm 

を測るもので，4条からs；長を検出した。構は断面がU字形を呈し，l倍茶褐色土の堆積土で

瓦器片 ・土（：市探片を若干合んでいる。
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国道9号ノミイパス関係遺跡

4. 出 土 遺 物

出土造物は滅状.!HtiVtS D0103・SD0104から出土した弥生H寺代中期後半から後期にかけ

てのものがもっとも多く，今回の調査による出土遺物の大半をしめている。（第35図 1～7・

9～13）その量はコンテナ箱にして約 250箱を数えた。構内からは土器の他lζ石器（石包T2

点 ・石食lj1点 ・磨製石斧1点）や種子 ・植物体 ・自然流木等が多数出土した。他の構内から

は少量の土器が出土しており，そのほとんどの泌が弥生時代を中心とするもので，条里制に

伴う満 ・畦等の遺構 ・造物は確認されなかった。潜状遺構の他K方形周溝墓からの出土遺物

がある。方形周溝墓は1・2・3号墓が検出されているが，主体部は確認されなかった。遺物

は方形周滋墓上層の包合層と周溝内から出土している。包含局内からは必生時代中期の方形

周溝墓lζ伴う造物と，弥生時代中期以降の奈良 ・平安時代の遺物を含んでいる。周溝からは

l号墓北辺と東辺の周溝底から高杯（第35図8）と聾が一括投棄された状態で検出された。

他のほとんどの周構内からは若干の弥生式土器片が出土した。

出土遺物については，現在整理段階にあるため次年度に譲り改めて報告することとしたい。

5. ま と め

今回，第 1次条里制跡の発掘調査を実施したが， 現地表で整然と残っている条単地割と違

い，条里制jg構の確実なものは検出できなかった。 しかし，条里制以前の弥生時代中期から

後期にかけての満状迭椛 ・方形周溝墓や多量の遺物を検出する乙とができたのは，空白の多

い当地力－の文化を知る上で民亘；な資料を捉供したと言える。

当造跡は弥生時代前期lの造物包含届があるととから，乙の地域周辺に前期1からの集洛が考

えられ，弥生時代巾期の方形周溝墓3基や溝状遺構などを検出しているととから西側丘陵に

はこれらと非；常に強い関係の集落が広範囲に発展している乙とが推定される。また，乙の集

落は体生時代，, , J引から後j切にかけてさ らに発展して，約 lkm北にある弥生H寺代後期jの馬場
（円 4)

ケ崎追跡と一有？となっていると考えられる。亀岡盆地内lこは弥生時代後期jl乙多数の追跡があ

り，その分布も盆地内の標高約 lOOm の微高地や段丘 ・丘陵上lこはかならずと言えるほど遺

跡の分布が考えられる。当追跡は盆地凶側丘陵上の南側に位置し乙れより南｛J[IJはメ；：飼川が＊

流している乙とから川までの間には弥生時代後期の追跡は考えられないが，北側は小金岐古

墳群下！凶遺跡、や馬場ケ1/J奇遺跡 ・湯井遺跡 ・千代川遺跡と連面と続いている。古境時代になる

と弥生時代後期lζ発展していた割には前期古墳が今のところ確認されていない。しかし，古

墳時代後期には約 100基を数える I主境問が小金岐山麓に出現する。当遺跡の西側にも北金l技

古墳群があり，乙の行者山周辺ー符には多数の古墳群が記長集する。弥生時代後期から古峻時

代後期にいたる発展の実相は，なお将来の課題であるが，当遺跡が成立した時期の各地に点
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在する遺跡との関連性や前期古墳との対比， 集落の実体について非’活lこ興味深い。

（村尾政人）

（注 1）樋口隆久 『御上人林廃寺第5次発掘調査報告』亀岡市教育委員会 1980 

（注2）安藤信策「国道 9号パイパス関係遺跡昭和53年度発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査機報』

(1979）京都府教育委員会）1979 

（注 3）堤圭三郎 ・安藤信策 ・吉；J<真彦 ・樋口隆久 「国道9号ノミイパス関係遺跡発掘調査概要」（『埋

j蔵文化財発掘調査概報 （1977）』京都府教育委員会）1977 

（注4）吉水真彦 『馬場ケ崎遺跡発掘調査報告』亀岡市教育委員会 1978 

（注5）樋口隆久 『御上人林廃寺第3次発招調査報告』亀岡市教育委員会 1978 樋口隆久 I御上人

林廃寺第4次発掘調査報告」亀岡市教育委員会 1979 

（注 6）安藤信策 ・吉水真彦 ・樋口隆久「国道 9号ノ〈イパス関係遺跡発痴制査概要」（『埋j議文化財発

掘調査概報 （1978）』京都府教育委員会）1978 

（注7) 『亀岡市史」上巻 1960 

（注 8）八木茂美「丹波国分寺」 『国分寺の研究』1938 安井良三 ・江谷寛 『御上人林廃寺発掘調査

報告』亀岡市教育委員会 1973・1977）樋口隆久 『御上人林廃寺第 3～5発掘調査報告』亀

岡市教育委員会 1978・1979・1980

（注9）角田文衛 「丹波国分尼寺」 『考古学論叢』1938

（注10）『亀岡市史』上巻 1960竹岡 林 「大井川右岸地域に於ける条皇制一京都府亀岡盆地 」『亀

岡高校研究紀要』 3集 1954 

（注11）木下 良『丹波国府祉』1966

（注12）魚澄惣五郎「丹波国沿革」『南桑田郡志』1924 （注8.9 1乙同 じ）

（注13）安藤信策 「国道9号バイパス関係遺跡発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報（1979）京

都府教育委員会）1979 

（注14）中村 浩『陶邑E』大阪府教育委員会 1977

（注15）安藤信策ほか「国道 9号バイパス関係遺跡昭和55年度発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査

概報 （1981-2）」 京都府教育委員会）1981 

（注16）安藤信策「国道 9号ノミイパス関係遺跡昭和53年度発銅調査概要」（『思蔵文化財発掘調査概報

(1979）』京都府教育委員会） 1979 

（注17）村尾政人ほか 「国道9号バイパス関係、遺跡昭和55年度発担制査概要」（『埋蔵文化財発掘調査

概要（1981-2〕」京都府教育委員会）1981 

（注18）安藤信策ほか 「国道9号ノミイパス関係遺跡附和52年度発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査

概報 （1978）』京都府教育委員会）1978 

（注19）奥村清一郎ほか「平安京跡（左京内膳町） 昭和54年度発抑制査概要」（『埋版文化財発掘調企

概報 (1980-3）」京都府教育委員会）1980 

（注20）泉 妬良 ・｜利回保良ほか 『京都大学埋蔵文化財調企報告E一白河北殿北辺の調査一』京都大

学埋蔵文化財研究センター 1981 
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器形 ｜番号 ！法量 ！ 形態の特徴 ｜ 手法の特徴 ｜出土地区
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器形 l 番 号 lj去量
(cm) 

形態の特徴 手 法 の 特 徴 ｜山土地区
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蓋第18図
39 

38よりも扇平なつまみを貼り 内而はヨコナデ調整。外而は， B K37 
付けた葉である。天井部は平 ヘラ削り後ヨコナテ、調整。
らである。

蓋 第18図 ｜口径11.0 口縁部が真一FIC向かう蓋であ ｜内外面ともヨコナデ調整。
40 I る。口縁端部は丸い。 ｜ 

B 039 

主主 第18図 口径13.8 口縁部から天井部にかけて 内外出ともヨコナデ調整。 B N36 
43 「S」字形に屈曲する蓋である。

u縁端部は丸心天井部は平 ｜
出である。口縁端部の断面が ｜
三角形のものと，丸いものが
ある。

l 「l縁部から天井部にかけて
蓋 第百図 I l径 9.5 「S」字形同画する蓋であ ｜内外面ともヨコナデ調務。 B D37 

l る。小型である。 ! 
l口縁部から天井部にかけて

主 第；j凶口 径12.6! ls J字形叫J¥曲する蓋であ 内外国ともヨコナデ調整o B K36 

! 仁｜縁部から天井部にかけて
蓋 ｜第；：凶 μ径13.9 ls」字形四面する蓋であ ｜内外面ともヨコナデ調犯。 I B H39 

！口縁部から天井部にかけて
蓋 第；：図口径16.4 .ls」字形叩曲する蓋であ ｜内外面ともヨコナデ調整。 B M36 

口縁部から天井部にかけて
蓋 第；：図 l口径15.2 .l s」字形同面する蓋であ ｜内外面ともヨコナデ調整。 B K36 

蓋 I ~~~図口径山盟~~~下山く川内外面ともヨコナデ調整。 !B附

皿 第18図 ｜口径11.7 平らな底部から短く外上方に ｜内外面ともヨコナデ調整。 B 038 
48 12'.『百 1.1！のびる口縁部を有す。口縁端

｜曲〔 ｜部は平坦である。
l底部径

8.1 
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｜器形 ｜務号 ｜法琵 ！ 形態の特徴 ｜ 手法の特徴 ｜出土地区
I I ' ~cm ) ' I 

｜ 杯 ｜第18図｜口径12.l；平らな底部から外上方に立ち｜切り縦しは，ヘラ切りである。IB N38 
I 49 1器高 3.6；上がる休部をもっ。口縁端部 iその他は，ヨコナデ調整。 I 

は尖っている。
底部径

8.4 

杯 第認図 ！ 口径15 . l i 君主rt~~！認定員it~J ~~］件詰控ごラ切りである。~ B問
杯 ｜ 第！？図 （ 口径川君主rt~~士会説話料開地ごラ切りである。！ B I 39 

;i; l第語図 ｜山 1 ：~rt~聖士会指~t~o: ·~~型地ごラ切りである。l B似

杯 i第18図 口径13.21平らな底部に外上方に直立す｜ 切り離しはへラ切りで，その ！B K36 
53 器高 4.21る口縁部を有す。高台の断面 ｜他はヨコナデ調整である。口 ｜

｜は台形で， 高台径は，底苦il径 ！縁端音ilは丸くおさめている。 I 

高台径 とほぼ同じものと若干高台径 ；
9.31の方が小さいものがある。 ｜ 

高台高 ｜ 
0. 5 I 

杯 ！ 会長品交三票臣討議寄託町山山部I~O)｛~ I B-;3;-

杯 ！ 第；：吋部i~.1 1 ~f~~~~~lk~i繍 i間判長持~：の他 ； B附
椀 第18図｜底部径 （底音llが平らで，そのまま休部 1切り離しは糸切りで休部内外 BM36 

56 I 6.01につながり，高台は，平底で l面と底部内面は，ヨコナデ調
｜高台高 l蛇／目lζ凹線がi笠る。 ！整である。

I o. 61 

椀 第18図 IJ底部径 平らな底部川面｜が三角形の｜ 糸切り後高台を貼り付けてい BH39 
57 I 7. 4 高台を有したものである。恭｜る。内面はナデ調整である。

｜高台高 Eまはひじように厚い。 ｜重ね焼きの痕がある。

0.7 

椀 第18図｜！底部係 平らな底部からわずかに内管 ｜切り離しは糸切りで，休部内 I B I 37 
58 i 8. 21しながら休部に至る。高台端｜ 外川及び底部内市はヨコナデ ｜

荷台高 部は丸く低し、。 ｜制整である。
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｜出土地区
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整。 ；

底部径 小型の高村、の脚て、ある。脚音ilI内外而ともヨコナデ調雑。
9.5 は「ハ」の字状に開き，脚端部 1

は，下方につまみ出している。｜

第18図 ｜底部径 I 底部から休部にかけて内轡し
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同口τ6＇ 下方に向いている。

第18凶
64 

杯

井正

口
lnJ 
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1均台1同
0.91 

ごLfjijjJUl I第19図 ｜口係10.71口縁部を強く外反させ端部を ｜外面立ち上がりと口縁部の境 B N39 
75 1内側lζ折り返し肥厚させる。 ！をへラで削った後，ナデ調整。

｜器胎は厚手。 ｜内雨はナデ調整。

i第19図 （ ｜口縁部を強く外反させ端部を ｜外市立ち上がりと口縁部の境
土師皿 ！ 76 l口径 9.61~字7折り返し肥厚させる。 ｜をへフ自I］り，後ナデ調殺。 B N38 

土 日｜ 勾 図 ｜中叩器投手？せて抑制ドli~更すit＃~＇~品店叫襲。i B N38 

土師皿第j：図 IIコ径10 . 4 ；拙協~~~~y川益軒李総同をヘラ削り I B問
l 第19図｜ l口縁部を外反させ端部を内1JlllI外国上部と口縁部をヘラ削り ｜

土師肌 79 1口径10.1 附 り返し岬させる。 ｜他をナデ調整ο : B N38 

土岡匂図 （山慨す群子吋部州Jlljl ~幹事鋭的い門1］り l B問

土師皿ザ｜ ｜口径 9哨胞子させ端部を内川田す活用語主部をへ ！B問

土師皿 第19図｜口径 8.91底音防〉らロ縁部まで直立する。｜内外面ともナデ調整。 外商体 S B 0201 
sz I 1口縁端部は丸くおさめている。｜部lζへラによる横方向と縦方 l

i i ｜探壁は厚い。 ｜向lζ文織を施す。

黒色土 第19凶 ！ u筏 9. 3 厚手，内面口縁部lζ沈r~；：を施 l 内閣および外面の一部lζてい I B K38 
糊 i 83 I す。 ねい

面ともlζ炭素l汲着。

庁 !:fn9図 In1毛 8.6］やや薄手。底部から口縁部lζ 内而lとていねいなみがき。内 l B 039 
84 ｜かけてゆるやかに立ちあがる。面および外面n縁端部に炭素

｜を吸着させる。

。第；；図 l 山代史P~k~雪終了〉けてゆる I ~Wt~足立国；~~~~：仁l B K37 

// ザI ： 口径 9. 2 ！ 昨日即けてゆる 1 ~：1叫旨rt~~Z＞~~ B ]38 

第19図｜ ｜底部から口縁部長かけてゆる ｜内問ζてUねいなみがき。内 ｜
87 ｜口径 9.91やかに立ちあがι断而三ff]I恥外市｜ー｜縁部IC炭素を断・；・ j BJ 37 

｜ ｜形の低い高台がイiく。 ！させる。 ! 

// l 第§~[5(J i 1コ釦7代出E官民ケけ叩 l 自－~~;fu包装能主主主凶。i B ]38 

// I ~§~図 i 口径川間沼町山る IM~~面白謀説会抗男。 B N37 

]iz.ti椀 I!:fn9関 ｜口径 8.61口縁部II巴厚。断面三角形の低 ｜ナデ調校内而に一部ミガキ。 B P36 
I 90 ｜い育ム
' .｛.：~ ；~~ 4. OJ V /nJ 
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器形番号法量 形態の特徴 手法の特徴 出土地区
(cm) 

内磁碗 ｜第19灰｜ 口径19.21口縁端部は大きく外側へ折り ｜ ' B K39 
91 ｜返し，太い玉縁状になる。

庁 第；；関口径17.2 民町史店主義ム官官~~·り

手づく ｜第20図底部径 辰部はやや19く平底である。 ｜底部内面はナテず仕上げ。 体部
ね土探 1 93 4. 4 1外面は右下から左｜二方へのナ

デによる。
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小型丸 第20図 l円径 8.5 ゆるやかなカーブをなす頭部 ｜底部外面はタタキを施し体部 lB V泌

氏A 96 器高10.2 から上方へ立ち上がる口縁部 ！外面は縦方向のハケ目をTJつ
を有した二重口縁の壷である。ている。その他の外面及び内
底部は，やや尖がり気味で， 面はナデ仕上げである。底部
体部最大径と口径とはほぼ同 外面lζ一部へラ削りとナデが
じである。 施されている。 ｜ 

慈 I 第20図 口径16.4 口頭部が短くまっすぐ外上方 ｜内外国ともナデ仕上げであるo'S B0201 
97 lと立ち上がる愛である。口縁

端部は内1Wllζ丸くおさめてい
る。

査A 第20図 口径16.2 LI頭部が外ヒ方へまっすぐに l 内外面ともナデ仕上げである。 SB0201 
98 ' 立ち上がる大担の査である。

I l縁端部は立ち上がりよりも
さらに外方を向いており，メL
くおさめている。

小型丸 ｜第20閃 ｜「l径12.6 「l頭部の長い小型丸底である。口頚部外面はハケ調整を行い， B Y41 
底F I 99 , 休部上位からまっすぐに口頭 内面はナデ仕上げである。体

部は立ちよがり，口縁端；古Jlは 部上位の外面は，ナデ仕上げ
丸い。 ｜，内而には指圧痕が残る。

日杯D 第20区｜ 口径16.2 水平に近く広がる脚部を有し ｜受け部内外面にハケ日が残り B V41 
100 %i高11.8 た高杯である。受け部は「Uj 円筒部との付け根付近ではナ

字状lζカーフする以外出中位 テている。円筒部外国はへラ
に，弱し、稜が巡る。やや脚部 削りをしており，胸部内外面｜
の方が広がる円筒部を合し， と円筒部内面は，ナデ仕上げ
ラッパ状の胸JI乙至る。 である。28と同じ特徴をもっ。

笠 I 第20凶 口径12.2 口頭部が短く外上方ICiJ:ちと ｜内外面ともナテ仕上げ。
101 がる整である。口縁端部は，

わずかに内-0111へ丸くおさめて l

いる。

SB 0203 

小 型丸 第20凶
底 B I 102 

底部のみ残存。比較的大型の 内外illiともナデイttげ。
ものである。
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京都府遺跡調査概報

i?:~ 

号｜法 :W: 形態の特徴 手法の特徴 出土地区

一」_i~一一
第21図 ！休部のみ残存。器壁は厚い。 ｜内面は，同心円タタ キを残 Is B 0203 
105 ; ｜し，外面は，平行タタキを行 ｜

I ＇ つ。 ｜

｜休部のみ航。搬は厚い。 ｜内商は，問心円夕タキで， 外 lSD但
I Niは，格子状タタキである。 I 

｜宮音｜ 存 …i 田乙縦方1r.1のへラ l SD凹
山 立…。 It~;IJ>:ili{l.S o N而は岡山ク ｜

｜キを残す。

須恵器拓影

番形探

庁第21図 1

106 ! 

第21図 ｜
107 

君主

// 

｜ 手法の 特 徴 出土地区

｜内面は，不定方向のハケ日を lSB 0202 
施し，外面は，つまみから口
縁端部にかけてへラ磨きを行 l

っている。

つまみは，指押えによって上 Is B0202 
方へつまみ出しており低い。
内外面ともハケによる調整と
思われるが，特に外国の磨滅
が甚しく ，細部の調整までは
不明である。

号法量 ｜
I (cm) 

第22図 ｜口径16.6
108 i 

1崇高 7.8

葦 ｜郊22図 l口径14.4-1直線的に開く笠形のものでつ

'iog 1相 6・61ii舵苦手弘官官言語手。
l 甚 しい。
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国道9号バイパス関係遺跡

器形 ｜；爵弓法量
(cm) 

鉢A 第22図 円径13.51休部から口縁部にかけてS字 ｜内外而とも，ナデ仕上げであ S B 0202 
113 1 状lζ屈曲しながら立ち上がる。｜る。

口縁端部は，外上ブjに立ち上 ｜
がり，平坦である。 i 

A S本 第22図 口径13.8 底部から休部にかけては「U」｜底部外面は，ハケ目を施し， , SB 0202 
114 1 字状にカーブしており 口縁 その他は，ナデ仕上げである。

ポ高 8.51部は外上方iζ向って立込」こが
っている。

形態の特徴 手法の 特徴 l出土地区
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肩音llについていたと思われる
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護A ｜第23関 ｜「l径13.sl口縁部は，休部から「く」の字 休部外面lとカキ目を施してい I s B0202 
119 ｜形l乙屈折し，口縁上方は，大 る。口縁内外面はナデで仕ヒ｜

！きく外反している。 げている。また体部内面に指 ｜

I I I｝蜘残している。
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京都府遺跡調査概報第1冊

器形 ｜番号 ｜法量 ｜ 形態の特 徴
_l_ i＿包Q_I 一一

箆ci惣図｜口径川町大型である。

I 手法の 特 徴 ｜山区
頚部外面lζハケ目，内面はへ iS B0202 
ラ白ljりを行う。 ! 西側

褒C l第23図 in径15.0 頭部がゆるやかに屈曲して， ｜内外面ともハケ目，口縁部付 lS B0202 
125 ! ｜口縁基部に至り，端部まで直 ｜近はナデ仕上げ。 ! 

1立するものである。 ｜ 

箆E 第23図 ｜口径10.61「く」の字状に屈曲して工／：ち上 ｜内外面ともナデ仕上げ。 S B0202 

126 1 ；がるo 拙は薄い。 I l刺 11J

護G 1 第23図 i口径16.si 125と同じ，器壁は凶 よりも ｜外面ハケ目，内面はナデ仕上 ！S B0202 
I 127 I i厚い。 ｜げである。 ｜ 

慈F ｜第23図 口径19.7＇ 「くJの字状に屈曲して立ち上 ！外商ハケ目， 内而はナデ仕上 l S B0202 
I 12s がる。探盛は薄い。 ｜げで休部内面はへラ削りを施 北東アゼ

iす。
窪E ｜第幻図 ｜口径15.11口緑町は外反し，端郎がわず ｜外国ハケ目，内面はナデ仕上 SB 0202 

i 129 I ｜かに立ち上がりふみせる げで休部内面はへラ削りを施I 1 I 」 0 す。

I ：： ［ ：~径 ｜ーし？ワーデ仕上~ s 0202 I lかに立ち上がりをせる げで体部内面はへラ削りを施 ｜北西
I iす。 ｜

牽A l 第23図｜口径12.9！口縁端部を丸く終らし，長く ｜休f,f)外而はハケ目，内面はへ SB 0202 
131 i l直線的叫 上方叫 びる もの。！ラ削りを施す。 北西アゼ

窪E 第23図 ｜口径14.4 口縁部は外反し，続部がわず ｜外面ハケ自，内面はナデ仕上 Is B 0202 
132 lか 日ち上がりをみせる。 ｜店；体部内面はヘラ削りを ｜

小型丸 ！第24図 口径 9.01丸味を持った浅い器休lζ大き ｜休部外商lζハケ白を施す。 I s B0202 
底B i 133 lく外反する，口顎部を有する。｜ ｜西似lj

小型丸 第24図 ｜丸味を持つ浅い器休Kラッパ ｜内面へラ削り休部から口頭部 SB 0202 
底C 134 1状K広がる口頭部を有する。 ｜にかけてナデ仕上げ｜ ｜ 。 東側石垣

｜ ｜ ｜アゼ

小型丸 ｜第24図 ｜口径 7.41丸い器体にわるやかに屈Jlhし，｜体郎外面内而lζ丁If！.なへラミ Is B 0202 
底G 1 135 ! ｜口縁部が上方lζ向いたもので ｜ガキを施す。 ｜東隅

i i iある。 I I 

直j柄、F ！第24図 ｜口径1s.o＇ 日縁部からゆるやかなカーブ ；内面はナデ調整，口縁部付近 IS B0202 
I 136 I をなして受け判をなす 口 l もナデ調整，外面は縦方向ハ l

I • l縁手付近iま，短ミ外上方；ζ直 ｜ケ日を施す。 i南西アゼ
立 る。

鉢c ｜第24図 ｜口径17.0］「S」字状に休部から口縁部に 内外jftiともナデ仕上げ。
137 I 1かけて屈曲しており，口縁端

音［lは外上っちに向いている。口
｜ ！縁端部は丸い。

査B 第24図 口径19.7 ！二重口縁の査である。口縁部 ｜内外［fliともナデ仕上げ。
138 ｜のみ残存しており，端部は丸

壷B 第24図 口保20.9
139 
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器形番号 i.t、量 形態の特徴 ' 手法の特 徴 I IL¥土地区
(cm) 

穀H 第24区｜ 円径16.11短く立ち上がる口縁部外面の i内面はヘラ削りを行い，外而 SB 0202 
140 中位に稜が巡り，端部は外反 ｜は横方向のハケ目を施す。
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高料、E 安＼24凶 I lj平15.4 まっすぐ外上みにのび，口縁 ！外国ハケ白及びナデ仕上げ，
146 1 部は外反し， ~：1,i部は丸くおさ 1 内面ナデ仕上げ。

｜める。

高杯C 第24図 ｜口径19.3 口縁部は，直線的に外上方K i内外面ともナデ仕上げ。
147 I 開き稜を残して杯底部に続く。｜

高杯C l第25凶 刊径19.31杯部はわずか同母して外夫 ｜内外商ともナデ仕上げ。
川 ［ 好関き，外面峨をもた ~ 1

高杯J 第24図 ｜応部径 i「ハ」の字形IC広がる）出！IC端部 ｜内面ナデ仕上げ，外国はへラ IS B0202 
149 ~ 21. olは真下に降りる。 ｜磨きを行い，h前古川丸ナデ仕｜南南東
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｜南西アゼ

SB 0202 

東側

SB 0202 

台付鉢 第24図底日111主 l底部中央がやや尖がり気味の 内外面ともナデ仕上げ，台は SB 0202 
D 150 2. 6 半球形に， 径の小さい台がっ つまみ出している。

く。

底部径 球形の体部lζ厚手のi河台を有 ｜外I面はタタキしめ，内jfoはハ S B 0202 
3.8 したものであるo iケ調整を行う。 北東

！長官11径 平底で，外上方lζ休部は立ち 外面，縦方向のハケ同，内耐 S B0202 
4.7 上がる。 はナデ調整。

！底音［l径 底部中央がやや平底で半球形 ｜内外而ともナデ仕上げ，外Tili SB 0202 
4. 5 Iζ，径の小さい台がつく。 ！はノ、ヶ目内面は指圧痕を残す。l

底部径 ｜平底の底部から外上方lζ体部 ！外商はタタキしめ，外国はへ SB 0202 
4.31は立ち上がる。器壁はl手し、。 ラ削りを行っている。

西側

台付鉢第24区l
c 151 

主主 ' 第24図
152 

台付鉢 ！mz4図
D 153 

護 第24区l
154 

怒 lB 第25区｜ I l従15.0 「く」の字状に屈曲しており， 外商はハケ 臼，内而はへラ内I]
155 口縁端部は，内側に丸く おさ りを行う。

めている。

SB 0202 

東側石垣
アゼ
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器形 ｜番号 ｜法量 ｜ 形態の特徴 ｜ 手法の特徴 ｜山土地区
' (cm) ! l 

褒 In l第25図 ｜口径15.4 「く」の字状に周曲しており口 ｜外面ハケ自の内市はへラ向的 Is B0202 
1s6 I ぎ部は内側lj同くおさめてい ｜を行う。

「〈」の字状に周曲しており口｜ j 
護 IC 1幣図 （径15.41 ！：＇＼）は内前日くおさめてい l甥 '-57日の内面はへラ白ljりlSB 0202 

整IB l第25図 ！口径15.41「く」の字状に屈曲しており口 ｜外面ハケ目，内面はへラ白！JりIs B0202 

158 : ！？？は内側同くおさめてい ！を行う。 ｜南ノアゼ

護 IA 第25図 ｜「l径11.7 i「く」の字状IC肌曲しておりロ l外商ハケ自の内而はへラ削り iS B0202 

159 : ~~は内側に丸くおさめてい円行う。 : ;ll:;{HIJ 

翌日 ｜ 市図［話~~： ci l 凶~~荷l~~~~i;iF. l舘 ＇；：：－日，内面はへラ削り I s B 0202 
I Iる 。 ｜

蜜 IA 第25図 l口径11.s I「く」の字状に周曲しており口 ｜外而ハケ目，内而はへラ自ljり Is B 0202 

問 ！ ｜？？州側にメしくおさめてい ｜を行う。 ト北西アゼ

楚 IA J 官ベ仁l従12.1 婦問請l~~~~i~i日［甥／；： 目 ， 内而はヘラ削り ~ S B 0202 

る。 ｜

褒 IB i第25図｜口筏14.31凶自白店員むt;t日｜外面ハケ目，内面はへラ自ljりIs B0202 
｜る。 ｜を行う。 ｜ 

整 IB 第2~J図 ！ 口径14 . 8 1 凶問問現時i;iF. I 外面ハケ目 ， 内而はへラ内lj り i S B0202 
l る0 1を行う。 I 

護 Ic 第25図｜口径16.0i「く」の字状lと間曲しており口 ｜外商ハケ目，内聞はへラ削り lSB 0202 

16s : I f~は剛w}icJL くおさめてい ！ を行う。 一lj

斐 IC 間同日係16 . 0 1 砂利~~~tI~if~＿ I ~再＇；；日内而山尚l り I s B 0202 

楚 Ic i 第25図 ｜口径16.1：「く」の字状に日出しており口 ｜外而ハケ目，内fijjはへラ削り Is B 0202 

！ 日7 : i ~＝ilは内側に：h くおさめてい l を行う。 ［刺 lj

墾 IB ＇ 第25関 口径1s.1！「く」の字状に岡山しており口 ｜外面ハケ自，内而はへラ自ljり ！S B0202 

168 l制 24.11 ~＝'15は内側同くおさめてい ｜ を行う。 ~ 

SB 0204出土遺物

器形

杯蓋

材、蓋

番号 ｜法量 ｜ 形態の特徴
（αn) 

m26図 ｜口径10.01天井吉llはやや丸味をもっO

169 i 架克 4.oi口縁部はまっすぐ降りる。
帥 l口縁部は丸い。

169と171は焼成軟である。

子 it- の特徴

i天井部はへラ削りをし，その
｜他はヨコナデ調整。

｜出土地区

S B0204 

第26図 口径 9.4f天井郎はやや丸味をもっ。口 天井部はへラ削りをし，その lSB 0204 

170 1器高 3.Si縁郎は内側山る。 l他はヨコナデ制。
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器形

杯主主

番リ II去 iii 形態の特徴 子法の特 徴 l 山上地区
1 (cm) 

第26図 ；口径12.0 天井郎はやや丸l床をもち浅い。｜天井部はヘラ削りをし，その S B0204 
171 忠商 3.4 仁l縁端部はまっすぐ降りる。 ｜他はヨコ ナテ・。

杯蓋 i第26図 I l径10.0 天井部はやや丸味をもち深い。｜天井部はへラ削りをし，その SB 0204 
: 172 制 3.8 口縁端部は丸い。 ｜他はヨコナテ。 l北東

杯議 ! ~~26凶 1 1」筏10 . 4 天井部はやや）LI床をもちiふく ， 天井部はへラ i切りをし， その S B0204 
173 ｜器両 2.8 外Iζ「ハJの字状lζ広がる。 他はヨコナデ。

杯身 ！第26図｜ 口径10.0 立ち上がりの低いものである。｜内外商ともヨコナデ調整。
日 ｜探高 2.51深さは，浅い。 I 

:J:i ！第26図 頚古j）基ffj）：属部はややはり類部はほぼ」－ ＇ 内外商ヨコナデ調整。
I 175 径 9.2 方に向かう。また肩音lllC四本
I の沈線と二段のきざみ白文様
I ~Lfj）~~売を施している。

S B0204 

S B0204 

第26図 fLI総径 断 j）は内笥気味lとのび類部で ｜内外而ともハケ目で仕上げる。 SB0204 

176 I 22. s：三」の字叩折するものであ ！ 北角

第26図 j1 l縁径 ｜類部で「く」の字lζ凶折し外J・.I内外面ハケ目で仕上げる体音ll! S B0204 
177 26. 6 I方にまっすぐのびる。 ' lζ巻き上げの粘土紐の痕を残

す。

霊t

室E

甑 第26図 口縁1主 体告j）から口縁部にかけまっす 外国と内面上半はハケ日内面
178 23. 9 ぐにのび口縁部は悌形をしめ 1下半はへラ削りである。
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箆 I i'j$26凶 白紙径 I ill西部で「く」の字に屈折し外上
181 17. 6 ［方吋 っすく、のひ、る。 ｜外的iハケ目。

小型l丸 i 第26区lu縁径 休部は丸く球形を呈す。頭部 ｜内外面ナデ調整。
｝広道 B : 182 12. 0 基音llで外制IHζ「く」の字lζ屈折 ｜
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2. 篠窯跡群昭和56年度発掘調査概要

1. は じめに

篠窯跡群の発掘調査は，国道9号ノミイパス改築工事に伴う事前調査の一環として，建設省

の委託をうけ京都府教育委員会が調査主体となって，昭和51年度より試掘調査 ・発掘調査が

断続的に実施されてきた。昭和55年度より篠窯跡群の位置する老ノ坂峠から曽我部風ノ口に

至る延長約 lOkmの区聞を日本道路公団が施行するとととなり，乙の年度より日本道路公団

と京都府教育委員会の協議のうえで調査が進められる乙とになった。

さて，昨年度まで京都府教育委員会が調査主体となって行われてきた篠窯跡群の調査を，

今年度より京都府教育委員会の基に発足した財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターが

引き継いで実施することとなり，京都府教育委員会と再三に亘る引き継ぎ業務を行い，また

日本道路公団と協議を行ったうえで，本年度の調査を実施する運びになった。

篠窯跡群の調査は，建設道路予定帯内における窯跡の分布状況を把握することを主たる目

的として実施されている。昨年度までに行われた調査は，前山 l～ 3号窯 ・黒岩 1号窯 ・小

杉Ill～4号窯 ・芦原 1号窯 ・鍋倉第4窯跡群 1号窯及び西長尾C・F地区作業場の発掘調査

と，篠町大字柏原小字禿尾山から大字王子小字石原畑に至る延長約 2km lこ亘る試掘調査で

ある。

さて，本年度当調査研究センターが実施した調査は西長尾窯跡群の発掘調査である。丈化

財保護法第98条第 2項の規定lζ基づき「埋蔵文化財発掘調査届出書」を昭和56年 4月23日付

けで文化庁長官あて提出し，また砂防 ・保安林地区調査の許可申請を得た後，同年6月4日

より現地調査を行った。

調査地は，昭和53年度の試掘調査により 4基の窯が想定され，かつ昨年度実施された凶長

尾F地区作業場跡の調査では小＊Yll4号窯（三角窯）と同種の椀や皿が出土していることから

小型窯の存在も想定された地点である。調査の結果， 8世紀後半 ・9世紀後半に推定される

登窯 3基と10世紀後半から11世紀前半と考えられる小型窯2基を検出した。特に酉長尾 5号

窯と名付けた小型窯は，平面楕円形を呈し二重床面をもっロストノレ型式の窯であることが判

明し，全国的にも非常に珍しい窯であることから，昨年度まで保存協議の対象とされてきた

黒岩 1号窯，前山 2・3号窯，小柳 1一号窯の小型三角窯とともに，今後保存措置が考えられ

ることになっfこ。
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発似；jjt;j金にあたっては，当調査研究センタ ー調査員水谷寿克 ・石井清司 ・久保出位士が担

当して行ったが，京都府教育庁指導部文化財保護課 ・京都府南丹教育局・亀岡市教育委員会・

亀岡市大型プロジェクト対策室 ・ 亀附市篠~IJ自治会等の関係諸機関には多大なる協力を得た。

また調査の函では，先述したような特異な窯の検出により，名古屋大学 柏崎彰一，奈良

国立文化財研究所森郁夫 ・（H_田正llf{・巽順一郎，（財）京都市埋蔵文化財研究所 田辺昭

三 ・百々厳正恒 ・永田信一 ・大矢義l見大谷女子大学 中村 浩，（財）平安博物館寺島孝

一，口丹波史談会 永光 尚，多岐に亘って御指導 ・助言をJ！易わった。さらに富山大学広

岡公夫，奈良教育大学 市川米太の両氏には科学的な見地により年代測定をしていただいた。

現地~，＼j査にあたっては， 上記調査員石,1 1:清司が中心となり作業の進行をはかったが，調査

補助員 ・整理員として点都学園大学考古学研究会をはじめとする合志学生諸氏や各大学の卒

業生，調査作業員 ・整理員として地元篠町や本梅町の方々に参加していただき記して感謝の

意を表したい。なおLjl西宏氏には，調査事務を含め作業全般に亘る協力をしていただき特に

感謝したい。

調査J~j間 cj 1，調査整理＊務所・現地調査事務所の土地を：Vl供していただいた木曽侍郎・中尾

清一郎 ・山崎泰ーの各氏，ならびに調査地の土地を快よく借用させていただいた栗山範夫氏

には心から感謝したい。

以上の各々の協）Jを何て，-!1l地制企は11{1i和5Uf3月2711l乙一応の！ぷ烈を得て終 fしたが，

11!1和561>！ニ9)J 24 卜11ζ西長尾 Hオ ・ 3 サ ・ 4 せの現地説明会を， 同年12):124口に由民尾 5~手 ・

6 ~－の現地説明会を｛丁い， 古代窯業生産 lζ興味を持つ人や地元関係者が集り盛大のうちに終

了した。

この概報の作成にあたっては，「はじめに」を水谷が，各窯跡、の概要を久保LBが，以 卜の各

項を石井が執筆したが，現H寺点では彪大な出土遺物の整理が不十分であるため，今後十分な

検討を行ったうえで改めて報告したい。

2. 調査 の 経過

西長尾窯跡群の発掘調査は，U{j和52年度9号バイパス予定路線内における分布及び試掘調

査の結果，西長尾F地区の丘陵西側斜面裾音［llζ窯休の一部と 3か所の灰原を検出し，4基の

窯を想定した。

昭和55年度は窯が立地する斜面裾部に約169rn2の平坦出があり，平土Ii音IIの試掘謝査に際し，
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付表 3 西長尾窯跡’支体一覧表

窯 体構造｜主叩｜総長 ｜最大同床面傾斜角 I tu土逃物

I Qづenパ I I Ii杯・血・蓋・:i:';i・
1号交 半j也下式登祭 IN sn;v I 5. 30 I 1. 35 I 2s0 ｜平瓶 ・｜噛似

2号7叱不 砂jI - I - I I - I川

3号窯 半地下式戦 IN 81 °W ; 8. 44 i 1. 55 ! 

5. 79 I 1. 08 I 

29° 

30° 

妙il・3本・iむ

杯・Jill・蓋・
瓶・平瓶4特 ｜半 地下出 ｜…

5号究 ｜精円形平窯 lN貯 W 2. 256 I 1. 35 I ~1三株~ ig： ~~＇. I椀・鉢・主

6持三角形平窯 iN門 2. 44 I ~ 44 ! 
30 境

備考

｝＇）乙原のみ
確認

｜焚口が 2
方向ある

焚口が 2
方向ある

多数の須恵器片を採集したため，この平坦面が窯操業時の作業場跡であるのか，あるいは窯

の灰原が水田化された際lζ削平されたものであるのかを明確にするため発掘調査を行った。

調査の結果，作業場跡と思われる遺構は検出されず，水L!:I化される際に泊1］平を受け，窯の遺

物が散布したことが明らかになった。

本年度は52年度の試掘調査結巣を踏まえ，4基の窯を知、定し， 4 ):j初旬より発掘調査の準

備を行った。現地調査は6月4日に着手 し，9月末日終了の予定であったが，調査が進むに

つれて後述するように 4基の窯のほか新たに 2基の窯を検出し，最終的には埋め戻し作業も

含め57年 l月末日の 8か月余りを要した。

現地調査は，まず，推定3号窯の立地する 26～30・J～N 区の丘陵斜向lζ3m の小地区

の地区割にそい 1×2m のグリッドを 15か所設定し，層位 ・窯体の主軸方位， jズ原の範囲

を確認したのち，全面調査にきりかえた。その結果， 3号窯は斜面に構築された半地下式登

窯であり，国道部は現地表下 lOcmで窯体焼土を確認したが，焚口部は現地表下 2.5m をill.IJ

り，予想以上lこ深いことが明らかになった。また，灰原は焚口部より＊西 9111，南北 JOm

の範囲で広がる。

3号窯の窯休及び灰j京の掘削と併行して，推定 1号窯が立地する17～23・I～L区に 3U

窯同様， 3m の小地区にそい 1×2m のグ リッドを 15か所設定し，層位 ・窯体の主軸方位

を確認したのち，全面調査を行った。その結果， 1・4号窯の前庭部は削平を受け， 1号窯の陶

1. 5m lと隣接して4号黛が構築された半地下式登窯であるO 1・4号窯灰原は丘陵西側斜面よ

り17～22・M・N区の湿地帯まで広がり， 1号窯灰原は現地表下より約 2.5m の深さで検出さ

れ，灰原掘削lζ際しては湧水が著しく難渋を極めた。 1・3・4号の窯休構造 ・灰原の範囲が
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明らかになり，55年度lζ 調査された 23～26・R～Z区平坦商で確認された灰原内出土造物

より 1・3・4号窯の辿物とは時期を巽lとする窯（ 2号窯）があると考え，22～24・N～O

第 36図 亀 岡 盆 地 主 要遺跡 分布 図

1・2.篠窯跡群 3三ツ塚占境群 4.浄法寺城 5.村上神社窯跡群 6.観音芝追跡 7医王谷；n跡
8.与能廃寺 9.狐塚古漬 10.余部遺跡 11.北金岐古墳群 12.小金岐古墳群 13.御上人林廃寺

14.丹波国分寺跡 15.湯井遺跡 16.桑寺廃寺 17.拝回古墳群 18.三日市古墳群 19.車塚古墳

20.出雲古墳群
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区に7×6mのトレンチを設定し，窯休のi畠求lζ務めた。掘削の結果， 22・23M区で直係

2mの円形焼土があり， ~Jr:土直上lと傘大の粘土塊が散在し， 窯体の一部と考えた。 2 号窯窯

休は削平を受け，窯体構造は明 らかでないが平窯と思われる。灰原はトレンチ西壁より N区

に広がる。 2号窯灰原を除去した際， トレンチ西壁ーに接して新たに焼土布を検出し，急拠，

剥査地を西側 N・0区lζ拡張し窯休の確認に務めた。拡張の結果， 2基の窯（5・6号窯）

を検山した。

5号窯は平面砲弾形を呈 し，ロストノレ（火絡子）型式による二重床面という特異な窯体構

造であり， 6号窯は平面三角形を呈するいわゆる 「三角窯」と考えられる。

5号祭は篠窯跡群の調査では初見であり，窯体構造，今後の調査方法を検討するため，桝

1/1崎彰一 ・田辺昭三 ・中村 浩 ・寺島孝ーの各氏に専門的な指導 ・助言を仰 ぐことにした。

その指摘された見解は概ね次のとおりである。

(1) 5号窯はζれまで類例をみないロスト jレ（火格子〕型式の須恵器窯である。

(2) 円柱上面lと敷かれた傘大の粘土塊が本来の床面であることは粘土塊七面l乙土器が密着

していることと，側壁からそのまま続く粘土塊があることより明 らかである。

(3) 傘大の粘土塊に窃（スサ）が認められ，床面を拳大の粘土焼で敷き，表面積を！ょくす

ることは窯体内の保温を考慮したものである。

(4) 焼成方法は，燃焼部の火が円柱閣の隙聞を這ったのち粘土塊で放かれた床面の隙聞を

縫い，焼成部全面lζ火が効率よく回ったのち煙道部へ続く 。

(5) 燃焼部 ・焼成部 ・煙道部の各境には両側壁を内側にしぼり込み，区幽が明瞭である。

(6) 5号主主出土遺物は 15cm 未満の小型品lζ限定でき，小型品を効率よく生産する窯であ

り，出土遺物より10世紀後半～11世紀前半と考えられ，須忠器から陶器lζ移行するI時期lζ相

当し，今後，分業形態を考える上にも重要な遺構である。

(7) 以上の点より保存措置を構ずる必要がある。

以上の指摘を踏まえ，当調査研究センターは12月24／三l，新聞発表 ・現地説明会を行 い，

5・6号窯の遺跡1¥存を明らかにした。なお，保存される地域の具体的な利用計画の策定，

整備計画については今後，府教育委員会，日本道路公団，亀岡市教育委員会司及び土地所有

者との協議を行うこ ととし， その解決は将来に委ねられた。

なお， 乙の間，京都大学樋口隆康（当調査研究センター副理事長），文化庁調査官浪貝 毅，

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センタ ー佐原 瓦（当制査研究センタ一理事）ほか多く

の学識経験者からの有益な指導 ・助言を受けた。また富山大学 J.t.川公夫氏には熱ノレミネッ

センス， 奈良教育大学市川米太氏には熱残留磁器測定依頼を快くお受けいただいた。
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調査終了後， 1～4号窯は埋め戻し作業を行い， 5・6号窯については窯休全面を覆う仮

設小屋を設置し，今後の保存処置に備える乙とが決定した。

地区剖

発掘調査地区害ljは51年度より始まった京都府教育委員会の地区割lζ準拠し， 3m方眼を最

小地区とし，最小区を東から西へ A～T区までの20区（60m）を中地区とし，cJコ地区を包括

するものとして小字名により大地区を設定した。

とれにより今回の調査地は，篠 ・商長尾F地区lζ相当する。

なお， 最小区の地区割は東南隅を基準杭とし，東西をロ ーマ数字，南北をアノレファベット

で棋ぷする。

3. 各窯跡の概要

各窯跡の規模 ・主軸方向等については一覧表に譲り，各窯跡の特徴的なこ とについて以下

概l絡を記するととにする。

1号窯 調査地南端の4号窯の北lと隣接する位置にある。地山層を「U」字状lζ掘り込ん

で構築された，いわゆる半地下式登言葉である。

現状では，天井部は崩蕗しており，窯前庭部および煙道部の一部は削平を受けており，燃

焼音Jl・焼成音Jlの床 .~主面が残存している。 焼成部では， 窯壁の崩落が見られる。窯壁は須m:

質状l乙墜く焼きしめられており，後述する 3・4号窯lζ比し燃焼効率の良さが窺える。また，

崩蕗した天井部壁の断面観察iζよれば，4回以上の窯壁の補修作業が認められる。

焚口幅は 1.5mを測り， 3号窯に比して狭く やや聞き気味になっている。また焚口付近ま

で4号黛灰原が堆積しており，4号窯の操業の際， 1号窯の前庭部の一部が削平されたと思

われる。燃焼部床面には，杯 ・皿 ・蓋の完形品など28点以上が検出された。焼成音Jl・煙道音Jl

も，幅は l.lm を凱uる。

灰）Jnは，東西 lOm, 南北 15mの範囲で広がる。 1号黛灰原は， 2号窯jズj泉lζ切られてお

り，また 4号窯灰mrとは砂 ・粘土および組物遺休（松葉 ・ヒシの実等）を合む間！凶によって

隔てられている。

出土造物と しては，燃焼部床面のもの以外に灰原内から杯 .1lll・蓋 ・査 ・平瓶 ・1-Y面倒 ・

二面硯が出土した。

2号窯 2号窯は 1号窯の北西 12mの丘陵斜面裾の平坦面に構築された窯である。窯体

の追存状態は極めて悪く ，窯壁の一部と思われる焼土がほぼ円形にめぐるだけで，窯体の構
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造 ・規模については不明である。窯体床面と思われる部分では拳大の円形を呈する窯淳が多

量に出土し，黒岩 1号窯との類似が指摘されょ うか。それらはおそらく焼台として使用され

たものと思われる。灰原は南北 5mの範囲で広がり， l号窯灰原を切っており，6号窯窯

休の上面をおおう。なお，出土遺物と しては，境 ・鉢等の小型品が目立つ。

3号窯 3号窯は， 調査地北端に立地する半地下式受窯である。現状では，他の窯問機に

天井部の崩落が認められ，前庭部 ・焚口および燃焼部 ・焼成部 ・煙道部の床面 ・側壁が残存

している。

前庭部は， 2m×2mの平坦面をなしており，その南北両側に長軸 2m，短軸 1.5m，深

さ0.3mの黒色炭層を埋土とする楕円形土旗（SK02・SK03）がある。この 2つの土墳に

ついては，操業時lこ焚口 ・燃焼部lこ堆積したマキを埋め消したのち，灰を左右に廃棄したと

思われる。前庭部平坦面は，地山土を盛土し燐築した乙とが土層断面の観察より窺える。焚

口は，やや 「八」字状に聞いており，天井部の一部が残存する。

燃焼部 ・焼成部の床面は，須恵質状lζ堅く焼きしめられており，ところどころに修復の痕

が認められる。その側壁断面の観察によれば， 2～3回の窯壁補修が考えられるO なお，焼

成部の一部から煙道部にかけては， 床面が淡赤褐色 ・淡黄褐色を呈し，また側壁の残りもよ

くなし、。窯体全体として，燃焼部 ・焼成部の幅に比して，煙道部の幅は狭くなっている。

灰原は，前庭部から斜面下方に向かい南北 9m，東西 lOmの範囲で広がる。灰原層の断

面観察によれば，焼土 ・窯浮および遺物片を大規模に廃棄した層が認められ，ζ のことから

も窯壁の補修作業を裏付けている。

出土造物としては，境 ・鉢 ・蓋 ・杯 ・瓶がある。

4号窯 4号窯は，先述したよ うに1号窯の南lζ近接した半地下式登窯である。 1号窯の

先後関係は，窯体聞の断ち割りの観察により司 1号窯操業の終了ののち一部盛土を行い 4号

窯を構築したことが考えられる。

現状では，前庭部のほとんどは削平され残っておらず，焚口 ・燃焼部 ・焼成部 ・煙道部の

床面 ・側面が妓存している。焚口i隔は，lmを測る。燃焼部 ・焼成部の床面 ・側面の焼きは，

1号窯に比し悪く 4号窯の燃焼効率は l号窯より悪かったと思われる。また窯壁の断面観察

により 2～3回の操業が考えられる。煙道部に比して幅も狭い。

出土造物としては，杯 ・蓋 ・皿 ・平瓶 ・瓶などがある。

5号窯 5号窯は．丘陵裾平坦面より斜面へ移行する傾斜変換部に構築され，平面楕円形

を呈する倒焔式平窯である。床面が二重構造をなし，底部床面と支柱仁面の床面lζ分かれる。

窯体の遺存状態は，比較的良好で，天井部の崩落を除けば各部分の残りはよい。焚口は，
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窯休中軸をはさんで対称の位置に 2方向にあり，従来知られていた「三角窯」との類似を指

摘できる。燃焼部は長さ 45cm と狭心中央に円柱が 2本直立した状態で残存したことより，

焼成部同様の二重構造が考えられる。焼成部は，底部床面上に径 lOcm，長さ 20～30cmの

円柱を10数本立て， その円柱（支柱〉上に傘大の粘土塊を敷き製品を置く床面を形成してお

り，特異な二重構造をなしている。床面 ・側面 ・支柱のいずれも焼きは良好で，燃焼効率の

良さを窺わせる。燃焼部および：鹿道部との聞に，窯壁の張り出しが認められる。開道部は，

~J't成部の床面より若干の段をもち， 側面は垂直に立ちあがっている。

灰原は，隣接する 6号窯窯休内にも堆積して広がっている。出土造物には，境 ・瓶があり，

ほぼ小型品lζ限定できる。

6号窯 6号窯は，5号窯の南lζ援する位置にあり，平而三角形を呈する倒焔式平窯と考

えられる。

現状は，5号窯に比して残存状態は思く，5号窯同様に二重構造の床面をもっと考えられ

るが，支柱が焼成部lζ 4本遺存し，また煙道部l乙近い部分に二重の床面が残存しているだけ

である。

焚口は，左右対称の位置に 2方向にあり，焚口上部のアーチ部分の崩落が確認された。燃

焼部は，半径 40cmの円弧を描く凹みがあり焼土の広がりが認められる。焼成部は， 先述し

たように，二重の床構造が想定できるが， 5号窯のような焼成部と燃焼部の区切りについて

は不明瞭である。支柱は，床面の上に粘土塊を置きその上に設置しており，5号窯の支柱の

設置との差異が指摘できる。煙道部は焼成部との聞に側壁の張り出しをもっており 5号窯と

の類似を認める。側壁は，垂直に立ちあがっている。

また灰原のj麗序により，5号窯が6号窯を削平したのち構築されていることが認められた。

出土遺物としては，塊 ・鉢がある。

4. 出 土 遺物

篠 ・ 西長尾窯跡I~rの出土造物はコンテナー ・ パット で 200 箱以上の莫大な量に達し， 現地

調査に併行して洗浄 ・接合 ・実測を行っているが，報告書印刷期日の関係上，各窯の器種構

成 ・形態の差異など十分な検討を行えず，今回は各窯「H土造物の概略を記し，その詳細は一

応のi毒物整理が完了したのち改めて報告したい。

1・4号窯出土遺物 （1～16) 1・4号窯は窯休及び灰原の層序関係lとより 1号窯が 4号窯

に先行することは前述したが， 1・4号窯の灰原内出土逃物を概観すると形態 ・器産構成lζ差

異はなく，今回は一括して取りあげ，今後，整理作業がすすむにつれ詳細に検討していきたい。
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1・4号窯出土遺物には杯A ・杯B ・杯B葉 ・皿A ・JJTIB ・査 ・琵莱 ・鉢 ・平瓶 ・円面硯・

二面硯がある。

杯は高台の有無lとよりi何台をもたない杯A (8～10）と高台をもっ,t,f;B (5・6・11・15・

16）に大別でき，杯Bが主体をしめる。

杯Aは底部より斜め上方lζ立ちあがる口縁部からなり，口縁端部はいずれも尖りぎみにお

わる。口縁部内 ・外而はロクロナデ．内！氏而はナデ調整を行い，l長古［）外而はへラ切り痕を明

瞭にとどめる。

杯Aは口径 10～ 17.Scm ・器両 2.5～ ！＼.Ocm を測り，口係 12cmを前後するUffと16cmを

前後する 日群に細分できる。

料、Bは折、Aに品．台をイJしたもので口縁部が内轡ぎみに立ちあがるものとわずかに外反する

ものがある。高台は断面台］f;を呈し底部と口縁部の屈曲部近くに付するものが多い。杯Bは

口径 lOcm，器商 3.5cm を測る小型品から口径 2lcm，器高5.5crnを損ljる大型品まで大小の

差異があり，口径 12～13cm，器高 3～4cm が主体をしめる。

蓋A ・平坦なI良部より日』曲する縁音［lへ続くもの蓋 A (1・3・4・12・13）と断面笠形を長

するもの蓋 Ab(2）があり，頂部中央にいずれも扇平な宝珠形つまみを付す。頂部外国はへラ

削りののち， 一部ナデ，縁部内 ・外面はロクロナデ調整を行う。村、B蓋は口径 12～22cmと

大小の差異があり，口径 14cm前後が主体をしめる。

蓋B(7lは，平坦な頂部より直行する縁部へ移行するもので，頂部中央lζ扇平な宝珠形つま

みを付す。縁部内 ・外面ロクロナデ調整。

ml (14) 皿は高台のtf無により ，高台をもたないJffiAと高台をもっ皿Bl三大別でき，JffiB

は数点を数えるのみでllllAが主体をしめる。llllAは扇平な底部より斜め上方に短く立ちあが

る口縁者flをイ、lし，口縁部内 ・外商及び什底面はロクロナデ調整を行う。底部外面はへラ切り

痕を明瞭にとどめる。！日lAは円径 10～22cm まで大小の差異があり，口径 15cm前後が主体

をしめる。

3号窯山土造物（17～24) 3号窯出土造物は杯・椀・安・鉢があり杯・塊が主体を しめる。

材、は平坦な底部より内管ぎみに立ちあがる口縁部をもつもの（17）と外上方に直線的lζ立

ちあがるもの (18）がある。口縁部内 ・外面はロクロナデ，内底面はナデ調整を行い，底部

外面はへ ラ切り痕をi明瞭にとどめる。 3号窯出土造物の内，,j;,f;Aに高台を付す杯Bは侍11!lで

ある。

境 (19・20) 椀は小さな平鹿で底部より内管ぎみに深く立ちあがり，口縁部をHし，口

縁端部は丸くおさめる。口縁部内 ・外面はロクロナデを行い，底部外商は回転糸切り疫をと
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~『t 戸事「 戸士 二 竺一一、12

Jて宇竺ーへ い_Ji,,,,- 全~13

で＼~ ＿ 1::7,.¥ 

＼ 円ベ
~ 1---7, 
X二了ヒーー／

にlノ
~ L~ 
＼ ｜／ ＼一～ J

に斗2
＼ーニ主Jノ
。 20CM 

第 38図土器 実測図

1号窯出土遺物；1～16，須恵器杯A;8～10，杯B;5・6・11・15・16，杯B蓋 ，
l～14・12・13，壷葦； 7,illlA ; 14, 3号窯出土造物； 17～24，須恵器杯，A;17・
18，椀， 19・20,鉢； 23・24，去を；21・22, 5号窯出土造物， 25～31, 須恵器杯
A; 25・28，新j;26・27・30・31，壷； 29
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どめる。

壷（21・22) 査はナデ肩の体部より口縁部は上で強く外反し，端部は上方に突出する。

底部は平底で回転糸切り痕を明瞭にとどめる。

鉢（23・24) 平底の底部より直線的に外反する体部へ続き，肩部で強く内轡し，口縁部

は「く」の::r：・形lζ屈曲する。 口縁端部は尖りき、みにおわる。査は口径 16.Scm，器高4.Scm

の小~＼＜）品と口係 20 . 4cm，然高 12.Scm の大相品がある。腹部外面には回転糸切り痕をとど

める。

5号窯出土造物（25～31) 5号窯出土造物は杯 ・境 ・壷 ・鉢がある。杯（25・28）は底

部より内管ぎみに立ちあがる口縁部を付す。杯は底部へラ切りのもの（28）と回転糸切り痕

をとどめるもの（25）がある。

坊は三Ji底の底部より内野ぎみに立ちあがる口縁部を付し，口縁端部は内 ・外面にわずかに

肥厚する。底部外面lζ回転糸切り痕をとどめる。

蛮（29) 盃は器高と休部最大径が等しく扇平を呈する。口縁部は外反ぎみに立ち上がり，

口縁端部をわず、かに垂下させる。底部外面に回転糸切り痕をとどめる。

鉢（31) 鉢は平底の底部より斜め上方に立ちあがる体部を付す。口縁部は内 ・外商lζ肥

厚し，王縁状を呈するc l底部は突出ぎみの平底を呈し，底部外而iζ回転糸切り痕をとどめる。

5，まとめ

篠 ・酋長尾窯跡ir＋の調査は，昭和田年6月4日より57年 1月末日までの8か月余りを要し，

現在，各三誌の窯体構造 ・出土遺物について資料整理を行っているが，特異な窯体構造を呈す

る5・6号窯を含め，総数 6基を数え，出土遺物はコンテナー・パット iζ 200箱以上と莫大

な量；にのぼり，今後資料整理を進めた段階で詳細に検討していきたい。

今回は報告書印刷WJ日の都合上，概略を記し，現地調千年期間lζ気付いたこと及び今後整理

作業の段階で留；立すべき点を摘記して結語としたし、。

(1) 各窯の窯休構造は， 1・3・45・窯が西側斜面（傾斜角30～40°）に構築された、ド地

下式登窯であり， 5・6弓窯は丘陵裾音［l平坦面lζ構築された平窯である。

(2) 1・4号窯は 1.5m の間隔をおいて隣接し，窯体断ち割り及び灰原の層序より 1号窯

が4号窯lこ先行する。11¥I.遺物は 2主主とも器種 ・器形に注実がなく ，近接した時期に操業さ

れたことが窺える。

(3) l号窯））ど原内出土辿；物は， 6基の内，出土総数が最 ｜ごであり，また窯壁断面観察より

4回以上の補修作業が考えられ，3・4号窯に比し， 燃焼効率の良さが窺える。
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(4) 3号窯は西長尾窯跡群中，最大規模をほ乙り，窯壁断面観察及び灰原の層序より 2回

以上の補修作業が考えられる。出土遺物は杯 ・椀 ・去を ・鉢があり，いずれも底部は回転糸切

りによる。

(5) 5号窯は二重床面という特異な窯体構造を呈し，須恵器窯としては初見である。出j二

遺物は杯 ・椀 ・壷 ・鉢があり，小型品が主体をしめる。

(6) 6号窯は平面三角形を呈し，これまで言われている「三角窯」と近似する。床面は5

号窯同織に二重床面の可能性があり，また，窯体及びJ:k.原内lζ緑新h陶尽を含まず，これまで

の「三角窯」との差異が指摘できる。

(7) 5・6号窯の先後関係は， 6号窯の操業が終了 したそののち，近接したH寺期lζ6号窯

を削平し5号窯を構築した乙とが断面観察より窺える。また， 5・6号窯とも二重床面と考

えられ，6号窯から 5号窯への窯体精造の変化が指摘できる。

(8) 各窯出十造物はこれまでの篠窯跡群の調査例の内守良好な一指資料であり，十器編年

の際の折襟lとなると考えられる。

（注）

調査補助員 立花正寛 ・波多野徹 ・山 口 文吾・小島敏明 ・大石淳也 ・平本 哲

山木吾昭 ・上畑右一 ・後藤 葬・松元達也 ・三l京 進・山本 健

調査作業民 中西 宏・宇野三紙・木村千代ー ・平回数太郎 ・法貨同郎 ・松本春樹

矢代四一良ll• jド内 悦子・小西すみえ ・木村 一江・I=!下部イクエ・小西 :nu:
西国初恵、 ・巾西ふみ子 ・小川ふじ

調査務理員 岡本美代子・岩田 口一子・村山滋江 ・三木伸子 ・河原早川・iL1本末了

片 山 律了・冬木下恵 ・N上 l清美 ・染野いづみ ・ti 主G(f・大同めぐみ
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3. 近 畿自動 車道 舞鶴線関係 遺 跡

昭和 56年 度発掘調査概要

はじめに

近徽自動車道舞鶴線関係追跡の型政文化財発御調査は，昭和54年度に開始され，今年度で

3年目を数える。

昭和54・55両年度の調査については， 日本道路公団大阪建設局の委託により，京都府教育

委員会が事業主体となって実}jlliしたが，今年度からは，財団法人京都府埋版文化財調査研究

センターが継続して行うこと になった。

同計ltlTI予定線内の遺跡については，昭和53年に行われた分布調査によって，福知山市大字

大内山田から，同長田lζ至る約 15km区聞に， 10遺跡が所在する 乙とが確認されている。

（表 4，第39図）

付表 4 近畿 自 動 車 道 舞 鈎線関連遺跡 一 覧表

手存号遺跡 1',f竜 刃IJ.H与 代 所 在 地 古市 考

1 鍬 TIT城跡城 跡 （中山｜福知山市大字長田小字岩崎 追加l倣認追跡

2 岩崎古杭古 墳古J貞時代 i// り // 

3 :/;・ ITT奇7片墓 i古墓江 I I // // // 

4 7押逃跡竿 終跡；c 弥生～，1,111: I庁，.， ノ・，；； I 
'1i＼小字城／尾他

｜昭和54年度から紋統
今回報告

5 城／尾干片足f 肯 加古墳後期l // // // 昭和54年度調資

6 大 内城跡；城 f11＂；跡弥生～近 j:l:I：。 大内小字平城
｜昭和55年度から継続
今回報告

7 1灸j［寺古基 ｜古 見込 （巾 i±D 11 

8 （~~：~t~〕1 （馴） 弥生～近世｜ 庁

9 洞楽寺古民主I JJ'f r11約 後 期l 庁

庁 小字後正寺

小字後背~他 本年度調査
今回報告

庁小字坪仔l

10 山 田 飴 i跡館 跡（rl I 世） ＇ 庁 庁小宇：大内iii凶
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今年度は，それらの遺跡のうち，大内城 ・後青寺跡 ・宮遺

跡の 3か所について，発掘調査を実施した。後青寺跡につい

ては，今年度初めて着手するものであるが，宮遺跡は，昭和

54年度からの継続調査である。また，大内城跡についても，

昨年度に樹木伐採と測量準備等の予備調査を行っており，今

年度は発掘調査を行ったものである。

調査期間については，下記のとおりである。

大内城跡 昭和田年5月14日～9月30l::l,（一時中断） 12月

8日～昭和57年3月31日。

後青寺跡昭和56年8月18日～9月18日。

宮遺跡昭和56年10月6日～12月21日。

現地調査は，当調査研究センター調査課調査員 松井忠森・

辻本和美 ・伊野近富が担当した。また，調査にあたっては，

日本道路公団大阪建設局福知山工事事務所 ・福知山市教育委

員会 ・岡市史編さん室 ・同企画室 ・福知山史談会 ・京都Jfl中

汁教育局等の諸機関の協力を得た。調査期間中の作業につい

ては，各大学：の学生諸氏ならびに地元の方々の献身的な参加

協力をいただいた。また，調査全般にわたって，宮総代今川

栄一氏，大内総代西駄太氏をはじめ各地区の区長様には，

格別の御高配をいただいた。さらに，埋蔵文化財の保護に理解を示され，発掘調査を快諾さ

第39図近畿自動車道舞鶴線内
遺跡分布図

れた土地所有者の方々および，現地で直接lζ，または間接的に御指導 ・御教示を賜わった方

々に，心より謝意を表したい。

本書は，大内城跡 ・後背寺跡 ・宮遺跡の 3編の調査概報を収録したものである。執筆の分

担については各稿の末尾に明記した。 （辻木和美）

調脊参加者

学生補助員及び整理員

跡部康治 ・阿部悌二 ・金子彰男 ・杉山司郎 ・西口俊郎 ・！桜田

淵 誠 ・松岡宏司 ・1L1本和子 ・iU本頁由美 ・義員lj 敏彦

現地作業員

（大内地区）芦田 勇 ・芦田実雄 ・芦田 弘 ・井上光治 .;JI二上和成

ゴて家 一 ・土家良夫 ・土田 正巳 ・riJ司！｜良太郎 ・中司丈太郎 ・西鉢 一一

つ山口HU
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西~隆雄 ・ 凶鉢種夫 ・ 堀 一三 ・堀 一夫 ・堀 喜太郎 ・劫！ 嘉寿

ital J芯三 ・掘 三次郎 ・掘 俊治 ・掘俊太郎 ・堀 治治 ・剥 ~ l止、

jJnJ 武維 ・掘 竹三 ・堀 宗男 ・掘 好一 ・堀 佐一 ・堀 敏晴

姻 jl博 ・山本 伝一 ・吉田義雄 ・芦田ふさの ・今川智子 ・竹内千枝子

土田かず子 ・土問 幸子 ・土田みちえ ・土田ゆき子 ・土家偵子 ・土田としえ

l宇野千代の ・西鉢 iE江 ・掘 昌子 ・堀 綾子 ・堀忠美子 ・掘 きみ

頻！千忠子 ・掘とし子 ・堀 ノブエ ・堀まきえ ・堀 松校 ・掘みさえ

堀美智子 ・堀ゆき子 ・堀よしえ ・堀あいの ・堀 ヨシエ ・山本すが子

山本美喜子 ・片山サワ子 ・中司てる子 ・堀美津野 ・掘 コトエ ・土田美千代

土l五初＆

（’邑’地区） 今川 ~ー ・ 井上 1J到i ・ 杉山胞太郎 ・ 藤 ｜封 消 ・！桜田 勉

芦田みえ子

今川和美

！族同千代子

位 置 と環境

芦田みさ子 ・井上はつ江 ・井上美代子 ・今川美佐保 ・今川 芳子

杉山静香 ・藤田秋野 ・藤田昭子 ・勝目はるえ ・巌田美行

（順不同 ・敬称略）

むとぺ

今回の掛金対象地は福知山市の東南部に位崖 しており，古代には 「六人部銀I＼」 と呼ばれて

いた地域にある。以ド乙の主では六人部地方の歴史的環境について概述し，地域の特色を他

握しておきたい。

六人部地方は，国道9号線（旧山陰道）と播磨からのjレー トが合流する地点に当たってお

り交通の要衝として古代から重要観されたことは想像に難く なし、。京都 ・丹後ノレートの中間

地点、として重要であったことは，平安「｜コJIJJの小式部が詠んだ「大江山生'h'i'の道のj乏ければま

だ踏みも見ず天の樹立」という歌のrj1の生野がこの地にある ζ とから知ることができる。ま

た， t系磨 ・ 六人古j）の交流としては·i~、生H吾代中期］の宮遺跡から矯磨系の土器が出土している事

実がある。さて，乙のような要衡の地が股史的にはどのように変必ーしたかを以下述べよう。

先土器時代lζ遡る可能性のある迫跡として和田賀遺跡（第40図25）がある。乙乙で採集さ
（注1)

れたチャート製削器が製作技法上から先土器時代の所産である可能性が指摘されている。縄

文時代の遺跡は未だノド分l別だが，武者ヶ谷遺跡から縄文時代草創期の小型丸底土器が出上し

ており，半田遺跡からは後期のjg物が出土している。体生時代になると集結跡、と して宮遺跡

が営まれ，少量の造物が大内城跡や第40図16の散布地で認められることから，集溶と耕地，

キャンプサイト が中期頃lζ経営されていたらしい。
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古境時代lζは他地方と同機後期になると多くの古墳が造営される。今年度調食した後背寺

跡では6世紀初めの木位直葬基が発比され，古境の中ではもっとも古いH与期の資料となった。

6位紀中頃lζは六人部地方唯一の前方後円墳である男塚が造られ，ζ れ以後一丘陵一基程度

の割合で造られるらしし、。 しかし，乙の状況は大内 ・宮の周辺にのみ認められ，竹田川を越

えた所には，庵戸山古境i洋や境谷古j員J,1-fが造営される。単墳と:m集境が1つの川を挟んであ

ること は， この－~1；が有機的に結びついていたと仮定すれば， 身分の差異により基域の選別

が行われたと解釈できる。

奈良時代になると多保市廃寺が造立されたらしい。平安時代には文献史料から六人部庄と

いう荘園が経営されていたことが知られる。 なお本家は八条院，領家は平頼＇！＆であった。今

年度調査した大内城跡はこの時期lζ館として機能しており，平安末期の機相の一端が明らか

となった。鎌倉時代になると宮遺跡の南方のー画に，7 ウンドをも った中世の基が造られ，

墓（村） ？堂も｛井設される。

室町時代lζ人ると，大内城や奥谷遺跡が経営され，同末期になると，田野（福岡）城，大

内城（特に丘陵端の邦），城山城跡，多保市城跡が造られ，一村に一郭という割合で城館が

営まれる。なお，規模は40m前後の台形に土塁や空掘をめぐらした単郭がほとんどである

が，多保市城跡だけは3つの平坦面で構成されているO （伊野近富）

各遺跡の調査概要

(1） 大内城跡

1. 調査の概要

大内城跡は西へのびる 幅約 100mの丘陵地を幅 lOOm，上えさ !100Ill （ζ1-iーって人為的（ζ改革主

し，城としたものである。調査前の観察によれば土星や空掘がめぐり，揺ぐるわなとも良好

に認められる中世の平山城と考えられていた。なお，成三井善布氏は大内城にある郭が西部と

＊部とでは統ーを欠いている乙とを指摘し，東部は「長旧野を合めた六人吉ll一帯を支配した

1!:1代家族の屋敷跡」と推定されていた。

調査地は大内城の点在1；のi詞北約 lOOm,},kif.§ 45m前後の地域であり，大内城全体の約10分

のlが対象となった。なお，標高は70m台で谷の水田面との比高差は約 20mである。

調査は，まず全域を道路のセンター杭を利用して 4m方画の地区を設定することから始

めた。そしてζれを基準に幅 1.5mの 卜レ ンチを設け層序の出握lζ努めた。その結以， l釘蝕

土（数cm），黄栂J色土（20～30cm),/I音m色土（0～20cm），赤褐色土（地山）の土層が確認で
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24 23 

5m 

第 41図 北部 土 主主 ・空 掘断 面 図（Kライン 2.5m東）

1.腐蝕土 2黄色土（第2期整地層） 3.黄褐色土（第2期土星） 4.黄褐色砂質土 5.暗黄褐色土
6.暗褐色土 7.暗黄褐色土 8.暗茶褐色土 9.黄栂色土 10.暗褐色土 11.暗茶褐色土 12.赤褐
色粘質土 13.階黄褐色土（黒色土混入） 14.黄褐色粘質土（地山） 〔4～10はSD06埋土〕〔11～13
は第1期土塁7

きた。ζの段階で溝や柱穴などが発見され， ｜！音褐色土からは多量の陶滋器が出土した。この

ため調査地全域を順次調べることとなった。

2. 検出遺構

現在までに検出 したm構は，掘立柱建物跡9棟，；）／：」戸 2基，集石遺構4か1iJ'i'tJ!J 4 条， 土~.

空堀，墓 2基，土旗，柵3条以上などである。乙れらは黄褐色の整地層によって大きく 二H寺

期に分けることができる。今，整地層の下から検出された一群を 「第 1期」とし，整地後の

一群を「第2期」と呼ぶ。丘陵北端で検出された土塁と空堀の観察によれば（第41図参！！日），

現在認められる土塁の下に低い土設があることが判明した。更に低い土塁の内側には幅 3m

の空堀が埋没している乙とも判明した。現土塁が第 2期l乙埋没した土塁と空堀が第 1矧に

対応する。

第1期は，出土遺物から平安末～鎌倉初期と考えられる。8棟の創立柱建物と，これを防

衛lする形で南北両端に土塁や空掘が造られており ， 館的な要素が強いII与J~j と把握できる。引

在目に止めることができる第2期土塁の下には必ず第l期の土塁と空掘が認められるので，

第 1Wlから北辺 lOOrn，南辺70rnの台形区闘が形成されていた らしい。なお，東半分lζ建物

群は集中しており台形区画のIやでも「佐み分け」が行われていたらしい。以 ドは主要迫構の

概要説明である。

連物 1 南北5間×東西4間 (12m×9.6rn）。柱聞は8尺等問。柱穴は一辺約30cmの方

形掘形をもち，現精査聞から 30cm の深さがある。 なお底には平石を据えている。総柱建物。

建物2 尚北6間×東西4間（14.4m×9.6m）。柱聞は8尺等問。柏穴は径 30cm程度で

円形。総柱建物。

建物3 南北4間×東西6間（9.6rn×14. 4m）。柱聞は8尺等問。南側には7尺と2尺の
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張り出し部（脂）がつく 。一部建物2と連結していた可能性がある。また北西部には2尺の

張り11¥し部がつき，北東部は建物4と連結していた可能性がある。総柱建物。

建物4 南北2問×東西3間（4.8m×7.2m）。南側は先述したとおり建物3と連結して

cート

柵 1 l ,-., 
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第 43図 逃構 平面 図（略 測）
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いた可能性がある。また北側は後述する建物6と連結していたらしい。

建物5 南北5間×東西 2間以上。柱聞は西部が7尺，東部が8尺である。南北は8尺等

問。南側に 2尺の張り出し部（閥）がつく。総柱建物。

建物6 南北4間×東西4間（9.2m×9. 2rn）。位聞は 8尺等問。総柱建物。北側に建て

替えている。古い方をA，新しい方をBと呼称する。先述した建物4と建物 6Bとは一部の

柱を共有しており，同時期と考えられる。

建物7 南北 1間×東西3間（2.l～2.4m×7. 2rn）。柱聞は7～8尺。

建物8 南北 2間×東西4間（4.8m×9.8m）。柱聞は8尺等問。

井戸 2 一辺約 2rnの方形。深さ l.8m以上。木枠があったと考えられるが迫存してい

ts. V、。

満 1 幅0.6～0.9rn。現存の深さ0.3m。「LJ字状に屈折。建物3の雨落ち講か。但し伴j

折した部分は建物3の下に隠れており，雨落ち溝としての機能が果されていなし、。したがっ

て，建物3が点西 5間であった時lζ造られた溝であって，その後，建物を東へ一間分建て増

ししたと考えたい。

柵 1 建物 1を台形状lζ阻む北辺約38m，東辺約44rnの柵。柱聞は6～ 9尺で7尺がもっ

とも多い。なお，出入口と思われる箇所が南東隅にある。地形的には北酋隅が低くなってお

り，とζlζ通路を想定することもできる。南西隅が幅狭くなっているが，この柵の外側には

白色の円磯（5～10crn大）が径 12rnの円形に露出している。層位的に 40crn程度下位にあ

るべき土層が第 1期遺構面に露出していることは，かつて地形の高い所があって，これをカ

ットしたためド位にあるべき土層が露出したと考えられる。つまり，柵lを構築した頃は白

色の円「擦が坂出した箇所に7 ウンドがあり，乙れを避けて柵を構築したのではなかろうか。

土域 1 一辺約 2mの方形。深さ 30cm。底面に完形の瓦諒椀や即l,土師器皿などを整然

と弧状に並べており，その中心には瓦器盤が置かれていた。

土塁 1 幅2m，高さは第 2期の土塁で削平され不明。空堀 1を飽削した際の排土を利用

し土塁を構築したと考えられるので，往時は50cm程度の高さはあったらしい。

空堀 1 幅3m，深さ 0.51110土層は3層認められる。上層は第 2期整地層である黄褐色

土。中j醤は炭を包合する黒褐色土。下層は完形に近い造物を包含するl倍燭色上である。

土塁 2 調査地南部にあり，空堀 2を掘削した際の耕一土を利用したと考えられる。幅lm, 

高さ30cm0

空堀 2 幅3m，深さ 30cm0K区で途切れる。人口か。
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土塁3 幅 lm，高さ 30cm。黄褐色二！。

空堀3 幅3.2rn，深さ 20cm。埋土はII音褐色。

ピット 1 14L区。直径30cm，深さ lOcmの円形。

小 結

以上のように，整然と配置された遺構訴を確認する乙とができたが，これらは新旧の2段

階に分けることができる。つまり，古段階として建物 l，建物5，建物6A，羽田 l。新段階

として建物2，建物3，建物4，建物6B，建物 7，溝lである。土塁と空堀は古段階に造

られ，新段階l乙泌棄されたと考えているが，あるいは南側が早く廃棄され整地されて，北側

のみ新段階まで遺存した可能性も，埋没した土師器皿の形態差から考え られるかも知れない。

新旧関係の直接的な似拠としては，柵l→満 l，建物 1→チ｜一戸2の切り合い関係がある。

この事実により羽田 l→建物3，建物 1→建物2の新旧関係がわかる。 また建物の構造上のつ

ながりで建物 1＝建物4・建物6l3と考えられ，有IPの東辺を意識した建物 5が古段階であ

る可能性を指摘できる。建物7については，他の建物との関係では新段階が妥当だが，相111

の南部の張り出し部に注意すれば古段階とも考え られる。

なお，調査地の南西部及び土域 1付近lζは暗褐色の造物包含層が30～50cmの厚さで堆積し

ている。乙れは窪地を平らに整地した際の土層と考えられる。乙の整地層の上から土：妓1が

掘り込まれるが，乙れには新段階の土器が整然と据えられていた。意図的な埋納状況を平安

時代の文献にみられるような建て替え時の祭りの痕跡と考えれば，新段階に地鋲祭が行われ

たとも解釈し得る。乙のような祭杷の状況は，建物鮮の柱を抜き取った穴にも完形の瓦器椀

や土師器fillが埋納されており，当該地では普遍的lζ認められる。腐朽し易い建造物であった

ためか，廃棄と再生を繰り返しながら生活した往時の人々の意識構造が祭りの痕跡を通して

我々に語りかける好資料である。

埋土は第 l期古段階が灰樹色土や暗偶色土が多く，新段階は炭を合む思尚色土がほとんど

である。

第2期は.i:l:l土造物から鎌倉後期～室町末期と考えられる。全体を黄燭色土で盛土し，そ

の際法い窪地となっていた第 1期の空掘を埋めたて土塁部分は更に数十cm/CJく盛って整形し

たことが認められる。

建物 9 南北4間×東西3聞（7.2m×6. Sm）。柱間は約6尺。也側に 2凡の閥，北世［IJlこ6

尺の閥がつく。更に 7尺の廊が北廟につく（中門廊）。柱穴からの 出土迫物から鎌倉後期と

考えられる。なお，柱穴は黄褐色土の整地層lと切られており，整地直前lζ営まれた建物であ

るので，あるいは第 1期遺構とすべきかも知れない。しかし建物構造や規則性にはそれとの
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脈絡がなく，したがって第2期の範囲に入れた。

井戸 1 一辺約2.4mの方形。深さ0.6m。水漏れ防止のため底面には粘 卜を貼りつける。

天水を溜めるためのものか。

土主主 調査地の北端では現存高0.4m，幅 2.6m。崖下3.5mまで人為的に整形している。

その傾斜角は約42度である。

相ぐるわ 調査地の南端にあるi問 4mの平坦地。」この平坦地との比臼差は 2m。凋命地

外へも続いており，台形区画の三方をめぐる形となっている。

第 1J明から第 2.llJJにかけて造営されたものとして墓 1と墓 2がある。

基 l 東西70cm，南北 lmの長方形。深さ 20cm。穴の内側は焼けており．火葬されたも

のか。頭は北向き。13世紀。

墓 2 調査地の東北角にあり，城の占地から言えば応門の地に当たる。潟により lOmの

墓域を設定し，その1pに東西 6111，南北1.5mの小墓域を設定している。小墓域は平らな石

(40cm×30cm）で外枠を決めている。少なく とも 3体は 埋葬されていた らしい。中央部に 14

世紀前後の丹波系裂を問問し（火葬）その上に中国製褐和l宣言や五輪塔が据えられていたらしい。

また東側には南北朝頃の須恵器ねり鉢を蓋とし，土師器鍋を厳骨器としたもの，回-OllJiζは須

忠器三耳壷の上lζ丹波系すり鉢をかぶせたものが発見された。

3. 出土遺物

整理箱でが1200箱出土した。乙の内第 1期のものが805ぢ以上を占める。

第 1J切に伴うものは，エL器椀 .llil・盤，土［！市器皿l（高台つきあり）' LJ I国製白磁椀 ・山，肯

磁椀 ・山，百白磁合子 ・小宣，魚住系須恵器ねり鉢 ・斐， 三同系須忠器ねり鉢，常滑系3主，

滑石製鋼，鉄製鍛などである。

第 1期j古段階lζ属する ものとしてピット 1がある。この中に小皿14枚，中国6枚が埋納さ

れていた。平均口径は小山8.8cm，中皿14.8cm0大皿の外形は口縁部を上下二段に百ってヨ

コナデしたもの 4（第44図 2），一段ナデのもの 2が認められた。色調は淡褐色系であるc 在

地十－~と考えられる。 小川lは口縁端部を介形気味 IC収める ものである。建物 1 から出土した

こ卜J:1!i？.日JI!lには丙iflつきのものがある。しかし，両台の千J1ITTで形態的lζ違うわけではなし、。3

は口径9.lcm，器高 2cmである。 4は口径 13cmと小さい。これは小破片であるため参考程度

に止めておくべき資料である。なお，口縁端部の内側が）］巴厚しており.II台上も精良である ζ

とから平安京から運ばれてきた可能性もある。色調は淡柄色。

第 l期新段階lζ属するものとして，土城の資料がある。8の土f11!1器 IJJlは 口径8.8cm，器店

1. 6cm。色調は淡禍色。 9のi:JJrmは口径 11.!¥cm，口縁端部が肥厚する。 lOの巾rmは口径 13.8cm, 
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」~

~ 

＼～ー」~8
ノ4 ミ診
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。 20cm 

第 44図 iii 土遺物 実 測 灰 ｜

S Kl28; 1・2, SB; 3・4，第2期整地層； 5・6・22,S E43; 7, S X248; 8～17, S Dl59; 18～ 
21〔土師探1～4・8～10・20・21，須恵器鉢：18・19，瓦器椀：14～17，青白磁合子蓋：5,同小山：6,
白磁椀：7・2・13，背般椀・11，越前系護 ：22〕
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器高 3cm，口縁端部はややすぼま り気味。いつれも口縁端部を一段ナデしたもので，ピット

1のこ｜二師器皿より後出するものと考える。 11は能泉窯系青磁椀である。12は大宰府lζ於ける
（注3〕

横田 ・森田分類の白磁椀 V4K相当する。内面lζ締状工具で化文を肱しその上に 圏線も

施乙す。胎土は灰白色。 13は前掲分類の白磁椀W類lζ相当する。胎土は黄白色で焼成不良。
（注4)

外面 下半無粕。瓦器椀は程一々 のタイプがあるが大まかに見れば橋本久和氏の孟う丹波型の範

院に入る。氏は兵庫県の篠山盆地をL卜I心とした資料で型を設定されている。口縁部が太いこ

とと，！長径が口径lζ比して他の類型より大きい乙との 2点に注目すれば，丹波型の設定は妥

当と言えよう。14は口径 13.Scmと小さい。外I函の斗l央部に爪痕？様の圧痕がある。内面見

込み部分にはジクザクH音文がある。15は典型的な丹波型込L器椀と言える。内面見込み部分と

も磨滅しており調整は不明。

溝1から出土しfこ土附器皿は大 ・小とも口縁端部を台形気U;f;Iζ収め，面取りが施されたも

のである。 20は口径 8.6cm，器高 1.7cm。21は口径 1'1cm，器向・ 2.Scm。口縁端部をややつま

み上げている。18は須店、器ねり鉢である。小ぶりの鉢であり，口縁端部もシャ ープなもので

あるので束幡系とは考えにくし、。 19も須店、器ねり鉢片で東播系か。

この他lζ第 1期lζ属するものとして青白磁合子蓋（5）と小至宝（6）がある。5は平型合

子の蓋で，天井部lζ草花状文様を施こす （型造り）。 6も型造り。7は今回出土した 中国製

白磁椀のI)Jでもっとも多いタイプである。なおこの時期の輸入陶磁器は約 800片出土してい

る。

第 2:JIJJに属するものと して22の越前系整がある。赤福色で表面がザラザラした陶器である。

南北朝頃。 乙の他土fJrjj器皿 ・陶器鍋（赤色） ・丹波系斐 ・越前系斐 ・査 ・東播系ねり鉢 ・瀬

戸灰粕 ・鉄刺瓶子 ・おろしと！Jlli・天日茶椀 ・染付 ・絞J勅琵がある。14世紀lζ比定できるもの

がもっとも多く 司15・16世紀に属するものは数 卜点lζ過ぎない。

乙の他第2期整地層からIi＇，－／こしたものとして Ill銭（開元通宝 ・元豊通宝 ・政和通宝），鉄

万がある。

4. まとめ

以上のとおり当初の予想を大きく上まわる成果があった。乙の報告については次年度以降

に発刊する予定であるので乙乙では要点を列記し，今後の指針と したい。

(1) 第 1期古段階は柵1の存在によって司内郭の 2重構造のあったととが判明した。これ

は建物1を巾心とした防御胞設の強化という事と共l乙居住した場合の「｛i：み分け」という

意図も考えられる。

(2) 第 1期新段階は防御施設の一部（相111）を省略 し，丘陵の幅一杯を使って建物を配目
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する。建物同士は廊下で連結していたと考えられ，居住性を重視している。乙のような建物

配置の類例としては「法然上人絵伝」の漆間時国の住宅などがあり，地頭級の館跡である可

能性が高い。なお，鎌倉時代l乙属する絵巻物には中門廊が捕かれているが，当該期lζは認め

られない。これを時期差と考えるか，同時代でも中門廊の有無があったと考えるかが問題と

なるだろう。

(3) 第 1｝切に伴う膨大な土器は丹波地方の編年作業や，当時の生活様式を考える上で重要

な資料となり得る。また大量（800片以上） Iζ出土した中国製陶磁器は当時の流通機構を考

える上で恰好の資料となった。

(4) 第 1期の遺構には祭杷lこ関連すると見倣し得るものが多L、。これらは柱の抜き取り穴

や構 ・方形土旗lこ整然と据えられた状態で発見された。これを建て替え｜時の地鎮祭の痕跡と

考えれば，当時の人々の精神生活までも言及する乙とができる。

(5) 第 1期の段階は文献史料から言えば，六人部荘として権門勢家lζ寄進された段階であ

る。本家が八条院障子内親王，領家が平頼盛（池大納言）であった。平氏は中国との貿易を

積極的lζ押し進めたことは史実に明らかである。当該地で発見された平安末期の膨大な中国

製陶磁器はこのような貿易を通して運ばれてきた可能性が高い。したがって，第 1期の遺構

群は六人部の荘官の館である可能性が高い。

(6) 第2期は城として造替されている。第l期とはおよそ百年ほどの空白期聞がある。造

替した者が六人部荘と関係するか，土豪と考えるかが問題となるだろう。

なお， 第 2期末期頃の有様がわかる文献がある。江戸中期lζ編さんされた『丹波志』には，

「古城古主城大内村 古城地平ヲ城ト云，古主堀上総進貞次」とあり，乙の堀貞次が大

永年中 (1521～1527年）に城を造ったとも書かれている。小字平城という地名からも調査地

周辺が「平ヲ城」に相当する乙とは明らかである。また 『古城血l；見取図巻物J]Iとも同様の記

事があり「元亀三（1572）年堀金谷藤原広正 為口赤井が落城」 と書かれている。 以上の記

事を信用すれば，掘貞次が16世紀前葉lと城を造り，間後葉lζ掘広正の時兵席県黒井城主赤井

氏lと滅ぼされたこととなる。

上記の記事と調査地の状態を比較検討すると，調査地から16世紀の造物はほとんど出土し

ておらず，乙の点から言えば 「城」としての機能を果していたと考え得る。 しかし， 現段階

では丘陵端にある40mの規模をもっ台形郭が乙の記事と合うもので，調査地はほとんど使わ

れなかったものと考えたい。つま り大内城は東西400m，南北100mの規模を有するが，幾世

紀l乙亘る造機I詳の集まりによってこれほどの規模となったもので，第2期末は丘陵端のみ使

われたと考えたい。
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（注5〕

今後城郭史 ・植生 ・地質 ・文献の各分野と共同研究をし，遺跡の性格を明らかにしてゆき

fこし、。

なお，炎天下や降吋の中で調査に従事された地元の方々には大変お世話になりました。記

してお礼申し上げます。

(2） 後青 寺跡

1.位置

（伊野近富）

後青寺跡は，福知山市の南東約 7kmの兵庫県境にほど近い竹旧川右岸の丘陵地にある。

同付近は噌大内川と呼ばれる山聞の小河川が狭l盗な谷平野を形成しており，木遺跡は，そ

第 45関周 辺 地 形 図
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の谷平野に派生した正陵尾根端部の標高75m付近に位置する。乙の尾根の約 150m離れた一

本北側の尾根上には，大内城跡が存在する。

2. 西地区の調査

］． 外形

現地には，土塁 ・空堀や人為的な階段状の平坦面が良好な状態で観察される。土塁は，西

側と南側および丘陵に続く東辺の一部にめぐらされているが，北側部分については欠いてい

る。北側は，現在も崖状の急斜面になり，崖下を小尾ヶ谷川と呼ぶ谷川が流れている。

すなわち，乙の部分は地形上天然の要害になっているため，土塁は省略されたのであろう。

南側は，傾斜のゆるやかな浅い谷状地形をなしており，現在，乙の凹部に111道が通じている。

B 

c 

D 

E 

F 

G 

H 

K 

L 

M 

N 

。
p 

~ μ「

e、
♂占

。。
、二コ ロ

。L/ 

¥ 13 ¥ 12 ¥ 11 ¥ 10 

。。。
西地区

5 I 4 。

第 46関調査地位置関
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近畿自動車道舞鶴線関係遺跡

丘陵登口にあたる西辺の中央に入口を設け

る。西辺の土塁は特に残存状態が良く ，土塁の

外側にめぐらされた空堀と土塁上端の比高は最

大約3mを計測する。土塁の幅は約 6rnを測る。

との西辺長さ34m，南辺長さ 26mの土塁線で

固まれた略台形の内郭は，面積約 730m2ほどの

平坦面になる。（第45図）

当地に関しては， ζ れまで周辺に「後青寺」

「後正寺」の小字名があることから「丹波志』

に記載される同名寺院の故地に比定されてきた。

今回の調査によって，館跡の可能性が強くなっ

たが，乙乙では従来より の遺跡名にしたがって

おく 。

2. 調査の方法と経過

調査に当って，まずこの平坦面を道路予定敷

のセンタ ー杭を利用して 3m方眼に区画し，全

＠ i或の地区君主lを行った。当平坦部は，後述する古

切

ヨ

ミ1~

-i 

。
ョ

第47図調査地（西地区）土層断面図

∞ 

1.腐食1!土（表土） 2.黄禍色土 3.灰褐色土
4.暗茶褐色土 5.灰黄褐色土 6.淡黄褐色土
7.陪褐色土 8.黒褐色土 9.灰黄色土 10.

黄褐色土 11.黄色土 12.暗黄褐色土 13.

暗茶褐色土 14.階褐色土 15.暗黄褐色土
16.11音褐色土 17.灰黄色土（地山）3～10土塁
築成土 16.掘埋土

境検出地点と区別して（西地区）と呼ぶ。

次l乙 中央部lζ十字iζ卜レンチを設定し，抱

り下げを開始 した。その結果，表土下10～20cm

明白ですぐ地山面lζ達した。その後，発偲区域を

拡張し，調査範囲外の西側部分を残しでほぼ全

域を発掘した。

3. 検出遺構（第46図）

調査地の北側部分で多数の小ピッ トを検出し

た。 しかし，これらは埋土からみて，建物の柱

穴跡とするよ りも，木板等の抜き取り穴と思わ

れる状況であり，当初予想 したよ うな建物の存

在を示す遺構は，検出できなかった。

ただこの西地区の平坦面では，小人頭大の石

材が，所々に転がされていたのを，調査前の外
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形観察の際確認しており．あるいは，これらの石材を台石にした簡単な建物が存在した乙と

も考えられる。

土塁の調査 土塁は，築成状態を知るため南 ・東辺の 2か所で断ち割り調査を行った。そ

の結果，南辺土塁の斜面下方から幅 lm程の空堀を検出 した。乙の空堀は，西辺土塁の外側

をめぐる空掘に続くものと思われる。 （第47図）また土塁断ち割りの際． 築成土中から古墳

時代の完形の須恵探杯身が2点出土した。後述する古境の存夜が示すように，もとこの平坦

面上にも古墳があり，それらを削り取って土塁が築かれたものであろう。なお，弥生土器の

破片が少量出土しているが，それらが伴う遺構は検出していない。

4. 出土遺 物

瓦質のすり鉢 ・染付茶椀 ・美濃系天目茶椀などの近世陶磁器類の破

片の他，前稿で述べた須恵器杯身 2点と弥生土器片等があるが，量は

きわめて少なし、。この他，北末銭の景徳元主 (1005年初鋳）が， 1枚

出土している。（第48図）

3. 後青寺古墳 （東地区の調査）

l. 調査の経過
第48肉 景徳元宝

上記西地区の背後の東側尾根上に 卜レンチを入れたところ，古噴の埋葬主体音［lを2基検出

した。当地点は，調査前には，寺跡lζ付随する墓地等の存在を想定していた場所である。尾

恨の稜線上を山道が通じており，現状では，古墳の存在を示す顕著な盛り上がり等は認め ら

れなし、。本古墳は，当地の小字名をと って後青寺古墳と呼称する。

2. 外形と規模

尾恨の周辺に入れた 卜レ ンチによって，当古墳は地山面l乙盛土を行って築造されているこ

とが判明した。 しかし，地形の変形が著しく ，正確な規模を確認するには至らなかった。現

地形には， 南側斜面にわずかに段状の傾斜変換点があり，これがもとの墳正の痕跡を示すも

のと似定すれば，当古墳は， 約13m前後の規模をもっ円墳ないし方墳に復原される。 尾根斜

面の ド方に入れた 卜レンチでは，主体部を検出した地点から約lOm離れた所で浅い掘割状の

落ち込みを検出した。埋土の状況では，西地区lζ係わる施設とするよりも，古墳に伴う可能

性が高い。これによってもう一度古墳の規模を復原すれば，径20m前後になり，大きくなり

すぎる感がある。乙こでは， 乙の溝状遺構について，墓域を区画する溝の可能性を考えてお

く。なお，調査部分については，葺石 ・植輸等は，一切認め られなかった。

3. 均1葬施 設

後背寺古墳において検出した 埋葬施設は2か所あり， いずれも木棺の直葬墓と呼ばれる
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ものである。西側のものを第 1主体部，東側のものを第2主体部とする。

（第l主体部）

尾根lζ平行して長軸を置 く。,j{;

グ物物＇

らも

〈三

。
、』

『
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。

E
山
口
由
け
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911 49 ~J 第 主体制l
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の大きさは，長さ 2.5m，幅0.55m

を測り，平面形は長方形を呈する。

調査に人る以前（乙 上面はかなり

削平を受けてお り，表土の腐食k土

をはずした段階で須忌器の上面が

蕗れた。このため，深さは約 lOcm

程が遺存するにすぎない。棺を安

置する墓域等のヂ11ぽは不明である。

結底は，東端が長も高く ，西lζ傾

斜する。

棺東端jで一括の須Ah（器類を検出

した。それより凶ブjには鉄鉱類が

絶壁竺包

~I 隠

1 ヲぐミk

。 1m 

第50図第 2主 体古II
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みられるが，配置は乱雑で一定していなし、。西端には，鉄斧と鉄万子を置く 。須恵器は横転

し，若干棺底から浮いた状況であり，おそらくは棺上に置かれていたものが棺内に落ち込ん

だものと思われる。（第49図）

（第 2主体部〉

第 1主体部の北東で検出した。これも，遺存状況が悪く ，棺底に近い部分を残すのみであ

った。棺は，長さ1.73m，幅0.52mを波Llり，平面は長方形状を呈する。

副葬品は，棺の南端部に土器の一括が置かれていたが，前者のような鉄製品類はみられな

かった。（第50図）

4. 出土造物

出土造物には次のものがあ る。

第 1主体部

須 J$!.；器 t~~ 身 3点 （第51図－ 1)

杯 蓋 3点、 （同 2)

台付短顎壷 1点 （同一 4)

蓋 1占 （同一 3)

E邑 1点 （同一 5)

鉄製品 鉄 鍬

平根式 2本 （同一 7・8)

尖根式 7本以上 （同 9～11)

鉄 斧 1点 （同 12)

鉄 針i 1占 （同 13)

鉄万子 3振り以上

第2主体部

須恵器 1'1~ 蓋 2点

初i 身 1占

土 自rli 器 出子付鉢 l占 （第51図－ 6)

これらについて今少し説明を加えると，須恵器杯身は， 立ちあがり部が高く ，底部のへ ラ

削りの範囲も広い。杯蓋は，天井部と口縁部との境が稜をなすもので，杯身と同様，口縁端

部に段をつくる。台付短頭蓋とつまみ付蓋はセットである。砲は，口縁部上半を打ち欠く 。
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鉄鉱は，平根式と尖似式の 2種有り，尖狼式lζは訣りを有するものと，挟りが無く柳葉型の

形態をもつものに分類される。鉄斧 ・鉄鎌は，やや小型の部類lζ属する。

ヨヘ1 手 当3

。

7 

時

20cm 

8 

12 

。

4 

~~~ 
¥¥'-'¥¥,,I 

＼ 賞、 ~~ \Ill'
＼、k' 

第 51図 後背寺 古墳 出 土造物
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4，小結

(1) 西地区からは建物跡の遺構は検出されなかったが，出土造物から，近世初頭lζ築造 ・使

用されたととが判明した。

外形上は防御的な色彩が濃く ，寺跡とみるよりも城館跡とする方がふさわしいものである。

すなわち，本遺構を戦国却jの城館跡と想定し，本来の後青寺の助、については別の地点lζ求め

たい。（おそらくは丘陵登口の平坦面部か ？）

同様な構造をもっ一辺30 mから40mの土塁と空堀で固まれた単宇15の城館跡は， 当六人自I~谷

周辺でも現在のところ 8か所程度知られており，ほほ現行の大字単位に， 1個ないし 2個の

割合で分布している。

乙れらは，日常の居城としては内部の面積が狭く ，そのため戦乱等の緊急H与においてたて

こもり，一時敵の攻撃を防ぐための施設としての機能が想定される。内部の建物等も臨時的

で簡単なものであったろう。乙の種の城館跡の，発掘を伴う調査はζれまで少なく ，今後，

集格との段j連やそれらを築造した階層（百姓名 ？）等について文献史等の調査も合わせて実

施し，その成立の意義を考えて行きたし、。

(2) 古墳の検出は当初予期しないものであった。前述の「城館」の造営によって大きく削平

されており，全体の規模 ・外形等不明な点が多い。副葬された須恵器の型式から， 6世紀初

頭頃の築造時期が比定される。 2基の主体部の構築順序については，占地からみて第 1主体

部が先行するものと考えられるが，土器の型式には差は認められない。当大内周辺において

は，現在のところ最も古い時期に属する古墳の一つであり，今後，当地域の古墳時代の様相

を考える上で重要な資料となろう。 （辻本和美〉

(3） 宮遺 跡

1 位置

国道9号線に沿って流れる土師川西岸には，｜菊から北へ延び、る最高峰 311111の比較的低平

な丘陵地形が続く 。本逃跡は，その先端部に位置する 。現水田面からの比高は約30m で，

丘陵縁辺は崖状の急斜面になっているが，当遺跡の立地する標高 50～60m付近は比較的な

だらかな段丘面が形成されている。またイJ近は，丘陵下の谷平野を見おろす景勝地である。

2. これまでの調査の経過

当遺跡は，昭和54年度lζ範囲縫認のための試掘調査と，同地内lζ所在する城ノ尾古墳の発

掘調査を実施した。その結果，弥生時代から中世に至る各時代の造物が出土し，東西 150m,

南北 200m に及ぶ広大な遺跡であるととが判明した。また，城ノ尾古墳の周辺に入れた 卜レ

ンチから，弥生時代中期の方形周溝墓 2基と多量の際石と瓦器を含む中世の満を検出した。

円，

b



第 52図
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昭和55年度は，上記の成果を基にし，fl任和55年4月17日から 6月末日まで， 調査地の残余

の分の試掘調査を行い，昭和田年 1月19日から 3月27日まで，B・C・Dの各地点約 1,100m2 

の面的な発掘調査を行った。（第52図）

55年度（後半）の調査については，前回期間の関係上，詳しく述べることができなかった

ので，以下，その概略を若干述べておきたい。

昭和55年度 （後半）調査の概略

前年度の試掘調査の結果でも明らかなように，過去の開墾などによって周辺はかなり撹乱

されており，遺構の保存状祝はかならずしも良好ではない。そとで，調査にあたっては，グ

リッド掘りによって追構が検出された箇所を中心に掘り広げて行くことにした。

(B地点）は，城ノ尾古墳の北西約 30mの斜面下方に位置する。試掘調査時l乙弥生土

器を埋土に包含する幅約 lm，深さ 50cmのU字講を検出している。今回の調査によって溝

はL字形に1ll1るζ とが判明したが，西端は中世時期の撹乱によって削平されており，北側部

分も，屈曲部から約 4mのところで途切れてしまいその性格については明らかでない。調査

地の西側ljからは，瓦器椀1個と土師血を埋納する，長さ1.2m，幅0.4mの浅い土墳を検出し

。 5m 

第53図 1号住居跡平面図

た。（第58図3）その形態から， 中世の墓と考えら

れる。出土の瓦器椀は丹波型の瓦器のなかでは終末

に近い時期に属するものである。

cc地点）は，今回調査した地点のなかでは，最も

標高の低い場所に位置する。試制調査時に，中世時

期の井戸状の円形土撲を確認しており，周辺に同時

期の生活跡が存在することが予想された。今回の検

出遺構としては， 等高線に平行する， ｜幅約1.8111,

坦 深さ 60cmの断面U字形の講や石組をもっ池状の凹
L 

地，および現代の耕作講が確認されたのみである。

U字講については，溝埋土から造物が出土してい

ないので時期等は明らかでない。しかし，位置・規僕

からみて，本地点の南西約70mに所在する中山館跡

lζ関連するものと思われる。また，試掘調査時にも

縫認されたが，A・B両地点と北のD地点を結ぶ線の

中央付近から西側にかけては，谷状の地形が存在し

たらしく，その延長線上に当る池状の凹地部では湧

-104 
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第 54図 D 地点南部 遺 構 図

第 55図弥生泌土 層 断面図

1.1暗縞色土（表土） 2.黒褐色土 3.0音茶褐色土（以下溝埋土） 4.1皆黄褐色土 5. u音茶褐色土

6.1情茶褐色土（炭 ・黄色土混じり〉 7.1培褐色土 8.黄褐色粘質土 9.暗褐色土 10.黒褐色土

（土器 ・炭多い） 11.暗褐色土（レキ含む） 12.11音茶褐色土 13.暗茶褐色土（12fζ類似）

14.茶褐色土
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水が盛んであった。当地点からは多数の弥生土器片が出土したが，すべて表面の磨滅が著し

し上方から流されて来たものと恩われる。

(D地点）は，遺跡推定範囲の北東部にあたり，北西に向かつてなだらかに傾斜する丘陵

の先端に近い場所に位置する。周辺は，現在栗の植林が行われており，耕作土下約20cmの比

較的浅い部分で地山面に達した。木地点からは， 弥生時代の竪穴住居跡2棟 ・かまど状の焼

土面 ・方形土旗 l基 ・溝状迭構2条のほか，多数のピッ ト辞を検出 した。

竪穴住居跡は，調査地の北と南の 2箇所から各 1棟検出した。北側（L8区） の住居跡 (1

号住居跡）は，東側が調査地外になるため西側半分しか検出していないが，直径約6.5m前

後lζ復原される。中央lと炉跡状の焼土墳があり，その周辺の床面から柱穴状のピットが多数

検出された。これらの状況からみて，おそらく同一場所で数回の建て替えが行われたものと

思われる。住居跡の埋土や床面近くからは，土器片の他，石鍍2点や石器の削り屑が多く出

土した。おそらく，石器類の製作に係わる住居跡ではなし、かと推定される。 I9区で検出し

た竪穴住居跡（2号住居跡）も，斜面の下位は削平され，高い方のみにかろうじて三日月状

に周壁が残されている。復原径は7～Smを測る。 l号住居跡、と問機，床面には多数の柱穴

状ピットが遺存しており，数回の建て替えがうかがえる。

本住居跡は，後述の溝が埋まった後作 られているととが，切り合い関係でわかった。 （第

53・54図）

議は，調査地の17区～19区にかけて等高線に直行する形で検出した。満帆は以大 2.2m, 

深さ約 l.3mを測り，断面は逆台形を呈する。（第55図）調査地内の議北縮から，北凶約40m

の延長上でも，泌が続く ことを催認した。斜面上方の南側では，洪積台地の硬い磯届からな

る地山面を掘削している。議埋土から安 ・喪などの多量の土器片の他，磨製石斧 ・石包丁

片 ・石鍬等の石器類が数点出土した。滋の上面には，先の 2号住居跡が作られており，本構

は似られて後，比較的短い期聞に埋没したことがうかがえる。役割については，f!I水等の他，

Jg)；ゃ他の部落からの侵入を防ぐ防御区画のために制られたものと考えられる。また，LS区

からは，長さ2m, 幅1.2m, 深さ約 30cm の方形土域を検出 した。カ 7 ド状~%土面を切っ

て批Iiり込み，内部から小人頭大の石塊10数個と弥生土器が山土した。祭m日に関するものと考

えられる。

出土遺物

出土造物のう ち土器類は，弥生時代のものが大半である。特IC:. D地点の満からは比絞的

まとまった形で出土しているc 今回記載できなかったが，いずれ機会を改めて報告する予定

である。土器の時期は，弥生時代中期（第IJii様式新段階）に並行するものである。査類lζは，
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口縁部内面や頚部lζ 凸帯をめぐらすものが散見され，瀬戸内中 ・東部，特に兵庫県西南部

（播磨〉のあり方と共通する。これらの事実は，当追跡が，兵庫県南部の加古川水系と丹

波 ・丹後の由良川水系を結ぶ交通の要所に併置するという立地環境に帰納するものであろ

つ。

＼ 

、、

グミ。

第 56肉調査地地形関
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小結

以上のように，今年度（昭和55年度）の調査によって弥生時代集落の様子の一端が明らか

になった。すなわち，D地点から東側にかけて住居等の生活空聞が広がり，その南方に谷状

の地形を隔てて方形周溝墓等の墓地が存在したものと想定される。

調査例の少ない当地方の弥生時代集落跡の研究に寄与する面が大きいものと思われる。

3. 今年度 （昭和56年度）調査の概要

1. 調査の経過

今年度の調査地は，これまで樹木補償等の関係上，未着手であった南東地区を中心に行っ

た。当地点、は，70～74m前後の標高を占めており，これまでの調査地点のなかでは最も高所

に位置している。斜面の傾斜角も急である。

調査はまず，樹木伐採後の全体の地形測量を行い，次に遺構の有無を磁；かめる為の試掘調

査を実施した。

調査方法については，lOm四方の方闘に地区割された区繭毎に 2m四方の試姻グ リッドを

掘削する従来の方法を踏襲した。試掘調査の結果では，土器等の造物は少量出土するものの，

先に述べたように山腹斜面の傾斜がきついため流出したものか，明確な遺構等は検出できな

かっ7こ。

一方，樹木伐採後の地表観察によって，城ノ尾古墳（A地点調査地）のすぐ上手で，建物

跡の存在を思わせる小さな平坦面と，さらにその上方で人為的な地形の隆起を3か所確認し

た。乙のため，今回の調査の主力をそれらに向けるととにし，乙れらの迫構の性格を追求す

る目的で調査を進めていった。

2.遺構

(1）中位墳 墓

斜面の小降起は，発掘調査の結果，中位の墳墓であると とが判明した。 北側lζ位置するも

のから順lζ l号墓 ・2号墓 ・3号墓と呼ぶ。

1 号 以

外形

直径6～7m，現高約70cmを測る。外形の形状はややいびつな円形を呈する。また，E陵

斜面の高位にあたる東側には，幅約 2mの浅い空堀状の凹地をめぐらす。隆起部の襟lζ当る

部分では地山の際面が露出している。

断面観察lとよれば，地山面を若干整形したあと，約60cmの高さまで層状に 盛土されてい
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ー＝二二プム一一←

。 5m 

第 57図 号京外形図

る。感土の頂部には，2か所に川原石の集石があり，その下方から埋葬主体部である土城を

2基検出した。

埋葬施設

両土域は，約SOcmの間隔を置き平行する。北側土域は， 長さ1.9m，幅0.6rnを測る。平

面形は隅丸方形状を呈し，北部の幅がやや広くなる。南側土墳は，長さ 1.5m，幅O.Smを

測り，こちらはやや長楕円形lζ近い平面形をもっ。

両土城とも，感土の中途から掘り込まれており，深さは約 60cmを測る。たた＼最初に 調

査した北側土城については，当初，盛土と土Jjj.｛埋土との土層の区別が難しく ，掘り下げすぎ

る失敗をおかした。

注目されるのは，両土墳とも，北西端lζ上半部のみ石キllみで囲った一段深い「日lj室」を付

設することである。この副室の深さは，北側土墳で，平垣部から約40cm，南側土綴で約60cm
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を測る。幅は約50cm程で，下方になるほどせばま るが，南側土嬢については，援面は垂直に

近く整形され箱形を呈する。石組は，穴の上縁部にあたると ころに小さな段を設け，下部に

比較的大きな石材，上部lζ小磯を置いて北端を除く三方を積み上げている。規模からみて，

上部の土域内いっぱいに遺骸を納めた木棺等が安置されたと思われるが，下段の高lj室の性格

については，不明である。

山土 造 物

北側土墳から，少量の炭と骨片，および土師器小皿5枚 ・大皿1枚が出土した。各土器の

検出面の高さはまちまちで，おそらく棺上に置かれていたものが落下したものと思われる。

土器は棺の四隅に置かれていた形跡があるc 南側土墳では，土器等の副葬はみられなかった。

両土城とも釘類は一点も出土していない。

なお，盛土の表面から，白磁椀片 ・瓦器片と用途不明の鉄製品が見つかっている。

石 組 遺 構

1号墓の南西裾部から，小人頭大の川原石を円形ないし六角形lζ組む径70cm前後の石組遺

構を2基検出した。南側のもの （第58図 4）は， 2段lこ石を組んだ空間内に火葬’肖を埋納し，

その上部を石で覆っている。本来は，紙か木製の容器を伴っていたのであろう。

2 号墓

遺構の概要

中央部lζ大きな松綬があり，残存状況はあま り良好でなし、。径5m前後を測りわずかな高

まりをみせる。斜面の上方には，掘り筈lj状の平坦面をめぐらす。当初からある程度露出して

いたが，乙の盛り上がり全体を覆うように，コブシ大の円l擦が葺かれていることが調査の結

果判明した。部分的に列状または方形状に石材が配されている箇所もある。この中央やや北

寄りから，丹波系の大斐を転用した骨蔵品を検出した。裂の上半分を打ち欠き，胴部以下の

下半分を利用したもので，埋葬lζ際しては，径55cm，深さ20cm程の墓撲を掘り聾を据え，周

囲に川原石を積む。内部には多量の骨片が含まれ，その上に30cm大の割石塊が置かれていた。

なお，要の底部lζは，水抜きの穴を穿っていた。 2号墓からは，乙の他にも葺石の聞から少

量の骨片が出土している。盛り上がり音［lの断ち割りの結巣では，地山上に20cm程の盛土を行

い， その上に葺石を置いている。 しかし， 1号墓で検出 したような土壌は確認できなかった。

1・3号墓とは．外表の構成も異なっており，時期的にFるものと考えられる。

3 号事

遺構の概要

2号墓と近似した規模をもっ。 隆起部の中央直下から， ほほ南北方向に軌を置く， 長さ
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l幅0.9mの平面長楕円形の土擦を検出した。棟内には，長径20cm程の石材が10数個2.5 m, 

埋没していた。一部組み合わせたような感じもあるが，城底から浮き上がった状況で検出し

ており，おそらく棺上に置かれていたものが落下したと考えられる。域北端部の石塊の下か

切先を山（ー振り），土削I器大小皿9枚が並べられた状態で出土した。鉄小万は，鉄小万り，

側l乙刃先を地lζ向けて主H納し，土師m類はその西辺かたわらに配置されていた。土師器ノト

乙の即は天地を逆に してmねるものがある。被葬者の頭部位置に副葬されたものであろう。

他の遺物としては， ~土表面から瓦器の破片が出土している。
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(2）礎石建 物

タト j彰

城ノ尾古墳の東側はやや急斜面になり，その斜面を上った所に東西12m，南北15m程の平

坦面がある。乙の平坦面は，丘陵の高い方を削って形成しており，西方に向かつて台形状の

張り出しをなしている。

建 物 構 造

調査によって，原位置にある磁石1か所とその根固めに使われた根石を検出した。根石の

遺存状況もあまり良好でなく， 完全に抜き取られていた箇所もみられた。礎石は，一辺40cm

程の自然石を用いており，その平坦な商を利用している。残存する部分によって建物の平面

規模を復原すると， 東西（梁行） 4間（8.tlm），南北 （桁行） 3間（6.2m）となる。 東西

の両面は，ffiiになるもので，柱聞は2.lm （約7尺） の等間である。

東西方向の断ち割りによって東側の丘陵斜面を削札 西側斜面の低い方に厚い置土をして

平坦面を確保している乙とが判明した。

築造 H古!DJ

時期については判定する資料が少なく不明確であるが， 周辺からわずかに出土した土師血

nなどから，中世墳墓群とほぼ同時期の鎌倉時代～南北朝時代lζ比定しておきたし、。また，

瓦類等については一切認められないので 屋根は板かかゃなどで葺かれていたものであろう

と思われる。

3, 出 土 遺物

今回調査の出土遺物には，弥生土器片 ・土r:市器 ・瓦器 ・中国製輸入陶磁:i*J-'r・国産i:jJ世陶

君主類があり，他lζ不明鉄製品 ・石鍬等があるが，量は少ない。

イミl表 5 中世担当 主主／I¥二L土 問器法量表

単位（cm)

図番号 仁l f”j = 器 両 図番号 ｜ 口 j歪 器 1笥

1 8.3 1. 9 8 8. 7 2.0 

2 8.8 2.0 9 8. 7 1. 8 

3 7.5 2.0 10 9.0 2.0 

4 8.4 2.1 11 8.7 1. 9 

5 7.8 l. 5 12 8.8 1. 8 

6 12.8 3.1 13 13. 7 3.0 

7 9.2 2.0 14 14.0 2.9 
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に三日，~1 己主~3 ＼ご」＿＿＿；；；；；；；／ 5 

＼ζ 』d立 ＼ぐ－~ ＼ζ ＼ミD.

七三ふ，，－ ＼記ミ圃.;ii.A 己；三」~3
又二ス_;:;JS ＼ミム~
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＼」〉 圃.ii 又Zコ.::;;;;JI

て：：c一 軍

。 20cm 
I I I －「一一一下一一一T

ヨr~ 00肉中 世 Jf［悲 18 土造物

1～6 1号慕，7～15 3号基

ζ 乙では，中世j貞基lと埋納された土師器・鉄ノト刀について簡単にふれておきたい。（第60図）

( 1～6）は， 1号墓「I¥土。

仁f:jfl器小山知 (1～5）は， 口径と器高の比率により， A (1・2),B (3～5）の 2

間に分けられるが，部壁が比較的厚 く肢部lζ移行する曲折部に明瞭な段をもつのが特徴であ

る。赤掲色を呈し，内面に煤が付着するものがみられる。

(7～15）は，3号墓出土のもの。

土師器小皿矧（ 7～12）は， 1 J号墓出土例lと比べやや口径が大きく ，形態も通例のもので

ある。 色調は，灰黄rt~色を呈する。 （付表 5)
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鉄小万（15）は，全長33.5cm，刃部最大幅3.3cm，刃部長 24cmを測る。両刃で反りはほと

んど認められない。茎には目釘穴を穿つ。表面に木質の残存が認、められ，輸に納められてい

たことがわかる。

図示していないが， 2号墓で検出した 骨蔵器に用いられた斐は，現存最大径 47cm，高さ

28cmを測る。焼成はやや軟質で，表面赤褐色，内面は灰黄褐色を呈しており．丹波系lと属す

るものである。

4. 小結

以下，今回調査の成果について，若干の整理を行っておきたい。

(l) 中世墓制の文献的な研究は， あまり進んでいないのが現状である。「餓鬼草紙』等の

絵巻物により，当時の墓の姿を具体的にうかがい知ることができるが，本調査例もそれに照

して考えると一層興味深い。

(2) 盛土をもっ中世墓の調査例は意外に少ない。当墳墓の被葬者像についても，一般の庶

民層というより宮硲な名主層や地方豪族たる武家層の累代の墓地とするのがふさわしい。

rn) 鎌倉時代前半～南北朝にかけて， 3号→ 1号→ 2号墓の順lこ築造されたと考えられ，

ー｜二葬から火葬へのおおまかな変遷がうかがえる。

(4) 3号墓では魔除けの鉄万を埋納するなど，I児術的な要素が強くみられ，当時の葬送儀

礼の様相の一端が明らかになった。 1号墓でみられた下段の土旗印lj室）については，その

内部に真言の護符のようなものが納入されていたとも考えられる。経塚例との関連も窺われ

るが？類例をまって検討したL、。

当遺跡内からは，乙れまでの調査でも，中世慕と思われる埋葬施設が数例検出されており，

今後，同一地域における葬制の変遷や，当地方の中世社会の様相を知る上で貴重な資料とな

ろうの

(5) 礎石建物については，墳墓と結びついた墓堂（三昧堂）ないし庵的な性格をもつもの

と考える。立地上からも，極楽往生を願うに最適の場所を占めており，永遠の眠りについた

人々を弔い，先祖の霊を供養するために建てられたものであろう。

なお， 最後になりましたが，宮（島田 ・野間仁田地区）の背様には，今回も調査全般にわ

たって多大の御協力をいただいた。厚 く御礼申し上げます。 （辻本和美）

（注 1）鈴木忠司氏言。 渡辺誠「第3章純文時代」（『福知山市史』第一巻）｜附和51年

（注2）藤井普布 「福知山地方の中世城郭」（『城jNo. 104関西城郭研究会） 昭和55年

（注3）横田賢次郎 ・森田勉「大宰府出土の愉入中国製陶磁i'.:ciについて」（『研究論集4』九州、師、史資

料館） 1978年

（注4）橋本久和『上牧遺跡』（高槻市教育委員会） 1980年



近畿自動車道舞鶴線関係遺跡、

（注5）各分野から大内城跡を分析していただくために以下の方々に研究を依頼した。

藤井善布（城郭史），百田昌夫〔文献），塩見昭吾 ・塩見行雄 ・友次雅子（文献など），小滝篤夫

（地質），福知山文化資料館（植生）の各氏。
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4. 豊富谷丘陵遺跡昭和56年度発掘調査概要

1. はじめに

日本国有鉄道（以下『国鉄』と称す）が計画准進している，国鉄福知山線の複線電化lζ伴

う電車基地が，福知山市字笹尾から同今安iζ拡がる標高 50～60m の豊富谷正陵西半部に建

設される ζ とになり，昨年度K引き続いて今年度も発掘調査を実施することとなった。昨年

度は，京都府教育委員会によって調査された発掘件数は当初計画より 10か所増加して20か所

を数え，すべて古墳時代前半期から中期にかけての方形台状基や古墳であった。今年度は，

4月 1日lζ京都府教育委員会の外郭団体として設立された当調査研究センターに事業が引き

継がれ，発掘調査を5月6日から昭和57年3月末日まで実施した。昨年度の調査結果から

諸遺跡の残存状況が極めて良好であり，さ らに伐採等により増加することも十分懸念された

し，また現実化したのである。結局今年度も当初発掘件数よりかなり増加し，29件を数える。

その調査内容は昨年度とは若干越を異にする点もあり，遺物整理も不十分の現段階では総括

的な歴史的意義を述べる乙とは来年度の正式報告書に譲ることとし，乙こでは今年度の調査

成果の概略のみ記すことに止めたいと思う。

なお，今年度の調査は前述したように，昭和56年5月6日（水）から開始し，同57年3月

6日（土）をもって現地作業を終了した。謝査を担当したのは，（財）京都府埋蔵文化財調査

研究セ ンター調査課調査員松井忠春 ・竹原一彦 ・増田孝彦の 3名である。現地作業にあって

は，昨年lζ続き，地元今安 ・半田 ・新圧の各地区と，新たに笹尾地区から精力的な協力があ

り，国鉄大阪工事局，同福知山工事区，京都府中丹教育局，福知山市教育委員会，福知山市

史編さん室，福知山史談会，奈良国立博物館からも多大なる援助を頂いた。さらに花園大学，

同志社大学，京都産業大学，関西大学，神奈川大学の学生の積極的な参加があった。調査の

成果は上記協力者の賜物であると記して，謝意を表します。 （松井忠春）

2. 調 査 の経過

調査は電車基地造成工事lζ優先させて，しかも調査に支障をきたさない程度の時間的余裕

をもって実施した。乙の調査対象地を 3区に分け，I区は国道9号線から（18）セイゴ 7号墳ま

でを， 日区を(19）セイゴ8号墳より中山道までを， それより（81）今安寺跡までを皿区としたが，

今年度は日区を中心にし，田区の（80）大道寺跡，（61）論回 2号墳パ82）論田 9号墳，（83）論田10号墳，

。。
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第 61図 調査地位置図（中央斜線部）

及び Ilぷの各境基がその対象地となった。

発掘調査は， 日区と 田区の（80）大道寺跡を二是正で担当して遂行した。 ll区では，すでに伐採

が行われていたため， 伐採樹木の跡片付けをした結よtふ さらに（99）狙谷16号杭が縦泌された。

しかし全体として早い段階で乙の地区は田畑として開墾された らしく，日区中央より rjJ山道

にかけてはその形跡が段々畑と化して残っていた。 阻区の（80）大道寺跡では， 昨年度に調査を

行うべく伐採していたが，すでに地表面に小さな高まりが各所に見られ，また数か所には火

葬人骨や骨壷片が散布してたため，一見してLj:I世古基であることが縫認されたし， 2枚の平

坦地にも建物跡が先日、起された。

調査の結よ札 口区の北端lζ位置する（』2）狸谷3号墳からは古式二l::.f:rli器が出土し，その中でも

長頭宣（図版第861，第67凶 1）はH佐ーの完形品である。 その他（』9）狙谷10号JJIまではJ;i;t基と

他認されても全く迫物を有せず，また自然地形であるととも分かった。これに対し中山道に

近いWI）狼谷17せ墳や（I02）狸谷18号墳では比較的遺物が多くみられ，特に(IOI）狸谷17弓墳では

2か所の墓域内から各1面の中国製の鏡が出土した。 また（I02）の狸谷18号墳では基岐上面で，

献納;g物としての器台を中心とした古式土師器の一括品が埋納されていた （図版第85-1～5,

第67図3～7）し， 講内からは， 鉄製鎌lと付着した小形管玉が出土した（図版第872・3）。

一方（80）大道寺跡では，A・B両地区の平坦地より建て替えられた各2棟の掘立柱総建物跡が

- 119 -
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検出されると共l乙 26基の鎌倉時代～室町時代前半期の古墓や，追善供養としての性格を有

すると思われる経塚が発掘されるに至った。乙の両地区の調査が終了したのち， I区と H区

北尾根に調査の対象を移して12月より行った。 E区北尾根では，昨年度調査された（62）論回 3

号墳の前面に林立する 3基の墳墓から各々墓域が検出され，内部に鉄製品や古式土師器が埋

納されていたし，区画する 2本の側溝内からも多量の古式土師器が発掘され，さらに特異な

遺物として半載された磨製石斧が各 1個出土した。 I区では， トンネノレ工法により追加調査

となった(2）谷尾谷 1号墳～（6）谷尾谷 5号墳から多量の古式土師器や鉄会lj・鉄鍬と共に，（2）谷

尾谷 1号墳からf方製小型内行花文鏡が1面確認された。しかし(13）セイゴ 1号墳～（21）セイコ、 9

号墳では殆ど無遺物lζ近い状態であり，好対照を呈していた。なお全体の調査結果は付表 6

の通りである。 （必井忠春〉

3. 検出遺構

調査によって確認された諸遺構については，付表 6，乙記したとおりである。

壌墓について （図版第80・81，第63図）

調査を行った墳墓は，いわゆる ＂jj形台状墓が に属する基制で，標高43m～54mの狭小

な尾根筋lζ沿って 自然地形を利用して築造されている（図版第80l）。そのため大半の墳墓

が長方形，方形を呈している。墳丘自体の平均値は一辺約 llm前後，高さ 1～ 2mを測る。

構築法は昭和55年度と同様，狭小な尾般筋，尾根頂部lζ造られているため，墳墓と墳墓，尾

根と墳墓を区画するために満が設けられている（第63図上）。

l区は，昭和55年度調査地に比べ，墳墓の密集度も低く！陵高の墳墓がかなり多くなり，独

立的な性格を帯びていると思われる。そういった中でも，（2)谷尾谷 1号墳～（6）谷尾谷 5号墳

は皿区南尾根のように階段状に構築されている部分もある。

日区の（13）狸谷4号墳～（53）狸谷城跡第 3地点，（99）狸谷16号墳にかけては，畑地として開墾を

受けており，尾根頂部～裾部に至るまで段々畑として明瞭にその痕跡を残していた。その

ため，墳墓らしきものは存在していても，かな り削平を受けており，その原形をとどめて

はいない。立地的には墳墓と考えられでも，調査による段階では断定するに至らなかったも

のもある。そのため，この付近は尾根筋の面積が大きい割合には遺跡の空白地帯となってい

る。

調査を行った墳墓からは，長方形状に掘り込まれた土嬢内に木棺を直葬した土墳墓を検出

した。墓擦は大半が複数であり，その形状も二段墓域，U字形素掘り，U字形素侃りの例を
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／ 

上 狸谷17号墳及び狸谷18号墳

下左 狸谷3号墳

下右狸谷18号墳献納土器群出土状J兄

第 63区l 各古J長の:ljZ面制送図及び献納上界脱出土状況怪｜

確認したがほとんどが二段墓域であり， その最大のものは（51）狸谷城跡第1地点の 6.4 m × 

2.8m をiJ!ljる。

これらの墓墳には木枯が埋納されていたと忠われるが，イミ他痕跡がJiされていないため机

の構造等を明らかにすることはできない。ただ，（12)狸谷3号墳（図版第81-1),(51）担谷城跡第

1地点，（！日）セイゴ22号墳，(102）狸谷18号墳のように他の二段墓墳に比べ比較的大きな二段基

棋に担納された木棺は，墓域断面が U字形を主主するため割竹形木棺が埋納されていたと惟

測されるが，調査による限りではいずれとも断定するには至っていない。(I0 I）狙谷17サ績の

ように （図版第80-2，第63図上），木棺周辺にうすい粘土を貼り付けていたという割竹形木

棺の例もある。

乙れらの墓撲の形状や，遺物出土状削からすれば，被葬者の頭位は，おおむね」UEI匂がl:jJ

心になっているといえる。立地上からして長方形状に築造された墳墓は， 基tit~のスペースの

関係から尾根に平行 ・直交という形を取っているが，尾根に直交 ・平行するどの主体部をと

ワム
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って見ても，方向を確認した場合，北方向よりも東方向にかたよっているといえる。

また主体部の数については，昭和55年度調査結果同様に，古式土師器を出土する墳墓では

複数以上，鉄製品を出土する墳墓は 1主体となっている。

鏡が出土した(I~I）犯谷17号墳や大量の土器が埋納されていた(102）狸谷18号墳（図版第792, 

第63図上 ・下右）は，這車基地造成予定地内のほぼ中央に位置しており，段々畑lとより墳丘

を大きく削平されていたにもかかわらず，遺存状態が大変良いものであった。(IOI）狸谷17号

墳では墓墳は 3か所， (I』2）狸谷18号墳は 1か所催認した。(IOI）狸谷17号墳の舶載鏡片（図版

第86-6, !.1'167区Ill）が出土した墓域はU字形素掘りの3.Sm×l.lmを狽Llり，土師器高杯胸部

（図版第856，第67図8）が共伴していた。一方完形の鏡（図版第855，第67図10）が出土

した墓墳は4.6111×1. 6mを有し，若干の土Br!i器片が出土するのみであった。（I02）狸谷18号墳

は3.2m×l.9mの墓域で， 棺上の造物として古式土師器高杯 ・器台 ・盤なと、が出土してい

る。ドfij墳墓は3条のj持によって区画されているが(102）狸谷18号墳のすぐ東隣に位置する＠狽

、

L=66m 
；農黄褐色粘質土層

·~ぐー；炎黄掲色粘質土層

。 暗黄褐色粘質土層

τて弓ア
賞褐色車占質土層

2m 

第 65肉大道寺跡 6 号墓実測関

ウ

tつ臼
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谷11号墳は削平がいちじるしいためか遺構等は検出されなかった。

また（29）セイゴ18号墳は当初前方後円墳か前方後方墳ではないかと予想されたが， 調査の結

果，方形墳が2基近接されて築造されていることが明らかになった。 （増田孝彦）

大道寺跡について （図版第82・83，第64～66図）

調査地内A地区 ・B地区において建物跡4棟を検出した。ほぼ正方形を呈するA地区では

4間×4問の建物跡2棟，やや狭長なB地区では4間× 3間， 3間×3間の建物跡各 1棟を

検出した。また調査地最上部のテラス cc地区） では古墓 ・方形の塚 ・経塚 ・古墳時代の主主

壊を検出し得た。

S BOl （図版第822) 

B地区で検出した東西4間（約8m）×南北3問（約 6m）の総れ：の建物跡である。

S B02 （図版第822) 

B地区で検出した東西3間（約 7m）×南北3間 （約5.5m）の総村の建物跡である。SB 

01に対してlヤ刺l線は西方lと偏る。

｜「
Ol 
c.n 
c.n 

、人

ヨ －－≪：やるととそミ グ 〈 R、• L=65.5m 

O SO cm 

第 66図大道寺跡、終塚実 測図
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S B03 （図版第82ー］）

A地区で検出した東西4間（8.5m）×南北4問（8.5m）の総住の建物である。一部の村

穴には河原石による礎石がみられる。

S B04 （図版第82l) 

A地区で検出した東西4間 (llm）×南北4間（8m）の総柱の建物跡である。建物の束

と南の両側には満が走り，上部テラスからの雨水の排水港とみられる。

古墓（図版第83， 気f~6S図）

C地区で27基の古墓が確認された。 古墓の形態lζは方形に土盛りしただけのもの 9例，方

形lと土盛りした後河原石を張り付けたものl例，周囲に河原石を配石したもの 7例，集石の

みのもの 4例が認められ，ほとんどの古墓中には火葬人骨片が埋葬されていた。乙の他にす

でに土盛りは失われ，人骨片のみが出土した例が 4か所存在した。古墓中には須恵質の 牽

（図版第874，第68図2）や土師質の鍋 （図版第875，第68図1）を利用した蔵骨器をもつ

ものがある。蔵骨~をもたない古墓も人骨が密集 して出土したこ とから何らかの容器（木製

？）が使用されていたと考えられる。これらの古基は伴11¥J立物から，鎌倉時代から室町内代

前半にかけて，順次造られたものと推察される。

経塚（図版第84唱第66図）

C地区中央部南端で検出した仏教遺構である。地山lζ盛り土したのち， 直径1.7m，幅1.3 

m，深さ 0.6mの桁円形の土吸を穿っている。土嬢中央部には河原石を積み上げ，主体部と

ft;IJ室とを画していた。主体部には小石室を設け外容器を安置させ，外容器内lζは経筒3口が

納められていた。品lj室部には和l鏡 ・北宋銭等の供養具が納められていた。

古墳時代の墓域

C地区北東部で 3か所検出された（第64区lNo. l～No. 3）。古境の主体部とみられるが，

すでに墳丘は失われていた。 lつの主体部からは5世紀後半の須恵器（図版第86-3・4）や土

師質の査が出土している。

ブi 形塚

C地区北東部lζ 存在する一辺約 7mの方形を呈する塚である。上部には土城や古墓が認

められた。7 ウンド内より中世二卜探片が1.1:¥二卜した乙とから 古墓と同一時期に造られたとみ

られる。

4. 出 土 遺物

今回の調査で出土した追ー物は，境基関係では古式土師器・須恵器・鉄製品・鋭・管玉等で，主
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(1・2：狸谷3号墳，3～7：狸谷18号墳，8・10・11・5里谷17号境，9：狸谷16号墳）
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休部内や溝などの遺構から出土したものが過半数を占める。（80）大道寺跡関係では，中世造物

が大多数であり，須恵質の査や鉢‘土師質の鍋 ・皿 ・瓦器椀 ・中国製陶磁器等と経塚出土の

一括造物がある。

古式土師器（図版第85・86-1・2，第67区Jl～8)

出土した土師器は，古式土師器とよばれるものであり，器種は高杯 ・壷 ・聾 ・器台 ・盤等

がある。特徴として， 二重口縁の器台や口縁部lζ擬凹線文や波状文，貼り付け竹管文を施し

た土認が出土している。外面はハケ目調整をした後，へラミガキを施乙している。内面は，

ハケ目やへラミガキ， へラケズリが行われている。土器の形態や製作方法から見ると在地系，

山！塗系，北陸系 l乙分類できるようである。これらとは別に（I01）狸谷17号墳及び（I02）狸谷18号

墳から出土した土探を見ると畿内的要素を多くもつものが確認される。すなわちタタ キ技法

による器壁｛ζタタキ目の存在する土器が共伴したということである。また胎土的にも設内河

：二コ示三，：＿.－.＜－－ ．一、
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内地方のそれに酷似した丸底査も（2）谷尾谷 1号墳から出土している。時期的な位置付けは，

出土造物の検討も進んでいない現段階では，詳細を明らかにすることはできないが，大略畿

内圧内式～布団式lζ併行するものと考えられる。

須恵器（図版第863・4)

器種的lζは，材、身 ・杯蓋 ・1m葦高杯 ・平瓶 ・長頚壷等がある。杯身 ・杯葦 ・無葦高杯は

(80）大道寺跡の古墳時代の主体音｜：内から出土したもので，須恵器でも最古型式lζ属するものと

考えられ，年代的には5由紀後半として大過なかろう。ただ胎土 ・焼成 ・技法を観察する限

りは在地系とみるよりもより畿内的なものと言える。平瓶と長頚壷は（5）谷尾谷4号墳の墳E

上で確認されたもので8世紀頃のものとみられる。場合lとよれば奈良時代の火葬墓か祭杷に

用いられたものと推定されるが，出土状況は｜散乱しており確認し得なかった。

鉄製品（図版第87-1～3，第67図的

出土した鉄製品は，食lj・鎌 ・鍬 ・施等がある。食ljは3振り出土した。長さは30cm内外であ

る。鉱は平桜式lζ属しやや大担である。施は直線的な縦断面を有する。なお(I02）狸谷18号墳

］料品より山上 した鎌は大型であるが，記1玉製の管玉がl~.11 イ、I着していた。 IL\土状況からして

墓前祭lζ係わるものと思われるO 碧玉製の管玉の大きさは，長さ1.lcm，径0.3cm，で中央lζ

径0.lcmの孔を穿っている。

鋭（図版第86-5・6，第67図10・11)

鋭は完形品が2面，破片が1面出土した。図示した鋭 2面は(I01）狸谷17号墳より出土した

ものであるO 銑は鋭片は舶率先の凹獣Tij：鋭で，完形品も舶載銑と考えられととでは「素文縁鉱

歯文帯四乳鏡」と仮称する。 前者は，半肉式のもので現存する部分にl乳．若干の獣形を残

し，外区は複波鋸歯文帯からなっているようである。全体の約6分の l弱の残存状況である。

また銘帯があるが銘字の「ドl央で鋭が破断されているため判読出来ない。銃片断面の長辺の 2

辺は研磨されており，紐をつるすために獣形と紐部分との聞に穿孔した痕跡が認められる。

復元径約 llcmで，鋳上がりが良く，現在でも光沢を放っている。 後者は，径9.4cmをはか

り，小形の鋸1lkl文帯が一周するのみで鋳上がりが悪かったのか，内区には文様はま ったく み

られない。わずかではあるが，若干の盛り上がりをもった手しを4か所縫認できるのみである。

乙の他に（2）谷尾谷 l号掛から出卜した仇製小塑内行花文鏡がある。 径8.5cmを測り， 内区に

6弁の花文を配す。 （増田 孝彦）

(80）大道寺跡出土造物（図版第87-4～10・88，第68図）

調査地全域から中世の土器が出土している。造物は古墓の集中するC地区東部からの出土

が大部分をl勺める。蔵骨器や出納品とみられる。j蔵骨器としては須恵質の壷 （図版第874, 

円

L
円
ぺ
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第68図2）土師質の鍋（図版第87-5，第68図 1），円筒形容器（図版第87-6）がある。蔵骨

器は現在3種類しか確認されていないが他に木製もあったと考えられる。また同一程の形態

からのバリ エー ションは認められず，蔵骨器の選定にあたり何らかの規範があったと推定さ

れる。土師質鍋の外面にススが付着したものがあり，日常什器が転用されたものであろう。

蔵骨器のほかに須恵質の片口鉢が多く出土しているがこれらは蔵骨器の蓋として使用された

ものであろう。その他に供献用の土阿川 ・瓦器 ・愉入陶磁器類が出土しており，これらはい

ずれも埋納品とみられる。

建物跡を検出 したA・Bの両地区においても，少量ではあるが瓦器 ・土師即 ・陶磁器 ・ク

ギ等の造物が「I＼土している。

C地区においては中位遺物の他lζ古墳時代の須志器片の出土や墓域の存在から，基地や寺

院が造営される以前に古墳が存在していたものと考えられる。

なお，経塚関連造物（図版第88，第68図3～7）としては，

須志賀~ l口 須恵質片口鉢 l口

制製経筒 l口 竹 製経筒 2口

経 巻 10巻 菊 花 双 鳥鏡 l面

景 祐 元宝 2枚 土 師 質皿 5枚

白 fi?j：片 1片 扇 片 l括

がある。

以 仁のほかに墳墓関係では謄製石斧がある。 （竹原一彦）

5. ま とめ

今年度の調査結果の概略は以上のとおりである。その調査を総合 してみると，墳墓関係で

は， l～ 2基の墳墓を除けば，畿内庄内式～布留式併行期lζ比定される方形台状墓群と言え

る。 I .日区の境基をみる限り，鋭を副葬する墳墓とその周辺群と無遺物状況に近い墳墓併

に大別出来る。ζ れは後者が後世の開削による消失という結果とも相関するものの I区南側

から 日区北側の墳墓は消失していないにも拘らず無造物であることは被葬者の社会的地位を

顕著に示しており， しかも鏡高lj葬墓との差は序：然、としていると言える。またこの両地区lとは

鉄製品のみ埋納した墳墓は 1基しか認められず，須忠器埋納にいたっては皆無であることは

田区北尾根の墳墓群と好対照を示し，今後この相異点が，築造経緯によるものか社会的背景

の差によるものかは問題となるであろうが，いずれにせよ凹区北尾根より先行することは他
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言をょうしない。また I区北端の階段状墳墓群は 日区 ・皿区とは若干構築背景を異にするも

のと考えられ，笹尾地区との生活圏が今後の課題となろ う。昨年度の調査では断続的な墳墓

築造過程しか追求し得なかったが，今年度の調査では，遺物組み合わせ関係からそれらが継

続することを確認し得たことは今後の墳墓編年にあたって寄与する点が多L、。また寺院跡関

係では，寺院跡が確認されたことで，今後，威光寺文書の今安寺との同定が問題となってく

るし，建立背景を通して，この地減の中｜立の歴史的究明に一助を与えるものと確信する。

（松井忠春）
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